
    
      
        
      
    

  

































異世界ならニートが働くと思った？６




エルフの姫が仲間になったので世界平和を目指しましょう。
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一章　ニート、促させられる









「…………ク、クレアリシア・クリアグリン……？」

　地下空間なのに突き抜けた青空の下。鬱うつ蒼そうと生い茂る草木の中で、唐突に開けた広場。

　赤い絨じゆう毯たん、小さくも豪ごう奢しやなテーブル、綺き麗れいに揃そろえられたティーセットを前に、楚そ々そと座る〈森霊族エルフ〉の美しい女性。

　おとぎ話の一場面のような光景を前に、驚きよう愕がくと共に呟つぶやいたレイリスに続いて、アーサーもまた目を見開く。

「なぜ……生きている……？」

〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》オフィリア・リンドレイグの実姉にして先代の〈森霊族エルフ〉巫み女こ、そして現〈解放者〉《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリンの母。

〈隷人族インフイルマ〉と子を生なすという禁きん忌きを犯し、ティステルという〈森霊族エルフ〉領の僻へき地ちに追いやられた彼女は、すでに病で亡くなっていたはず。

　その彼女がどうして──

　いやそもそもこの場所はなんだ。なぜ地下に空がある──？

　尽きない疑問に、アーサーとレイリスが呆ぼう然ぜんと立ち尽くす中。

「なるほどな……」

　ただ一人周囲を見回し、意味深な笑みを浮かべたレイジが口元を歪ゆがめる。

「これがご大層な仕掛けをしてまで隠したかったものね」

　そのまま不敵にうなずいてみせたレイジは、やがて大仰な仕草で手を広げ、




「よし、帰るか」




　くるりと背を向けて。

「……………………………………は？」

　すでに扉に向かって歩き始めていたレイジにアーサーが慌てて声をかける。

「──ま、待て！　どういうことなのだっ？　説明をしてくれ！」

「んー？　説明もなにも普通に満足したから帰るだけだけど？　とりあえず知りたいことは知れたし、特に達成したい目的とかもないし」

　さも当然のようにそう続けたレイジにさしものアーサーも開いた口がふさがらない。

　満足したって──こんなにも不可解なことが目の前で起きているのに？

「ちょ、貴様──ホウバミレイジ！」

　レイリスの言葉も無視し、そのままレイジが扉に手をかけようとした瞬間。

　扉そのものが消失した。

「な──」

　その瞬間を目撃していたレイリスが声をあげ、アーサーが即座に紅い刀身の剣クラレントを抜き放つ。

「……なにをしたクレアリシア・クリアグリン」

　鋭するどい眼まな差ざしと低く抑えた声での断定。

　表向きまったく動いていないように見える彼女に油断することなどありえない。

　すでに異常事態と呼ぶには十分すぎる状況なのだ。

　なにが起きても対応してみせる──。

　強い気き概がいで臨りん戦せん態たい勢せいをとったアーサーに、剣先を向けられたクレアリシアは薄く笑って。




「紅茶はお好きかしら～？」




「…………紅、茶？」

「知らない～？　〈隷人族インフイルマ〉が茶の葉と芽を摘つみ取って～」

「それは……もちろんよく知っているが……」

「よかった～すごくいい香りの茶葉があって～ぜひ楽しんでほしいと思ってたの～」

「………………い、いや……」

「すぐに準備するからそこに座っていてくれる～？」

　毒気を、抜かれる。

　復ふく讐しゆうこそを本懐とし、裏切りを繰り返したアーサー──モルドレッドは、人を見る目には自信があった。

　その人間がどういった意図から発言しているか、いかなる感情を隠しているか、探ろうと思わずともある程度なら察することができる。

　当然今も真意を探っているのだが──まったくそれが見えてこない。

　つまりそれは、なにも隠さず、言葉通りにお茶をご馳ち走そうしようとしているだけで。

「おーじゃ頼むわー」

　いつの間にか椅い子すに座ってテーブルに肘ひじをつく……どころかだらしなく身体からだを預けるようにしていたレイジに、レイリスが全力で突っ込んだ。

「はあ!?　いや──はあ!?　寸前まで帰る気満々だっただろう貴様!!」

　目を剝むくレイリスを尻しり目めに、レイジはテーブルに並んだクッキーを摘つまむ。

「お、うまい」

「ほんと～？　よかった、それもお手製なの～。〈隷人族インフイルマ〉のお友達に教えてもらって～」

「へえ……その料理の才能、ティファリシア娘にも遺伝してほしかったわー」

「……う～ん、この子にも一応教えていたんだけど～微妙な匙さじ加か減げんっていうのがダメだったみたい～」

「……あーわかるわー。なんでもくそ真面目まじめに考えすぎ」

「そうね～誰かさんのおかげでだいぶ変わっていってるみたいだけど～」

　うふふと笑い、ふわふわと談笑する光景はどこからどう見てものどかそのもの。

「──ア、アーサー……アーサー！　この状況を変だと思う我のほうがおかしいのか!?」

　もういっそ泣きそうになりながら助けを求めるようにそう言ってきたレイリスに、アーサーもまた戸惑いを隠せない。

　元より計り知れない《英雄》だとは思っていたし、アーサーがその心情を正確に推し量れる相手だとも考えていない。

　だが、それにしてもあまりにも──あんまりだ。

　一度短く息を吐いたアーサーは、意を決したように歩を進め、テーブルにつく。

　そうして正面で嬉うれしそうな笑顔のクレアリシアではなく、レイジを見て尋ねた。

「ホウバミレイジ……ほんの少しでもいい、この状況について教えてほしい」

　単純に考えれば、外に出ようとしたら出入り口を消されるという形で妨害された、だから別の脱出方法を模索していると予想できる。

　だが、あのホウバミレイジだ。アーサーと同じ思考をしているとはとても思えない。

　ゆえに、あえて漠然と訊きいたアーサーに、レイジは机に肘ひじをついた格好のまま言う。

「教えてほしいもなにも、出口がなくなった以上行ける場所なんてないじゃん？」

「それは……そうだが……しかし──」

「というより～そもそも最初から出ようとなんてしていなかったんじゃない～？」

　さりげなく差し挟まれた言葉。

「……最初から出ようとしていなかった？」

「話も聞かず、目の前の異様な事態を見なかったことにして帰ろうとしてみせたらどんな行動をとるか見たかった、とか～？」

　変わらずのんびりとした口調。穏やかな眼まな差ざしに、レイジの笑みが一瞬邪悪に歪ゆがんで。

「いやー？　普通に疲れたし、椅い子すがある、テーブルがある、食い物と飲み物があるとくれば──休んでいくに決まってんじゃん？」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡと笑うレイジに、アーサーはもう惑わされなかった。

「……そう装よそおって、脱出するための方法を模索しているのか？」

　クレアリシアには聞こえないよう小声で囁ささやきかけたアーサーに、レイジは突然そちらを見ると、その白い頰ほおに手を添えて。

「え」

　あまりにも唐突すぎて動きを止めたアーサーに顔を近づけ──

「な……なにし──、──！」

　唇を奪った。

「き──ききき貴様ぁあああ!?　今なにをした!?」

　怒ど髪はつ天てん。当事者ではなくその召喚者であるレイリスが『竜りゆう神じん白びやつ化か』を使用し、アーサーとレイジのあいだに割り込む。

　そうして牙きばを剝むいたレイリスに、レイジは両手をひらひらと振りながら笑った。

「フリだよフリ。誰かさんがしたのと同じように頰に口寄せただけー」

　とにやにや笑うレイジに、レイリスは急ぎアーサーを向くが。

「……、……、……そ、その通りだレイリス……ぇと…………大丈夫」

「全然大丈夫そうじゃないが!?」

「ぁぅ──だ、大丈夫、少し……その……驚いた、だけで……」

　と言いつつ、顔を真っ赤にし、これ以上ないほど挙動不審なアーサーに──レイリスは殺意を滲にじませてレイジを睨にらみつける。

「いやーアーサーって美人だろ？　近くに顔があったからついなー」

　まったく気持ちのこもっていない空々しい言葉。意図はまるでわからないが、盟友の貞操の危機を悟ったレイリスは、椅子を引き寄せてレイジとアーサーのあいだに座る。

　瞬間、レイジはさりげなく横目に彼女を見て。




「──さて」




　ぱん、と手を打ち合わせ。

　一貫して穏やかな笑みを浮かべ続ける元〈森霊族エルフ〉の巫み女こは、さらりと続けた。

「みんなを席に着かせてもらったところで、お茶会を始めましょうか～」

「席に……着かせてもらった？」

　微妙な言い回しにアーサーはすぐに感づいてレイジを見る。

「だからアーサーが可愛かわいかったからだって」

　こちらがなにか言う前に先んじられた答えに、推測は確信に変わる。

　レイジのアーサーに対する唐突な行動。

　それは、いまだ警戒を解かないアーサーやレイリスをクレアリシアとの会話の席に着かせるため。

　……いや違う。

　おそらくはもっと前から、レイジはこうなるように仕向けて動いていた──。

　ひそかに驚きよう愕がくするアーサーには気づかず、レイリスが苛いら立だたしげに問いただす。

「……なにが目的だクレアリシア・クリアグリン」

〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》はいまだに『竜りゆう神じん白びやつ化か』を解いていない。

　牙きばは剝むき出しにされ、鋭するどい爪つめはテーブル程度たやすく切り裂ける。

　そのレイリスの威圧的な眼まな差ざしに、クレアリシアは笑顔を崩さず小首を傾かしげて。

「お茶会ですることって言ったらおしゃべりじゃない～？」

　ものすごく嬉うれしそうに手を組み合わせ、とろけそうな表情で言う。

「ず～っとここにいたから、お話に飢えているの～。なんでも聞くわよ～好きな人の話でも好みのタイプの話でも恋愛相談でも恋バナでも～」

「……なぜ恋愛に関することばかりなのだ……？」

「え～？　女の子のおしゃべりなんてそんなものじゃない～？」

「……………………そうなのか？」

　男子として育てられたためか、否定もしきれず腕を組んで真剣に考えはじめたアーサーに、クレアリシアがイタズラっぽい笑みを浮かべて。

「あ～その顔は恋に興味津々な顔だね～」

「は……は？　え──わ、わたしか!?　わ、わたしは《英雄》で恋などというものは……」

「え～するでしょ～女の子なら。──ねえレイリアちゃん」

　ごくごく自然に彼女が口にしたその言葉。その事実。

　すべて知られていることに、アーサーもレイリスも目を見張り、身体からだを硬直させる。

「あ、大丈夫大丈夫～私はその情報を流そうと思っても流せる立場にないから」

　ティファリシアそっくりの彼女がそう言って笑う姿は、同じ女であるレイリスから見ても格別に可愛かわいらしく、美しい。

　だが、その口ぶりには摑つかみ所のない不気味さがあって。

「…………貴様、いったい……」

「その質問は恋バナの後でなら答えてあげてもいいかな～？」

　ふざけたような態度。それでいて常に主導権を握られているこの感じ。

　ものすごく身に覚えがあって、レイリスは無意識にレイジを見る。

「──ん！　このクッキー、紅茶にめちゃくちゃ合うなおい！」

「そうでしょそうでしょ～!?　同じ茶葉を絶妙な配分で混ぜ込んでるの～！　わかってくれて嬉うれしい～」

「やべーわこれ。単品でもうめーのに……大将、作ってくんねーかな」

「大将～？」

「ティステルの料理長の大将。今のところ俺が知る限りこの世界最高の料理人」

　そう口にしたレイジに、クレアリシアは視線を右上に上げると、不自然に間をあけて。

「…………一手間の工夫にセンスが光るよね～。ティステルと言えばお風ふ呂ろには入った～？　あれはぜひ入ってほしいな～すごくこだわりがあるの～」

「──ちょっと待て貴様ら」

「あー言ってたなあいつも。あまりに押しつけがましいから引いてたわ」

「あら～芯の強さが悪い方に働いちゃったかな～彼はそんなことなかったから、そこはわたし似だね～」

「おい……」

「あいつっていえば、なんか面白いエピソードねーの？　母親ならではの、小さい頃の失敗談的なやつ」

「………………そうね～……」

　そこでまた思い出すような仕草を見せたクレアリシアは、やがて破顔して続ける。

「……うふふ～いっぱいあるわよ～。たとえば──」

「おい!!」

　もう我慢ならないとばかりにテーブルを叩たたいて立ち上がったレイリスが、談笑する二人を見下ろして言う。

「ふざけているのか!?　今はそんなことを話している状況ではないだろう！」

「──なんとあの子、一〇歳までおねしょしてたのよ～」

「話を聞けえええええええええ!!」

「──レイリス！」

『竜りゆう神じん白びやつ化か』は使用者の性格を好戦的に変える。

　常より沸点がだいぶ低かったレイリスが、アーサーが止めようとするのもかまわず発作的にテーブルに拳こぶしを叩たたきつけた瞬間。

　バチン、という音と共に防御魔法が展開され、レイリスを強くはじき飛ばす。

《大誓約魔法》の絶対防御魔法──。

　テーブルを叩いたくらいでは発動しなかったそれが、まるで破壊されるのを自ら察知したかのように正確に展開されて。

「────」

　レイリスのみならず、近くで見ていたアーサーも目を見開く。

　もちろん、物それ自体が《大誓約魔法》の絶対防御魔法を発動させるわけではない。

　発動させたのは──

「こ～ら」

　咎とがめる言葉なのに、少しもそんな気配を感じさせずに。

「恋バナしたあとでって言ったでしょう～？」

　めっ、と可愛かわいらしく微笑ほほえむクレアリシアに、レイリスはうっかり見とれてしまいそうになり、そうなってしまった自分も含めて得体の知れなさにたじろぐ。

〈竜闘族ドラゴーネ〉は身体能力に秀でた〈獣妖族ペステイア〉同様、第六感と呼ばれる超感覚に優れている。

　その感覚に基づいて、レイリスは確信していた。

　この女、なにかおかしい。

　レイリスの戦おののきを察したように、隣のアーサーがなにか考え込むように目を閉じる。

　そうして再び目を開き、息を深く吸い込むと──テーブルに両手をついて切り出した。

「こ、恋バナをすれば……こちらの訊ききたいことに答えてくれるのだな？」

「────は!?」

　なにを言っている!?　そうレイリスが視線で訴えかけるのと裏腹に、クレアリシアはぱあっと顔を輝かせ、アーサーと同じようにテーブルに両手をついて身を乗り出した。

「もちろんもちろん～」

　どんな話どんな話？　と促してくるクレアリシアに、アーサーは言い出したもののすぐには決心がつかないらしく、

「そ、その…………つまり…………」

「え～なになに～？」

「わ……わたしは……だから…………」

　ごにょごにょと口の中だけで呟つぶやいた後、やややけくそ気味にレイジを指さして言った。




「──ホ、ホウバミレイジに懸想をしているっ!!」




　恥ずかしさで死ぬなら今！　とばかりに。

　全身を震わせ、顔を真っ赤にして驚きよう天てん動どう地ちの発言をしたアーサーに。

「────」

「レ、レイリス!?」

　ふらりとよろめき、真っ白になって燃え尽きるように椅い子すに身体からだを預けたレイリスは、なぜか『竜りゆう神じん白びやつ化か』まで解けてしまっていて、アーサーの声にぴくりとも反応しない。

「あら～あらあら～あらあらあら～！」

　なにこれ楽しすぎるとばかりに立ち上がってレイジを指さしたクレアリシアは、もう一人の当事者をちらちらと見ながら続ける。

「それは素敵ね～」

　茶ちや化かされているとしか思えず、けれどそこまで悪い気もしなくて、ますます顔を赤くするアーサーは、意図的にレイジは見ないようにして言う。

「こ、これで……いいだろう……っ？　さあ、こちらの質問に──」

「それでいつから好きになったの～？」

「え……ぅ…………こ、答える必要はない……わたしはもう恋バナをした……！」

　そのための戦略的判断としての告白──と言いたげなアーサーに。

[image: ]

「いやいやいやいや」

　クレアリシアに手を横に振られ、アーサーが一気に自信を失ったように戸惑い始める。

「え……え？」

「むしろここからが本番でしょ～？　──どういうところが気に入ったの？　なんで好きになったの？　これからどうしていきたいの？　ねえねえ～」

　全力で質問攻めにしてくるクレアリシアに、アーサーは致命傷を受け、いつ自決を選ぶかを悩む騎士のように絶望感に塗まみれる。

「と、いうか～もう一人の当事者さんは告白を受けてどう思うの～？」

　そうしているあいだに、クレアリシアがその矛先をレイジに向けてしまって。

「──」

　レイジなら、察してくれるはず……！

　アーサーの告白は、あくまでクレアリシアから重要な情報を引き出すためのもので、本心からしたものではないことを。

　……いやまあまったく本心ではないかといえばそんなこともなく、むしろ割と正直な気持ちではあるのだが──

「いやいや！」

　声に出し、なんだったら勢い余って【クラレント】まで振ってしまったアーサーは、必死に見まいとしていたレイジと正面から目が合ってしまって。

「──」

　平淡な表情。

　それも常のレイジが決してまとわない影を感じさせる空気。

　どこかで見たことがあるような絶望感は、けれど次の瞬間跡形もなく消え去った。

「──いやー《英雄》に惚ほれられるとか照れるわー」

　そのままへらっと笑い、いかにも悪い顔で「さてそれじゃあ、俺にぞっこんなアーサーにはなにをしてもらおっかなー？」と続けそうな勢いで──




「で、いつになったらあんたの旦那の話始まんの？」




　するりと懐ふところに入り込み、喉のど元に刃を突きつけるように。

　クレアリシアに向かって言葉を投げつけるようにしたレイジは、行儀悪く両足をテーブルの上にのせる。

　食器同士のぶつかる音は、半ば気絶しかけていたレイリスの意識を取り戻させて。

「先に言っとくけど、なにをされようが俺はあんたの願いを聞く気はないから」

　攻撃的な拒絶。ついぞ見たことがないレイジのその反応もそうだが、なによりも。

「…………旦だん那な？」

　クレアリシア・クリアグリンの伴はん侶りよ。ティファリシア・クリアグリンの父親──？

「急に……なんの話をしているのだ貴様は」

「急？　いやいや、ずっとその話したがってたじゃん。〈隷人族インフイルマ〉が摘つまんだ紅茶に〈隷人族インフイルマ〉の友人から作り方を教えてもらったクッキーを前に、手先の器用な〈隷人族インフイルマ〉が作ったであろうテーブルと椅い子すに座って、恋バナをしようときた。ここまで露ろ骨こつな、わかりやすすぎる誘導があるか？」

　右手を翻ひるがえし、レイリスに手の甲を見せつけるようにしながらレイジは目を細める。

「自由連想法を例に挙げるまでもなく、人は無意識に耳で聞いた単語に紐ひもづけて思考する。家族のことを話されれば家族のこと、過去のトラウマのことを話されれば自分の辛つらかったこと──って具合にな。当然それは恋だの愛だのの話にもあてはまる」

「だ、だがそれなら自分から話せばいいだけのことでは──」

「どれだけ信頼のおける他人からもたらされた言葉も、自分で思いつき思い至った言葉に勝ることはない。だから本当に信じさせたいことは、自分で思いついたように思わせる。──これもコミュニケーションにおける必須特性な」

　だからクレアリシアは直接そのことを口にすることはなかった。

　あくまで相手からそういう話をしたがるよう促させた。

　促させたと見抜いた。

「もう一つ。人は、自分と似ている相手に親しみを抱かずにいられない」

　指を一本立てたレイジはアーサーの仕草をそっくりなぞるようにしながら続ける。

「同じ境遇、同じ経験──意図的に相手と同じ行動を取るだけでもポジティブな感情を持たせることができる」

　思い当たる節あるよな？　と笑むユーベルに、アーサーは目を見開く。

「ま、それ自体は別にいいとして──問題はなぜ好感を抱かせようとしていたのか。クレアリシア・クリアグリンに対する好意は、なにに必要か」

　いつの間にか掲げられた指が二本になり、その指を見つめながら、レイリスが呟つぶやく。

「好意が必要な、理由……？」

　その呟きを予期していたように、レイジはテーブルの上を軽く指さして言う。

「アーサーさ、そこのカップとってくれる？」

「…………？　これでいいのか……？」

「ん。じゃレイリス。そこのクッキーとって？」

「……はぁ？　なぜ我が貴様の言うことを聞かなければならない」

　仮にも〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》が──と続けようとしたところをあっさり遮さえぎり。

「じゃいいわ。次、アーサー服脱いで」

「は!?　脱ぐわけがないであろう!!」

　レイリスが激しく反応するのを横目に、レイジはにやにやとアーサーを見つめ続ける。

　そうして、顔を赤くし、戸惑っていた〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》はやがて小さな声で言った。

「…………り、理由を言ってくれ」

「アーサー!?」

「ち、違うっ、決して脱ぎたいわけではない！　ただ──ホウバミレイジであればなにか考えがあるに決まっていて」

「考えがあったとしても服を脱げなどという命に従うのか!?」

「そ、それは──レイリスだって求められて下着同然の姿をとっていたではないか……」

「あれは種族の命運がかかっていたからだ！　今〈竜闘族ドラゴーネ〉はなにも関係がない！」

　徹頭徹尾正当なレイリスの主張が響き渡ったところで。

「はいどーも」

　たん、と自分の膝ひざを打ち、レイジは一瞬でその場の視線を集めてみせながら言う。

「今のやりとりが好意がどれだけ〝それ〟に有効なのかっていうわっかりやすい例ね」

　例。意図的に示されたサンプル。

　レイジが口にした〝それ〟とは──

「──交渉？」

「正解」

　アーサーの呟つぶやきに軽く指をあげ、レイジはおどけるように肩をすくめながら言う。

「ま、自分で言うのもなんだけど──アーサーって俺のこと好きじゃん？」

「な──貴様っ」

「いやいや客観的な話な？　まあ相対的でもいい。レイリスよりはアーサーのほうが俺のことを好ましく思ってるとして」

　まるで他ひ人と事ごとのように適当極まりなく続ける。

「レイリスが非協力的だったのに対して、アーサーは明白に協力的な行動を取った。それだけならともかく、アーサーの行動は一見合理的なようで実に俺に都合のいいバイアスがかかったものだった。言い方を変えれば主観的な見方での正しい行動として俺に協力的だったってことね。実際、アーサーだけの主張を聞けばその行動は正当性があるように思える。だが、レイリスの反論のほうが客観的には正しいよな？」

「────」

　アーサー自身、レイリスから受けた反論は正しいと思った。

　思ったにもかかわらず、〝でも〟と言ってしまった。

　言わざるをえないなにかがあったから。

「それ。それこそが、交渉においてなによりも強いカードになりえる。そして──あんたが欲したものだよなクレアリシア」

　アーサーやレイリスではなく、その向こうに投げつけた言葉。

「恋バナで自分と旦だん那なにまつわる話へと持っていき、その上で俺たちの協力をとりつける──なんか足りないもんある？」

　突きつけられた問いに、対面するティファリシアによく似た容姿の彼女は、この上なく柔らかな笑みをたたえて両手を合わせた。

「さすが～全部お見通しなんだね～」

　あっさりとそう認めてみせた彼女に。

「いやいやいや──全部見通させたの間違いだろ」

　返す刀で刺し違えるかのごとく、穏やかな口調から核心を貫く。

「あんたがどこまで予定してたのかは知らねーけど、この大それた舞台装置そのものを含めて今のところ全部思惑通りに進んでんじゃん」

　そう断じるレイジは、どこまでも冷たい笑みを浮かべていて。

「…………、…………」

　信じがたい言葉。

　なにをどう考えればそんな結論に至るのかまったくわからない領域。

　なにより、ここまで手の内を明かされ、内面に踏み込まれれば、さしものクレアリシアもはいその通りです、と話すわけにもいかないだろう──。

　そうアーサーが思うのを嘲あざ笑わらうかのように。

「どうかな～？」

　動揺するでも驚きよう愕がくするでもなく。

　どこまでも普通に応じた元〈森霊族エルフ〉の巫み女こにしてティステル城主は、優雅な仕草で紅茶を口に運び、ソーサーにカップを置くと。

「でもそんなに疑ぎ心しん暗あん鬼きになるのなら～」

　レイジを真ま似ねするように人差し指を一本立てて。




「【賭け】をしよっか～」




「……【賭かけ】？」

「そう～《大誓約魔法》の下で誓い合う【賭け】。画期的でしょ～？」

　いかにも嬉うれしそうに言うクレアリシアに、アーサーが目を見開く。

「それは──」

「なにを言っている。それはこのクズ《英雄》の得意とする方法だろうが」

「──えぇ～？　本当に～？　……え～……わたしのオリジナルだと思ってたんだけど～」

　レイリスの言葉にため息を吐つき、がっかりしたように肩を落とすクレアリシアから、作さく為い的なものは読み取れない。

　纏まとう空気は相変わらずのんびりとしていて、穏やかな表情からはどこか抜けている感すら見てとれるのに。

　アーサーには、まるでどこかのニート《英雄》と相対しているときのようなすでになんらかの術中にハマっている据わりの悪い感覚しかない。

「ま～でも──得意な方法なら断る理由はないよね～？」

　当然の帰結であるとばかりにそう結んだクレアリシアに。

「…………なるほどな」

　レイジは、傍はた目めからでは読み取りづらい、なにかを企たくらんでいるような、現状そのものを喜んでいるような複雑な表情を浮かべながら呟つぶやいた。

「そうくるか」

　レイジのその言葉が聞こえた瞬間、クレアリシアはふっと息を抜くようにして確信めいた笑みを浮かべて言う。

「というわけで【賭け】の内容を決めるために話を聞いてもらってもいいかな～？」

「…………あ──」

　二人のやりとりの意味を知り、驚きよう愕がくするアーサーを横目に、クレアリシアは無造作に人差し指を立て──その先にある青空を一面の夕焼けに変えて。

「むか～しむかし～〈森霊族〉の《誓約者》ルフィシア・リンドレイグが亡くなった一八年前──」








二章　出会いと策謀は秘密の部屋の奥で
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　──一八年前。




〈森霊族エルフ〉女王ルフィシア・リンドレイグが病により死去したという訃報は、〈森霊族エルフ〉側から一切明かされなかったにもかかわらず、数日のうちに《万象の楽園アクアテラリウム》中に流れた。

　その有益な情報をもとに、各種族がそれぞれの思惑で動く中──当の〈森霊族エルフ〉内で取り沙ざ汰たされていたのは、次代女王の選定問題だった。

　代々一つの血筋から王を輩出し、明確な序列を決めている〈森霊族エルフ〉において、後継者争いなど本来は存在しない。

　ルフィシアにはクレアリシアとオフィリアという二人の娘がいたが、序列に従えば次代女王は長女であり、巫み女ことしての素養も持つクレアリシア。

　当然誰もがそう考えていたのだが──。

「──オフィリアが《誓約者ルーラー》になった……!?」

　夕暮れ時の深い森の中で。

　間者からその情報を得た彼は、急ぎ獣道を駆け抜け、小さな集落──〈森霊族エルフ〉領〈隷人族インフイルマ〉の隠れ里〝紅こう霞か〟に戻ると、まっすぐ〝その場所〟へと向かう。

　立ち並ぶ家屋のうち、とある一軒に入り、奥の階段を上って納戸を開くと、中に置かれた箱を特定の手順で動かす。最後の一つを置いたところでカチリと音がしたのを確認し、隣室へ行くと、なんの変哲もない壁が動き、暗闇が顔を出した。

　そのまま暗闇に飛び込んだ彼は、壁についた右手を頼りに早足で歩を進め、木の板だった床が石いし畳だたみに変わり、土臭い洞穴へと変わったところで──足を止める。

　松明たいまつの光に照らされたそこに、彼が情報を伝えんとした相手が泰然と立っていた。

「ご苦労様」

　凛りんとした声を響かせたのは、まだ少女と呼んでも問題なさそうな年頃の女性。

　ピンと背筋を伸ばし、すらりとしなやかな手足を組んで茶髪のボブを揺らした彼女は、やや幼さの残る可愛かわいらしい顔の中で一際目を引く褐かつ色しよくの瞳を冷たくこちらに向けている。

　一回り以上年下、それも少女と呼べそうな相手であるにもかかわらず、その鋭するどい眼まな差ざしに気け圧おされるように息を吞のんだ彼は、すぐにそれどころではないと口を開いた。

「エリサ、大変なことになった！」

「大変なこと？」

「ああ！　ルフィシア亡き後の〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》だが──」

「……クレアリシアではなく、オフィリアがその座についたのね」

「──────！」

　その反応だけでわかったとばかりに、少女──エリサ・ガーランドは彼から視線を外し、自身の前髪をくしゃりと摑つかんで考え込むような素振りを見せる。

「そう……やっぱり」

「予想していたのか!?」

　彼に限らず、《万象の楽園アクアテラリウム》中が次の《誓約者ルーラー》はクレアリシアだと思っていたといっても過言ではないのに──。

「…………私じゃないわ」

　小さく呟つぶやいたエリサは、視線を部屋の奥へと向け、苦々しい表情と共にため息を吐つく。

　そうしてもう一度、今度は短くなにかを吹っ切ったように息を吐くと、彼を見た。

「その報告、皆の前でもう一度してくれる？」

「……あ、ああ、それは構わないが……」

　それだけ聞ければ十分とばかりにエリサは踵きびすを返し、奥へと歩を進めていく。

　松明たいまつの数が増えると共に徐々に広くなっていく道幅は、やがて広間と呼べるサイズとなり──人々の集う人工的な集会場へと変わった。

　石で補強された土壁、木板と丈夫な絨じゆう毯たんを敷かれた床。

　取りわけ明るく照らし出されるのは、大きな長机いっぱいに広げられた地図と、それを囲むようにして立つ数十人からなる若い〈隷人族インフイルマ〉たち。

　白と黒を基調とし、頑丈さと動きやすさを重視した揃そろいの衣装に身を包む彼ら彼女たちは、エリサに気づくと口々に声をかけてきた。

「おお、エリサ！」「今日も凛りんとしてんねリーダー！」「次の作戦が決まったのね？」

　それらを適当にいなしながら、エリサは自然と割れた人の壁を進み長机の短辺に立つと、先ほどの彼を隣に立たせて、同じ報告をさせた。

「──マジかよ!?」「オフィリアが!?」「じゃあクレアリシアは──」

　ざわつく面々は、報告した彼ではなくエリサに情報の真偽やこれからどうするのかを尋ねてきて。

　軽い混乱と喧けん噪そう。興奮が最高潮に達したのを見計らい──エリサはそっと右手をあげて周囲を黙らせる。

　そうして全員を見回すようにしてから、口を開いた。

「……魔法が使えないがゆえに圧倒的弱者である〈隷人族私たち〉は、現在大部分が他の六種族に顎あごで使われ、下働きに勤いそしむその状況を受け入れている」

　静かな声。語りかける口調は、聞く者に理性を思い出させる。

「それは日々の生活を続けるため、平和的な日常をすごすため──今の弱い〈隷人族私たち〉がとるべき当然の選択だと思う」

　机をとんと叩たたき、まっすぐ前を見て。

「けれど──決してその負けっぱなしの状況に納得がいっているわけじゃない。屈辱を忘れているわけじゃない。突き立てるべき牙きばを折られているわけじゃない」

　強い言葉と共に目を閉じ、再びトーンを落として彼女は言う。

「〈隷人族私たち〉は他種族に頭を下げ、こびへつらい、毎日を精一杯生きながら、ずっと、ずっと、ずっと──機会を窺うかがっていた。〈隷人族私たち〉の誇りを取り戻す革命の機会を」

　そして──。

「その刻ときが、ついに来たわ」

　目を開いた彼女が見るのは、決意の眼まな差ざしを向けてくる面々。

　煽あおる必要などまったくなく、今すぐにでも行動せんとばかりに強く純粋な想いを視線に込めてくる彼らに、エリサは声を張った。




「力なき〈隷人族私たち〉は力ある六種族強権者に復ふく讐しゆうをする！　奪われた種族の尊厳を、根こそぎ取り返す！　それが私たち〈隷人族インフイルマ〉レジスタンス『残ざん紅こうの誓い』の使命にして運命よっ!!」




「「──うおおおおおおお!!」」

　誰からともなくあげられた声、掲げられた拳こぶし。

　それらを眺めやり、燃料が十分であることを確認してから、〈隷人族インフイルマ〉レジスタンス『残紅の誓い』リーダー、エリサ・ガーラントは左手をあげ、メンバーの注目を集めた上で、その指先を机に広げられた地図の一点──〈森霊族エルフ〉の国グランレムへと向ける。

「先ほど聞いたとおり、〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》の座にはオフィリアがついた。それは格式と序列を馬鹿の一つ覚えのように重んじる〈森霊族エルフ〉がその信念を曲げたということであり、亡き女王と同じ巫み女こでもあり、絶対的な後継者だったクレアリシアが不本意に失脚させられたということに他ならない」

　その事実がいまだ自国民にさえ公にされていないという状況。

　それは。

「当然──内部にくすぶっている火種があるわ」

　そう言ってエリサは淡々とその火種について語る。

　エリサ率いる『残紅の誓い』に所属する諜ちよう報ほう員たちは、前《誓約者ルーラー》ルフィシアの頃より、〈森霊族エルフ〉内にある不穏な動きを察知していた。

　姉クレアリシアと妹オフィリア。彼女たち王族──ひいてはその背後に控える派閥が裏で著しく対立を深めていたのだ。

　そもそも本来であれば派閥などというものは結成されえない。

　なにをどうしようと序列通り先に生まれた姉クレアリシアが次代の女王となり、妹であるオフィリアは姉を支えることになるのだ。

　だが、クレアリシアとオフィリアに関しては、当人同士の性格や考え方が互いに相あい容いれないものであったためか、彼女たちの成長と共に自然とクレアリシア派、オフィリア派というものができあがっていた。

〈森霊族エルフ〉の長い歴史においても異例な、王族同士の対立。

　それが今回の絶対にありえない序列を無視した《誓約者ルーラー》の就任であり──〈森霊族エルフ〉内部にくすぶる火種となったのだ。

「妹に《誓約者ルーラー》の座を奪われたクレアリシアは当然その座を奪い返そうとする。彼女だけがそう思っているのではなく、彼女を支持し、オフィリアに反感を覚える者たちも」

　姉妹対立。こんなにわかりやすい火種があるのだから──

「俺たちの手で盛大に燃やしてやりゃーいい！」

　ぱちんと自分の掌てのひらに拳こぶしを打ちつけた男に、隣に立っていた女性レジスタンスが言う。

「でもどうやって……？　《大誓約魔法》で直接的な暴力は禁止されてるし、《英雄戦争》以外で戦うことはできないけど……」

〈隷人族インフイルマ〉には《英雄》どころか《誓約者ルーラー》、巫み女こすら存在しない。

　当然、《英雄戦争》などできないし、抵抗する手段そのものがない。

　常識というのもはばかられる当たり前の意見に、エリサは意図的に薄く笑ってみせた。

「私たちがここ数年──秘密裏に行ってきたことはなんだった？」

　話を振られたメンバーは、別のメンバーと顔を向け合うと、訝いぶかしみつつ続けた。

「グランレム城下町及び王城地下に繫つながる進入路トンネルの形成、だよな」

「……《大誓約魔法》の絶対防御魔法は、害される相手がそれを害だと理解していなければ発動しない……そういう穴があるから、気づかれないように〈森霊族エルフ〉王城直通の地下道を造っておくという話だったわ」

《大誓約魔法》の穴を突つき、〈森霊族エルフ〉を直接打倒する──レジスタンス結成時より、エリサが彼らメンバーに話していた内容だ。

　女性レジスタンスが付け加えたその言葉に、エリサは右手を彼女に向け、芝居がかった仕草でうなずく。

「ええ、そのとおり。穴を突く──それこそが私たち〈隷人族弱いと思われている者〉の唯一の手段にして、最高の武器になるわ」

「……最高の武器？」

　先ほど拳を打ちつけていたメンバーを前に、エリサは目を細める。

「戦いは《英雄戦争》によってのみ行われる。だから《英雄》どころか《誓約者ルーラー》や巫み女こすらいない〈隷人族インフイルマ〉では決して抗あらがうことができない──そういう共通認識が私やあなただけでなく、敵にもある」

〈隷人族インフイルマ〉は脆ぜい弱じやくで無抵抗。

　全種族の中で唯一魔法が使えず、それゆえに力では決して他種族に敵かなわない。

　そういう共通認識があるのなら。

「それを利用しない手はない」

　その認識を逆手に取って奇襲を仕掛ける。

　人差し指を天井……ちょうど《六面魔法体キユーブ》のある辺りに向けていたエリサは、そのまま指先をまっすぐ地図へと落とし、グランレムをさすと、まっすぐここ──〈隷人族インフイルマ〉隠れ里〝紅こう霞か〟まで線を引き、あらかじめ用意された台本を読むかのように流りゆう麗れいに語った。

「《大誓約魔法》は決して自動的にすべての争いを禁じる万能の法じゃない。無意識に使用する限りはそう見えるけれど、意識的にその穴を突くことはできる。たとえば認識されていない地下道からの侵入。一度内部に入ってしまえば侵入そのものへの防御魔法は働かない。そしてその防御魔法が働かなかったという事実が、〝侵入者であれば排除されるはず〟という認識に繫つながり、〝特別に許可されたのかも〟という心理的穴となる」

　繰り返される穴という単語にあわせ、エリサは地図を指先で叩たたいて。

「そこまで掘れれば、後は簡単だわ」

〈森霊族エルフ〉の固有魔法は認識改変魔法。

　それ自体は強力極まりないが、安定的に発動させるには相応の集中力を必要とする。

「内部でクレアリシア派とのいざこざが起きている最中に、脆弱で無抵抗なはずの〈隷人族〉が突然大量に城内深くになだれ込んでくる──そんな状況で冷静に対処できる〈森霊族エルフ〉がいったい何人いるかしらね」

　おお……と、感嘆の声をあげるメンバーを尻しり目めに、エリサはとあるメンバーに声をかけ、新たな手書きの地図を重ねて広げる。

　地図の端に書かれていたのは〝グランレム城内図〟の文字。

「進入は地下の水路経由。そこから城内裏庭まで移動して使用人口から右に三番目の窓を開き外壁を伝って一気に上層へ向かう」

　実際の侵入を想定し、するすると指先を動かすエリサはやがてある場所で指を止める。

「最終的にここを目指すわ」

「……女王の居室？」

「まさか直接オフィリアを──」

　メンバーのその問いにふっと息を抜くように笑ったエリサは、

「命までは奪えない。《大誓約魔法》もさすがにそこまでは許さないわ。その代わり──」

　一転して強い気き概がいを持った眼まな差ざしをその場の全員に向けて。

「〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》が代々受け継ぐ彼の種族の魂──『種族旗』を奪う」

　力強い宣言は、一呼吸置いて驚きと歓声に変わった。

「『種族旗』……!?」「そうか！　確かにそれなら──」

　思ってもみなかったという反応と、なるほどと感心する声を耳にしながら、エリサは冷静に続ける。

「現在の《英雄戦争》体制では『種族旗』に実体的な意味はない。けれど今も種族の象徴であるし、その象徴を〈隷人族弱い私たち〉に奪われたとあれば──」

「他種族に面目が立たないわね」「しかもあいつらは俺たちから奪われた『種族旗』を取り返す手段がない」「そうか、《英雄戦争》のしようがないから……」「おお！　確かに弱い俺たちならではの戦い方だ！」

　テンション高く続けるメンバーたちに、エリサは内心で胸をなで下ろす。

（……やっぱりいいアイデアなんじゃない）

　そう内心で独りごちながら、エリサはそっと背後……元々この作戦を発案し、自ら却下した〝彼〟がいる辺りを見て、あらためてその奇抜な発想力に舌を巻く。

　──そう、この作戦はエリサが自分で立案したものではない。

　彼女が誰よりも何よりも信頼し、高く評価する〝彼〟の考え出したもの。

　盛り上がるレジスタンスメンバーたちに、その素晴らしさをあらためて痛感するエリサは、計画の細かい部分について話しはじめたメンバーの会話に加わろうとして──




「──でも、これって逆に〈隷人族インフイルマ〉の首を絞めることにも繫つながらない～？」




　不意に誰かが口にした言葉。

　何気ない疑問に、はたと止まる。

　エリサのそんな反応に気づくことなく、その疑問を耳にしたメンバーたちは口々に言う。

「……俺たちの首が絞まる？」「《大誓約魔法》の穴を突ついて《英雄戦争》を回避するのはわたしたちにだけできることよね？」「心配することなんてなにもないんじゃ──」

「《英雄戦争》の回避は〈隷人族インフイルマ〉にだけできることだけど、《大誓約魔法》に穴があってそこを突くこと自体はどの種族にもできることだよね～」

「あ──」

　そこまで続けられて、メンバーの中にも気づく者が現れ始めた。

　そのメンバーたちがなにか言う前に、〝声〟は続ける。

「そもそも《大誓約魔法》はなんのために作られたのか──誰が一番恩恵を受けてきたのか考えればわかると思うけど～」

〈隷人族インフイルマ〉以外の種族はおそらく気づいていないであろう、《大誓約魔法》の穴。

　それを利用する奇襲作戦は、他種族に《大誓約魔法》の穴を教えることに他ならなくて。

「ちょっと待て、絶対防御魔法が発動しないように攻撃されたら……俺たち手も足も出ないんじゃないか？」

　誰かがそう言ったのを呼び水に、ざわざわと他のメンバーたちも呟つぶやきだす。

「〈森霊族エルフ〉だけならまだしも〈獣妖族ペステイア〉や〈竜闘族ドラゴーネ〉のやつらに知られたら──」「いや〈森霊族エルフ〉だけでもヤバいだろ……あいつらの認識改変魔法ってかなり強力だぞ」

　──そもそも《大誓約魔法》が作られた経緯は、《万象の楽園アクアテラリウム》内に棲すまうすべての種族の絶滅……全滅を避けるため。

　結果、他者を害する行為の禁止──偽りの非暴力体制が築かれたが、その恩恵を最も受けたのは、言うまでもなく〈隷人族インフイルマ〉に他ならない。

〈隷人族インフイルマ〉は《大誓約魔法》によって無意味に殺されずにすんでいるし、契約の下に雇用してもらえている。

　その《大誓約魔法》の穴を全種族に知らしめたら──非暴力体制は崩れ、殺さつ戮りくと恐怖の道へと逆戻りするかもしれない。

　一転して深刻な空気に変わったレジスタンスメンバーは、やがてすがるような視線をエリサに集めはじめる。

　エリサなら──なにか、画期的な解決法を考えているかもしれない。

　そんな無責任とも言える期待の眼まな差ざしに、エリサはくしゃりと前髪を摑つかみ、地図をじっと見下ろしながらしばらく考え込むようにしていたが、やがて大きく一つため息を吐つくと、後ろへと振り向いて。

「──あなたはどう思う？　レスト」

　なにも知らない者ならエリサが誰に質問したのかわからなかっただろう。

　いや、実際レストというのが誰のことを言っているのかわかっているレジスタンスメンバーの中にも〝なぜそいつに訊きく!?〟という顔をした者が数多くいた。

　それぐらいエリサが意見を求めた相手はありえないものだったが。

「………………」

　しばらく待っても反応がないのを確認して、エリサはもう一度ため息を吐くと、やや乱雑にそこへと歩を進める。

　レジスタンスメンバーが話し合うための作戦室。

　その一角に置かれているにはあまりに不釣り合いな頑丈な作りのベッド。

　それは今まさにそこでスヤスヤと寝ている男──レスト・エンデバーの私物だった。

「レスト……レスト……レスト、起きなさいレスト！」

　毛布にくるまり、何度繰り返しても憎らしいほど安らかに寝ている彼に、エリサは彼──ではなく、彼が横たわるベッドを軽く蹴ける。

　頑丈に見えたベッドはエリサのその一いつ蹴しゆうで、不自然極まりなく不安定に動くと、やがて元からそういう作りをしていたオモチャのごとくバラバラと綺き麗れいに崩れていった。

　──相手に意識がない間、こちらに悪意がない場合に限って絶対防御魔法は発動しない。

　彼自身が口にし、証明した事実。

　身から出た錆さび──。

　内心だけでそう呟つぶやいたエリサは、眼下でベッドと共につぶれている彼を冷ややかに見る。

「……ん…………んー…………？」

　やがて木もく片へんの中でのっそり身体からだを起こし、あぐらをかいたのは、一見すると男と呼ぶのを躊ちゆう躇ちよするような綺麗な顔立ちの人物だった。

　寝癖のついたくせっ毛の茶髪、金色にも見える琥こ珀はく色いろの瞳。

　小柄で細身、日中のほとんどを寝ている生活のせいか妙に綺麗で白い肌。

　エリサより年上であるにもかかわらず、少年どころか少女にすら見えるような中性的な外見の彼は、十人が十人とも美少年と即答する整った見た目にもかかわらず──衆人環視の中、大あくびをし、堂々と服をめくってぼりぼりとお腹なかをかく。

　その色々と残念すぎる所作に心を無にしつつ、エリサは腕を組んで言葉を投げた。

「おはようレスト。状況はもちろんわかっているわね？」
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　皮肉たっぷりのセリフと明らかに怒っている表情に、すぐにまずいと思ったらしい彼は目を泳がせ、周囲を確認しながら言った。

「………………あーあれだ……まだ会議中？」

「……ええ。少し問題が起きたから参謀の意見を求めているところなのだけれど」

「……………………………あ、あーね……」

「早速意見を聞かせていただけるかしら。〈隷人族〉レジスタンス『残紅の誓い』参謀レスト・エンデバーさん」

「そ、そうだなー………………色々確認したいからもっかい最初から説明してくれる？」

　エヘ、と誤ご魔ま化かし笑いを浮かべたレストに、エリサは頰ほおをぴくぴくと動かしたものの、やがて深々とため息を吐ついて。

「……ちゃんと聞いていて」

　そう続けると、彼の要求通り会議の内容を一から説明して聞かせる。

　一連のあいだレジスタンスメンバーの大半は舐なめているとしか思えないレストのその態度に、苛いら立だたしげな眼まな差ざしを向けていたが。

「──なるほどな」

　エリサの話を聞き終わったレストが珍しく真剣な表情を浮かべていることに気づいて、驚きに目を見開く。

　──あのレストが、真面目まじめに考えている？

　いつでもサボることと寝ることとなにもしないことだけを考えているレスト・エンデバーが、あんな真剣な表情を浮かべるなんて──

「一つ……画期的な選択肢がある」

　そう言って厳おごそかに立てられた一本の指。

「それは……？」

　皆を代表するように慎重にエリサが尋ね、レストはいかにも重要そうに口を開くと──




「とりあえず今日は帰って寝よう！」




　高らかかつ誇らしげにそうのたまって。

「…………………………………………は？」

「つーわけで解散解散。あ、俺はもう一眠りしてから帰るからー」

　おやすみーと言いながら壊れたベッドの上で毛布にくるまろうとしたレストに。

「──ふ、ふざけんなああああ!!　それのどこが画期的な選択だっ!!」

　レジスタンスメンバーの一人が叫んだのを皮切りに、次々と怒ど号ごうが浴びせかけられる。

「いい加減にしろよこの無駄飯喰ぐらい！」「そもそも作戦会議中に寝てるって何様のつもり!?」「てめーそもそも何日ここにこもってんだよ！」「エリサが許すからって俺たちも許してると思ってんじゃねーぞクソ参謀っ!!」「今すぐエリサと別れろ!!」

　ヒートアップしたメンバーたちは、罵ば詈り雑ぞう言ごんと共にそこら辺にあった筆記具や置物などをレストに向かって投げつけ始め、

「ちょ……あぶなっ──え、なに、意見求められたから言っただけなのに！　あとエリサとは一緒に住んで養ってもらってるだけで付き合ってねーから！」

「最低か!!」「殺す!!」

　さすがに寝ていられないとばかりに身体からだを起こしたレストは、飛んでくる物から身を守るようにしながら言い返すが、多勢に無勢、火に油とばかりに勢いは増していって──

「エ、エリサもなんとか言ってやってくんないっ？」

　思わず助けを求めるようにエリサを見上げるが。

「…………確かに別に付き合ってはいないわよね…………」

　そう呟つぶやき、見つめられるだけで凍りつきそうな眼まな差ざしを向けてくるばかりで。

「え、ぇえー……？　──ってっ、ちょ、マジ当たったらヤバイのはやめろって!!」

　そのままレジスタンスメンバーたちからフルボッコにされるレストを見ていたエリサは、やがて切り替えるように小さく息を吐き、彼をかばうように立ちながら鋭するどく言った。

「真面目に考えて」

　呆あきれの中に見て取れる懇願。養い主のその言葉に、レストはもう一度「えー……」とめんどくさそうに呟くと、こめかみの辺りを押さえる。

「……いや、割と真面目まじめに考えた結果なんだけど」

　その答えに肩を落としたエリサを横目に──レストが言う。

「〈隷人族インフイルマ〉が《大誓約魔法》の穴を突つくって方法自体はずっと昔に考えついてたものだし、それ自体の実行は容易。んじゃなんでやらなかったっていうと、さっき誰かに指摘されたとおり諸もろ刃はの剣つるぎで超ハイリスクだから。そのリスクを分散させる、あるいは打ち消すための手段が今回の〈森霊族エルフ〉内部でのゴタゴタなわけだけど、それって現状俺らでコントロールできる状況にないじゃん？　だからそれがコントロールできる状況になるまで待つ、すなわち今日これ以上話しても無駄だから帰って寝るって言ってんだけど──」

　やる気皆無の声なのに。

　どこまでも流りゆう麗れいに続けられる言葉は、その場にいる全員に滞とどこおりなく伝わって。

「そんなおかしい？」

　いつの間にか静まりかえっている周囲に、ポリポリと首の辺りをかいたレストはあぐらをかいたまま肘ひじをついてエリサを見上げる。

「つーか俺前にそう言わなかったっけ？　……言わなかったかな……言ったような気がするけど…………まぁどうでもいいか……」

　あくびと共にそうまとめ、再びの眠気にごろりと横になろうとしたレストに。

「──でもでも～逆に言えばコントロールできる状況──〈森霊族エルフ〉内部のゴタゴタが起きるタイミングさえしっかり把握できれば仕掛けられるってことよね～？」

　そもそもの発端となった〝声〟が、レストを引き留めようとするかのごとく続ける。

「たとえば──二週間後の《誓約者》就任式とか。絶好の機会だと思うけど～？」

　代々〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》が代わる際に執り行われる《誓約者ルーラー》就任式。

　大規模なパレードと共に〈森霊族エルフ〉やその領地に住む〈隷人族インフイルマ〉の前で新たな《誓約者ルーラー》が宣誓と演説を行う。

　これ以上ないほど派手でわかりやすい、新《誓約者ルーラー》にとってのお披ひ露ろ目め会。

「反《誓約者》クレアリシアの一派はそこを狙ねらう可能性が高い……」

　ぼそりとエリサが呟つぶやき、レストを見る。

　視線を受けたレストはいかにも面倒そうに手を振って言った。

「……まあ少なくともその周辺で動くかどうか、裏を取って確かめることはできるかもな。《誓約者ルーラー》就任式なら『種族旗』も持ってきてるだろうし。それでも問題は残ってるけど」

「──問題？」

　誰かが尋ねる声に、レストは一度口を開けたものの、そのままあくびをして。

「……………………限界…………眠い……」

「「「おいっ!!」」」

　そこかしこから激しい突っ込みがとんできて。




「まず〈森霊族エルフ〉の反《誓約者ルーラー》側と手を組むべきかという問題～」




　レストの代わりとばかりに、〝声〟が答える。

「同じ目的があっても『種族旗』を〈隷人族インフイルマ〉の手に渡すというのは嫌がるだろうから完全に手を組むのは難しいかも～。かといってまったく連携を取らないのはもったいないし、ひとまず協力という形で反《誓約者ルーラー》に恩を売るっていうのもいいかも～。あとは──」

「──待って」

　遮さえぎったのは、じっとレジスタンスメンバーたちを観察していたエリサで。

　話そのものではなく、誰が話しているのかということに集中していた彼女は、ようやくそのことに気づく。

　ずっと同じ〝声〟が鋭するどい問いを発し続けているのに、それが何者なのかということにまったく思い至らなかった違和感。

　一度気づけば、どうして考えられなかったのかと不思議でならない異様な感覚。

　エリサが正面から見つめるのは、すっぽりとフードを被かぶりマントを羽は織おるという一際目立つ外見にもかかわらず、誰からも注目されていなかった人物。

「あなた──誰？」

　エリサの問いに、その人物はくすりと笑って。

「──あら～バレちゃった。…………思ったよりは遅かったかな？」

　そう言って自らフードとマントを脱ぎ捨てたのは。

「な──」「こ、こいつ……!!」

　美しいブロンドに、宝ほう玉ぎよくのような碧みどりの瞳、人形のように整いきった顔。

　透き通るような白い肌、細い四肢の割にやたらと豊満な胸、およそ同じ構造をしている生物と思えない完かん璧ぺきなプロポーション。

　なにより──その特徴的な長い耳は、彼女の種族をこの上なく明白に示していた。

「〈森霊族エルフ〉……!?」

「……そ、それどころじゃねえだろ……」

　そう、それどころではない。彼女はただの〈森霊族エルフ〉などではなく──

「…………驚いたわ」

　反射的に距離をとったエリサは流れるようにナイフを抜き、目を細めて低く呟つぶやく。

「栄はえある〈森霊族エルフ〉の王族様がなんの用かしら？　クレアリシア・リンドレイグ」

〈森霊族エルフ〉の巫み女こにして、新たな《誓約者ルーラー》オフィリア・リンドレイグの姉、そして──反《誓約者ルーラー》サイドの筆頭。
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　渦か中ちゆうの人物がこの場所に現れたという事実に、レジスタンスメンバーは驚きよう愕がくや焦しよう燥そうを通り越してただただ困惑する。

　その異様な雰囲気を気にもとめず、ただ一人刺し違えんとするかのごとく気を張っているエリサにのんびりと向き合ったクレアリシアは。

「ところで～」

　不意に困ったように笑うと、エリサの背後──とある場所を指さして言った。

「その人また寝てるんだけど……」

　度を越した怒りは呆あきれに変わる──。

　彼と過ごした数年でその境地にとっくに到達していたエリサは、それでもなお沸ふつ々ふつとわき上がってくる怒りに半ば感心しながら前髪を摑つかみ、

「……少し、待ってくれる？」

「どうぞ～」

　クレアリシアから許可を得るや否や、さりげなくベッドの木もく片へんを蹴けってすっかり二度寝状態らしいレストに直撃させ、襟えり首くびを摑みあげる。

「ぁつっ！　……んぁ？　ぅぉ──エ、エリサ……？」

「この状況でどうして寝ようと思えるのあなたは……!?」

「ぇ……えー……い、いやいや寝てないって。ちょっと目閉じてただけで……」

「噓下へ手たか!!　寝てたやろ!?」

　一部のギルドメンバーが「え？」と疑問符を浮かべ、はっとして口元を押さえたエリサは、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをすると、あらためてレストに顔を近づけて言う。

「さっき言ったでしょう……？　ちゃんと話を聞いていなさいって」

「いやーそうしたいのはやまやまだったんだけどな……昨日あんま寝れなかったし……」

「お昼まで寝てたわよね……？」

「……昼寝してなかったじゃん？」

「あんたどんだけ寝るつもりやねん!!」

　再度の全力突っ込みに。

「──ぷっ、あ、あははは、あはははははははっ!!」

　我慢ならないとばかりに吹き出し、盛大に笑いだしたクレアリシアに、レジスタンスメンバーがぎょっとした顔になる。

　いつも澄ましたような表情の王族が、人目もはばからず爆笑している──？

「あ、は、は……はぅ……な、涙まで出ちゃった……ふ、ふふ、うふふ」

　肩で息をするクレアリシアは、レストに向かって微笑ほほえみかけて。

「──面白いね～キミ」

「…………？　どーも」

　首を傾かしげたレストは、エリサを見て小声で尋ねた。

「……なんで〈森霊族〉王族クレアリシアがここにいんの？」

　そのあんまりな問いかけに握りしめた拳こぶしを震わせたエリサは、どうにかそれを振るうことだけは堪こらえると、はたと思い至る。

　まさにそのことを彼女に問おうとしていたことを。

　わざと気づかせたのか──あくびをするレストからは読み取れず、エリサはもやもやとする気持ちをため息と共に吹っ切ると静かに尋ねた。

「そろそろ教えてもらってもいいかしら……あなたがなにを目的としてここに来たのか」

　真剣に訊きいたエリサに、クレアリシアは小首を傾げ、視線を天井辺りに漂わせる。

「ん～そうあらためて訊かれると困ると言うか～……」

「この状況で困るもなにもないでしょう」

　適当に誤ご魔ま化かすのだけは許さないとばかりにエリサがぴしゃりと言い返してきて。

　クレアリシアはその潔いさぎよさに感心したとばかりに二度まばたきをして微笑ほほえむ。

「じゃあ正直に言っちゃうけど──用と言うほどの用はなかったかな～？」

　あはは～と笑うクレアリシアに、エリサは眉を寄せて。

「そんな冗談──」

「冗談だと思うでしょう～？　でもほんとなの～」

　ぱん、と手を打ち合わせて言葉を遮さえぎったクレアリシアは、そのままさらりと言う。

「なんだったら《大誓約魔法》に誓っちゃう～【今から私がする証言が噓だったら即座に命を絶たちま～す】」

　そうして本当に契約の魔法陣を生じさせた彼女は。

「【わたしクレアリシア・リンドレイグは〈隷人族インフイルマ〉レジスタンスのアジトを見つけて興味本位で入ってみたけど、特に用と言うほどの用はなかったで～す】」

　一瞬前と変わらない笑顔で平然とそう続けて。

「──────」

　エリサは、レジスタンスメンバーは、狂人を目の当たりにしたかのように戦く。

「なに……してんだこいつ」「自分の命を賭かけて……わざわざ……」「というか──」

「本当になんの用もなくここに──？」

　誰かが呟つぶやいた言葉に、クレアリシアは頰ほおを膨らませて言う。

「だからそうだってば～。むぅ～……まさか《大誓約魔法》まで疑わないよね～？」

　その可愛かわいらしい仕草とは裏腹の異様すぎる行動に、エリサが信じがたいように続ける。

「〈隷人族インフイルマ〉相手に……なにを考えているの……？」

　今、クレアリシアが取った行動は、自らの正当性を証明してみせるために命を賭けるという、誰がどう考えても割に合わなすぎるものだ。

　もちろんクレアリシア自身噓を吐ついていないということを証明したかったのだろう。

　だが、たとえどれだけ必死であろうとも、マトモな精神の持ち主であれば自らの命を天てん秤びんの片方に載せたりはしない。

　そんな冗談でもしないようなことを、よりによって〈隷人族インフイルマ〉相手に行うなんて──。

　そこまで考えたエリサに、他ならぬクレアリシアがほんの少し憤りを滲にじませて言う。

「それ、わざわざ〈隷人族インフイルマ〉相手って言う必要あったかな～？」

「…………え」

「今の言い方だと〈隷人族〉にそんなことをするのは愚かしいって聞こえるけど～」

　その言葉に、エリサは自分が無意識に〈隷人族インフイルマ〉を卑ひ下げしたことに気づき、慌てて言う。

「そ、そういうことじゃないわ……ふざけているのなら──」

「真剣に言ってるよ～」

　再度エリサの言葉を遮さえぎって、クレアリシアはするりと言う。

「レジスタンスの話を聞いた時点でタダで帰してくれるつもりはないでしょう～？　わたし《大誓約魔法》の穴わかっちゃってるし、『種族旗』を奪うって耳にしちゃってるし～。当然わたしはその覚悟があって話を聞いたってことになるよね～」

　彼女の向けてくる笑みが、眼まな差ざしが、突然鋭するどい刃やいばに変わったような気がして。

「──」

　知らず、エリサはナイフを持たないほうの手をあげつつあることに気づく。

　手をあげた瞬間、レジスタンスメンバーはいっせいに動き出すだろう。

　思いもよらない展開に呆あつ気けにとられてはいても、彼らは訓練された精鋭たちで、ここには圧倒的な地の利がある。合図さえあればほどなくして《大誓約魔法》に引っかからない仕方でクレアリシアの身柄を確保できるに違いない。

　問題は──それがレジスタンスにとっていいことだと断言できるのかどうか。

　少し前までなら即断即決できた判断が、今のエリサにはできない。

　クレアリシアの意味深な眼差しに、迷わされてしまっている。

　単純に考えれば人質にする以外の選択肢はないように思える。思えるけれど、でも──

「──う～ん、埒らちがあかないね～」

　ぱん、と手を打ち鳴らし、クレアリシアは一転して緊張感のない笑みを浮かべる。

「えっとね～たぶん少し勘違いがあると思うんだけど……わたしはやろうと思えばいくらでもこの状況を打開できるんだよね～」

　手を振り、身体からだを動かし、実に楽しげにそう語った彼女は、いつの間にか足先で描いていた魔法陣に光を入れて。

「──こんな風に」

　次の瞬間、エリサの目の前で部屋中の光という光が一瞬にして奪われた。

「な、なんだ!?」「なにが起こった!?」「灯あかりをつけろ!!」「ちょ──痛いっ！」「ぐぁ──て、敵襲だ!!」「敵襲!?」「こ、このおおおおおおお!!」

　暗闇の中で大混乱に陥るレジスタンスメンバーに、エリサが声を張り上げる。

「お──落ち着いて……その場から動かないで！　落ち着きなさい!!」

「落ち着くのはそっちかな～？」

「っ!?　──ぁつっ」

　耳元で囁ささやかれたクレアリシアの声に、反射的に手を振りあげたエリサは、壁らしきなにかに激しく手を打ちつけ、ナイフを取り落として悶もだえる。

「たとえば認識改変魔法で光を奪われたら～暗闇の中でいもしない敵と戦う彼らは、明確な敵意を持って味方同士に危害を加えようとし──互いの絶対防御魔法で自滅する」

　淡々と告げられる言葉通り、恐慌状態にあるメンバーたちからは苦く鳴めいばかりが聞こえるようになっていく。

　そうして自分自身さえ見えない暗闇の中で、エリサの心はかき乱されていって──




「あーあーあー……大混乱じゃん」




　阿あ鼻び叫きよう喚かんの中、明らかに場違いで、他ひ人と事ごとのような言葉。

　それどころか、あくびまでしているのがわかってしまって。

「…………レスト、答えて」

「…………むぐ……」

「こうなることが……最初からわかっていたの？」

　率直に尋ねたエリサに、レストは再度あくびをかみ殺しながら言う。

「いやー正直なんも考えてなかったけど──その〈森霊族エルフ〉のお姫さまがどうやってここまで入り込んだのか考えれば、こういう状況が起こることなんてすぐわかるんじゃね？」

　──どうやってクレアリシアはここまで入り込んだのか

　なぜ、彼女の存在に誰も気づかなかったのか。

　考えるまでもない。

　意識は向けなかったのではなく、向けられなかったのだ。

　クレアリシア〈森霊族〉が認識改変そういう魔法をかけていたから。

　そんな当たり前の事実を、今さら突きつけられて──。

「いやーしかしたった一人の〈森霊族エルフ〉にここまで翻ほん弄ろうされるとはなー。これで反旗を翻ひるがえすとかやっぱ無謀にもほどがあったわー」

　適当極まりない言葉。

　いかにも軽く、けれどどうしようもなく正しい事実を。

「──違う」

　エリサは否定する。

「それは、違う」

　否定、しなくちゃいけない。

　膝ひざをついていたエリサは、握りしめた拳こぶしを壁に叩たたきつけて。

「無謀とか、無理とか、無茶とか……そんなのは、百も承知してる」

　地面を思い切り踏みしめ、誰の力を借りるでもなく、たった一人で──立ち上がる。

「でも、無謀だからとか無理だからとか無茶だからとか……そんな理由で、諦あきらめられなくて……だから、だから私たちが……私が──やるしかないんじゃない!!」

　熱を帯びた声は、いつの間にか喧けん噪そうをもねじ伏せていて。

　幾人かのレジスタンスメンバーが息を吞のむ中、〈隷人族インフイルマ〉レジスタンス『残ざん紅こうの誓い』リーダー、エリサ・ガーラントは痛む手を暗闇の中で振り上げ、高らかに宣言する。

「それが──その行動そのものが〈隷人族インフイルマ〉の誇りを取り戻すということなんだから！」

　──まだ混乱は続いている。暗闇は晴れない。

　けれど、そんなことは関係ない。何人かのメンバーには確かに言葉が伝わっていく感触があって、エリサは間かん隙げきのようにできた沈黙を貫く形で声を張った。

「今私の声が聞こえた者はただちにその場に身を伏せて！　頭をかばい、衝撃に備え、無心で──私の声を、指示だけを聞き続けなさい！」

　凛りんとした声。聞く者を安心させる、リーダーの言葉。

　そのまま次に取るべき行動を、耳を傾ける者に指示を与えようとした、そのとき。

「……なるほどね～」

　ぱん、という聴き慣れた手を叩く音と共に、唐突に闇が晴れる。

　視界に戻ってきた光はなぜか眩まぶしくなくて。

　エリサは目の前に立っていた敵の姿に、反射的に拳を振り抜く──前に。

「貴女あなたもなかなか面白いかも～」

　眼前まで迫っていた拳に瞬き一つせず、へら～っと気の抜けた笑みを浮かべたクレアリシアは、何事もなかったかのように小首を傾かしげ、

「面白そうだから──これはぜひわたしもレジスタンスに協力させてほしいな～」

〈森霊族エルフ〉王族にあるまじき言葉を、口走った。





　　　　◆◇◆◇◆






「…………は？」

　クリアになった視界と耳に入ってきた言葉。

　あまりにもそれらが衝撃的すぎて、レジスタンスメンバーたちが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「今、なんて……？」「……レジスタンスに協力させてほしいって言った？」「〈森霊族エルフ〉を倒すのに〈森霊族エルフ〉の王族が協力を申し出る？」「……冗談だろ」「いや、でも──」

「ちなみに最初から反《誓約者ルーラー》として協力したかったってことじゃないよ～？」

　先んじるようにそう口にしたクレアリシアは、人差し指を可愛かわいらしく口元に寄せて言う。

「さっき《大誓約魔法》に誓ったでしょう～？　特に用という用はなかったって～」

　……確かにそうだ。《大誓約魔法》を偽るということはできない。

「でも、じゃあ……」

　どうして──？　そう続けられる前にふわりと口元をゆるめ、

「面白そうだからって言ったはずだけど～」

　イタズラっぽく笑ってみせたクレアリシアに、メンバーたちは思わず警戒を和やわらげ──

「ずいぶんとわかりやすい噓を吐つくのね」

　そんな彼らに警けい鐘しようを鳴らすかのごとく。

　エリサはあえて声を張って不敵に笑み、正面からクレアリシアを見つめる。

「確かに貴女あなたは『特に用もなくここに入り込んだ』と《大誓約魔法》に保証させた。けれど、そもそもどうして〈森霊族エルフ〉の王族が、それも《誓約者ルーラー》争いに敗れたばかりのクレアリシア・リンドレイグが、〈森霊族エルフ〉領辺境のここに偶然いたのかしら」

　突きつけるような言葉。

〈森霊族エルフ〉の王族という絶対的異物が突然内部にいたことで見落とされていた事実。

　そもそも、なぜクレアリシアが地図上ではなにもないことになっている〝ここ〟にいたのか──。

「ん～……？　そんなのいくらでも理由は作れるんじゃない～？」

　あえて作れる、と作さく為い的に言ったクレアリシアに、エリサは表情を変えずにうなずく。

「ええそうね。たとえば気分転換に散策していたら迷ってこの隠れ里に辿たどり着ついた。急ぎ駆け込むメンバーの後を興味本位でつけたらここへ来ることができた……いくらでも理由なんてでっちあげられる。そして、だからこそどんな言葉も信じられない」

　いくらでも理由が作れるのなら、それが本心であると証明する手段はない。つまり、クレアリシアの言うことは受け入れられない。

「…………え～……？　まあそう言われればそうだけど～」

　困ったように眉を寄せたクレアリシアは、助けを求めるように周囲のメンバーを見て、彼らがおおむねクレアリシアと同意見らしいとわかると。

「ほら～レジスタンスの人たちも〝そこまで疑うの？〟って顔してるよ～？」

　手を広げていかにも自分が正しいかのように振る舞うクレアリシアに、エリサはどこまでも冷たく切り返す。

「逆に訊ききたいのだけれど──どこまでも疑わないでいられると本気で思っているの？　もし貴女あなたが本当に信じてほしいと思っているのなら【《誓約者ルーラー》の座を奪い返すために私たちを利用するつもりはない】と直ただちに《大誓約魔法》に誓って」

「……誓ったらわたしの言うことを信じてくれるの～？」

「いいえ信じない。私たちが〈森霊族エルフ〉の王族を信じることは決してありえない」

　水と油が絶対に混ざらないように、種族と種族のあいだには決して埋まらない隔たりがあるから。そう続けたエリサは、鋭するどく目を細めて。

「ただ、話ぐらいは聞いてもいい。《大誓約魔法》は信用しているから」

　当てつけるような言葉、わざと感情を逆さか撫なでする態度に、エリサ以外のメンバーが少なからず戦せん々せん恐きよう々きようとする中、

「……なるほどね～」

　特に気にした素振りもなくうなずいていたクレアリシアは、軽く首を傾かしげると、

「じゃ誓わな～い」

　あっけらかんと、そう口にしてみせて。

「──あ～意外に思った～？　表情に出てるよ～」

　うふふーと笑う〈森霊族エルフ〉の王族は、一見して無表情としか思えないエリサを指さし、目を細める。

「わたしが欲しいのは、その決してありえない〝信じる気持ち〟だから、それが得られないなら意味がないんだよね～」

「なら──」

「協力なんてさせないって～？　でもそれならわたしはここの情報を持ったまま帰っちゃう。それはレジスタンスとして絶対に避けなくちゃいけないよね～？」

　あらためて力の差を突きつけてきたクレアリシアに、エリサは表向き動じずに言った。

「……だから、黙っているかわりに協力させろ、と？」

「まさか～そんな状態で協力されても絶対納得いかないでしょう～？」

　──当然だ。そう答えるのを目だけで察したように、クレアリシアは表情を和やわらげ、




「だから【賭かけ】をしよっか～」




　まるで旧年来の友人にするように、そう親しげに提案してきて。

「…………【賭け】？」

　レジスタンスメンバーのあげた声に、クレアリシアはややテンション高めに言う。

「そ～《大誓約魔法》の下、お互いに望むものを賭けて、それを手に入れるための簡単な勝負をするの～」

「それって……」

「戦わない《英雄戦争》みたいな感じかな～？　戦わないのに戦争っておかしいけどね～」

　そう笑いながら、クレアリシアは両手の人差し指を交差させて。

「わたしの望みはさっき言ったことで～そちらの望みは……私がここのことを黙ったまま去ることと──反《誓約者ルーラー》派の情報を随時流す契約を結ぶっていうのはどう～？」

　付け加えられた条件に、レジスタンスメンバーがどよめく。

　クレアリシアから得られる反《誓約者ルーラー》サイドの情報。

　それは間違いなく〈隷人族インフイルマ〉レジスタンスが喉のどから手が出るほど欲しいものだ。

　なによりも。

「わたしが【賭かけ】に勝てばレジスタンスに協力するわけだから当然不利になるような情報は流さないし～【賭け】に負ければ《大誓約魔法》の名の下に契約を遵じゆん守しゆすることになるから～……どちらにせよレジスタンスにはデメリットがないよね～」

　そう──どちらにせよ、レジスタンスに不利益はない。

　それゆえに、エリサからすればあやしさしかないのだが──

「どうしてこんなにレジスタンス側に有利な状況ばかり用意するのかって思う～？」

　エリサの心を読んだかのように、クレアリシアは的確に欲しい言葉を口にする。

「逆だよ逆～それだけ心から協力したいって思っているってこと～」

　どちらに転んでもレジスタンスにとって有利であるのは、クレアリシアの真意がレジスタンスに利する行動そのものだから──。

「ね？」

　小首を傾かしげ、同意を得んとするクレアリシアに、エリサは眉をひそめ、口を開いたものの、周囲のレジスタンスメンバーが浮かべる表情──その期待する空気に、すでに否と言えない状況が作り出されていることに気づいて、歯は嚙がみする。

　現状、エリサに感情論以上の反論は思いつかないし、そんなものをここで口にすればレジスタンスメンバーの不信を招きかねない。

　いやむしろ──

（そこまで考えて発言していた……？）

　エリサ本人を説得するのではなく、周囲に訴えかけることで拒否できなくさせる──。

　目の前の〈森霊族エルフ〉の王族は、エリサの目からはのほほんとしていて、そこまでの思考を巡らせているようにはとても見えない。

　だが、現実に彼女は自ら発案した【賭け】とやらにエリサをのせかけている。

　それは紛れもない事実で──

「どうしたの～？　もしかして賭けなんてしないでも受け入れてくれる気になった～？」

「……さっさと【賭かけ】とやらの方法を決めて」

　やや早口に言い捨てたエリサに、クレアリシアは「残念～」と肩を落としてみせ、

「それじゃ～【賭け】の対象だけど──」

　ガタガタッという音がクレアリシアの言葉を遮さえぎり、その場にいた全員の視線を集める。

　そうして視線の先、崩れたベッドの上で不自然に姿勢を正そうとしていたレストは、誰にともなくやや早口で言った。

「いや、寝てないけどな？」

「…………」

「むしろ今意識が飛びそうでこれはまずいって音を立てたくらいだったしね？」

「……………………」

「い、いや……ね、寝てないって……マジで……すっごい考え事してただけで……」

　どこまでも言い訳がましいレストに、エリサは不意に綺き麗れいに笑ってみせて。

「そう。じゃあ私たちがなにを話していたのかもわかるわね？」

　寝てないんだもんね。と続けた彼女の冷たい眼まな差ざしに、レストの目は泳ぎに泳ぎまくり──やけくそとばかりにクレアリシアを指さして言った。

「と、とりあえずそいつと勝負するのは無駄だぜ!?」

　予想に反して直前の会話に合致した解答。

　そして、それ以上に。

「……どういう意味？」

　即座に先を促したエリサに、レストは額ひたいを拭ぬぐうようにしながら小声で呟つぶやく。

「……あっぶね……当たってたか」

「当たってた？」

「あ、いやいや……あ、あーあた……当たり前の話だろ！」

　明らかに無理矢理誤ご魔ま化かして。

「詳しく説明して」

　エリサに厳しく追及されたレストは、たじろぎながらも──すらすらと言う。

「詳しくもなにもそのままの意味だって。いかなる条件にあってもそいつと勝負するのは無駄。もっと言えば絶対に俺らはそいつに勝てない」

　そのあまりにも強い言葉に、言い返さざるをえない。

「……なぜ？　どんな方法でするのかもまだ決めていないのに。その方法を相手に決めさせるのが問題だというなら、こちらが──」

「あー方法とか関係ないない。そんなん考えるだけ時間がもったいねーわ」

「だからどうしてって訊きいてるんやろ！」

　思わず感情的に言葉を荒らげたエリサに、レストはポリポリと頭をかいて言う。

「んじゃ訊きくけど、この中で〈森霊族エルフ〉の魔法にかからないやついる？　暗闇の中にあるかのように認識を変えられる魔法で、勝負の結果を変えられて──誰が気づけんの？」

　相手の認識を変えることができる〈森霊族エルフ〉の固有魔法。

　その魔法にかからない〈隷人族インフイルマ〉など──いるわけがない。

「いやいや～そんなの《大誓約魔法》で禁じればいいだけじゃない～？　わたし誓うよ～」

　すぐさま続けられたクレアリシアの言葉に、レストは止まらない。

「それさー《大誓約魔法》にちゃんと誓われたって誰が確認すんの？　《大誓約魔法》に誓う段階で認識改変魔法を使われて誓ったっつーことにされたら意味なくね？」

「そんなの──」

「あんたがやらないって言ったところで、その可能性があるだけで正当な取引なんて成り立たない。というか、それができる時点であらゆる意味であらゆる勝負はあんたの勝ちにしかならない」

　仮にクレアリシアが負けたとしても、それは意図的な負けであり、クレアリシアの思い通りになったという意味の勝利でしかない。

　だから、〈隷人族インフイルマ〉と〈森霊族エルフ〉の間に対等な勝負など成立しようがない──。

「つーわけで勝負なんてするだけ無駄無駄」

　はいはいこの話はこれでおしまい──と適当極まりなくまとめたレストの代わりに。

　エリサが鋭するどい眼まな差ざしをクレアリシアに向ける。

「クレアリシア・リンドレイグ。貴女あなたは最初からそのことをわかって提案してきたの？」

　いかにも対等であるかのような賭かけは、その実クレアリシアの勝ちが決まりきっている。

　そんな最悪の出来レースに、騙だましてのせて、自らの願いを叶かなえようとしたのか──そう突きつけたエリサを。

「いやいやそれは違うわ」

　レストが、あっさりと否定する。

「大前提を忘れてる。そもそもそんなことしなくたってそいつは強引に要求を押し通せるんだって。それだけの力を持ってるってわざわざ示してたじゃん。それでもなお勝負しようなんてのは、こちら側に公平感を与えるためのもので、ようするに対等の相手として見るつもりですっていう、わかりやすく示された誠意なんだろ」

「誠意……」

　──わたしが欲しいのは、その決してありえない〝信じる気持ち〟だから

　──それだけ心から協力したいって思っているってこと

　彼女が口にしていたそれらの言葉は、本当にその通りの意味しかなかったということで。

「……本当に不正なんてするつもりなかったのにな～」

　クレアリシアが不満そうにぼそりと呟つぶやいたのを、レストが軽く笑い飛ばす。

「だからそれはいくら言っても無駄だって」

「……不正のするしないは問題じゃなく、不正を見抜けない時点で対等な取引なんて成立しないからって言うんでしょう～？」

「ま、実際あんたは不正なんてやらねーんだろうけどさ」

　ふっと息を抜き、無邪気な笑みを浮かべたレストにクレアリシアは目を見張り、やがて穏やかに微笑ほほえんで、エリサを見る。

「……そうだよ～だからちゃんと認めてほしいんだけど～」

　そうしてレストと通じ合うように似たような表情を浮かべるクレアリシアに──エリサは強く強く拳こぶしを握りしめて言った。

「……あなたにどんな目的があるのかはわからないけれど──」

　どう言われようと信用することなんてできない──そう、続けようとしたところで。

「別にどんな目的があってもいいんじゃねーの？」

　レストが、言う。

「現状〈隷人族俺たち〉だけじゃ打つ手がない。なら、利用できそうなところだけ利用すれば？」

　堂々と本人を目の前にして言ってのけたレストに、クレアリシアもうなずいてみせる。

「そうそう～利用してして～」

　……どこまでもふざけた態度。

　穏やかでマイペースで、そのくせ異様に鋭するどい──どこかの誰かそっくりの性質。

　その誰かを横目に見たエリサは、拒否するための理由がすでになくなっていることを認めざるをえなくて。

「……せいぜい利用させてもらうから」

　吐き捨てるように言うと、レストにだけ一いち瞥べつをくれて、足早に大部屋を後にした──。





　　　　◆◇◆◇◆






　夜半過ぎの帰宅と同時。

「なに考えてるん？」

　一字一句外さず予想通りの問いを発してきた家主に、居候であるレストは深々と頭を下げながら言った。

「なんも考えてません、すみません」

　ははーと平伏したレストに、エリサはジト目を向けながらため息を吐つく。

「……だから、そういうんはもうええから」

　やや乱雑に椅い子すに座り、メンバーの前で見せていたのとは違う、疲れた表情を浮かべる。

「みんなおらへんのに演技する必要ないやろ？　ちゃんと本音を教えて」

「いやマジで」

　そもそも演技とかしたことないし。という言葉は吞のみ込む。

　たぶんそこまで言ってしまうとやりすぎになる。

　繰り返したことでようやく伝わったのか、エリサはすっと引くように無表情になった。

「じゃあ、本当に、なにも考えずに、クレアリシアなんかと手を組めと言ったの？」

　エリサは人前では意図的に丁寧に話すようにしている。

　素の言葉が少々乱雑……というより、〝師〟の影響で独特の訛なまりがあり、感情をこめるとすぐにその特徴が出てきてしまうのだ。

　それゆえの普段の無表情で、そのエリサがレストと二人きりにもかかわらず丁寧語で話しているということは──爆発寸前の感情をどうにか抑えているということで。

「いやほんとなんつーか──ごめんな☆」

　てへぺろ。意図的にふざけてみせたレストに、エリサの堪かん忍にん袋ぶくろの緒はあっさり切れた。

「──アホかぁあああ!!」

　日頃の鬱うつ憤ぷんを晴らすようにテーブルをひっくり返したエリサから、間かん一いつ髪ぱつ逃れたレストは、擦り手でお伺いを立てるように言う。

「ア、アホでーす。ところで今日の夕飯は……」

「抜きに決まってるやろ!!　外で寝ぇ!!」

「え、ちょ、外って……つーかその手に持ってる椅い子すなに？」

「出ていき……」

「いやいやそれはさすがに危な──」

「出ていきぃ!!」

　間一髪投げつけられた椅子を避よけ、這ほう々ほうの体ていで扉を開けて外に出たレストは──

「──さて」

　寸前の慌てぶりが噓のように、隠していた〝それ〟を手に取る。

　そうして慣れた素振りで〝それ〟を身に纏まとい、歩き出したところで──背後の扉が勢いよく開かれた。

「──」

　怒っているような、ふて腐れているような、泣きそうなような。

　普段の毅き然ぜんとした姿しか知らないレジスタンスメンバーからすれば、信じられないほど子供っぽく剝むき出しの感情を顔に浮かべたエリサは、

「レス──」

　トと叫ぼうとしたところでこちらの視線に気づいて口を閉じ、表情を取り繕つくろってきょろきょろしながら走り去っていく。

　その後ろ姿を悠然と見送りながら、レストはぼそりと呟つぶやいた。

「……はい面倒な説教回避っと」

　おそらくエリサはレストを探しに行ったのだろう。目の前にいた変装したレストには気づかずに。

　ちなみにあの状態のエリサに捕まると通常比三倍の説教時間が科せられる。

　もっともこの方法でレストが逃げてエリサに捕まったことは一度もないが。

　それにしても今日のエリサのイライラ具合は近年稀まれに見る珍しさだった。

　いつも呆あきれることはあっても怒るまではいかないのだが──。

「ま、いろいろあったしなー」

　元々エリサは〈森霊族エルフ〉──特にその上流階級に対して個人的な恨みがある。

　よりによってその〈森霊族エルフ〉、それも最上位である王族にああまでかき回されて、憤るなというほうが無理な話だろう。

　理解はできる。理解はできるが、付き合ってやるかと言えばそれはまた別の話。

　……というか付き合ったら絶対余計にこじれて面倒な方向に転がっていくし。

　だからわざと怒らせ、追い出され、エリサが一人になる時間を無理矢理作らせた。

　エリサのために貴重な寝る時間を削り、一晩野宿という憂き目を選んだ──。

　ああ俺超偉い……。

　と、ただ説教聞くのめんどい、今日は外で一人で寝たいと突発的に考えただけのことを勝手に美化し終えると、すでに見当をつけている今夜の寝床へと向かう。

　──『不入はいらずの森』。

　隠れ里の民たちからそう呼ばれている、獣道どころか獣自体を見かけない手つかずの森。

　かつての［七滅戦セブンス］において〈幻魔族ストレーガ〉と〈森霊族エルフ〉が激しく魔法戦を行ったそこは、当時の影響で魔法的呪のろい──〈隷人族インフイルマ〉が言うところの〝呪痕〟が残っているらしい。

　そのため、魔法が使えない、イコールで魔法的耐性のない〈隷人族インフイルマ〉が足を踏み入れたが最後、感覚を狂わされ二度と出られない──とされているのだが。

「ぷっ……くそ、顔に枝かかった……」

　月どころか空ものぞけない暗い森の中、慣れた足取りで歩くレストは、特になにを感じるでもなく平然と奥へと進んでいく。

　相変わらず歩きにくく、異様なまでに静かだが、言ってみればただそれだけのことで、何度もあくびをしながら進み──そこに辿たどり着つく。

　森の途切れた先、ぽっかりと現れた小さな泉。

　暗闇に慣れた目には、月の灯あかりだけでも十分に眩まぶしい。

　ここぞとばかりに大きなあくびをしたレストは、すでに限界に来ている眠気を解放しようといつものように泉近くの柔らかな草の上に倒れ込もうとして──ようやく気づく。

　いつもなら波一つたたず、静かな水面をさらしている泉。

　その泉に──全裸の美少女がいることに。

　月明かりの下、きらきらと輝く白く美しい肌。

　水に濡ぬれ、艶つやを増すブロンドはわずかな灯あかりゆえに、より鮮明に映える。

　首から胸、胸から太ももまで伸びる柔らかなラインは、どこまでも女性らしく扇せん情じよう的てきで。

　この世の美を体現したように、完かん璧ぺきとしか言いようのない整ったプロポーションを晒さらし、呆あつ気けにとられたようにこちらを向く彼女は──明らかに見覚えのある人物だった。

「…………クレアリシア・リンドレイグ？」

　レストの声に二度瞬いた彼女は、小首を傾かしげていて。

「……どこかで会ったかな～？　こんな可愛い子、会ったら覚えてると思うんだけど～」

　クレアリシアのその言葉に、レストはようやく彼女がまるで肌を隠そうとしない理由に思い至ってぽんと手を打った。

「そういやまだ〝これ〟つけたままだったわ」

　さも当然とばかりに艶やかな女性用ウイッグを外し、女物の服を脱ぎ捨てたレストに、クレアリシアは不自然に身体からだを固まらせ、目を丸くする。

　そうして一拍の間のあとに、今日一の声を出した。

「レ──レスト・エンデバー!?」

　信じがたいようにクレアリシアは彼が適当に脱ぎ捨てた服とウイッグを交互に指さす。

「……え……えっ、……なん、……それ…………」

「……あーちょっと訳ありで変装してただけだから」

　それで説明し終えたとばかりに頭をかくレストは、さりげなく目をそらして。

「それはそうと──全部見えてるけど」

　いいの？　というニュアンスと共に指さしたレストに、びくんと身体を震わせたクレアリシアは、弾はじかれたように両手で自身を抱きしめ、それでは全然隠せないことに気づいて、その場で尻しり餅もちをつくようにして泉にその身を浸す。

　深さが膝ひざにも届かない泉で全身を隠すにはまるで足りなかったが、さすがにうつぶせや仰あお向むけにはなれないらしい。

「──、──」

　……どうやら常に余裕があるように見えた〈森霊族エルフ〉の王族も、男に裸を見られるとなると勝手が違うらしい。

　月明かりの下で懸命に身体を隠しながら顔を赤くするクレアリシアに、レストもまた今さらながら妙な気まずさのようなものを感じ始めて。

「あー……つーか、あれだわ」

　認識改変魔法使えばよかったじゃん──という言葉を吞のみ込んで言う。

「宿、紹介されてなかったっけ？」

　ぽりぽりと頭をかきながら、近くの大きめの石に腰掛け、自然な流れで背を向けたレストに、クレアリシアはたっぷりと間をとってからぼそりと呟つぶやいた。

「──お風ふ呂ろ」

「……は？　風呂？」

「お風呂が、なかったの」

　だから？　と言いたげなレストに、クレアリシアは突然立ち上がり拳こぶしを握りしめてまくしたてた。

「信じられなくない～!?　お風呂がないだなんて！　聞いてみたらそこだけじゃなくて集落のどこにもないって、じゃあ身体からだはどうやって清めてるのっていったら、水は貴重だからたまに水浴びをしているだけとか──」

　そこでさらに溜ためを作ったクレアリシアは、月に向かって力一杯吠ほえた。




「人生の半分は損してる～!!」




　るーるーるー。

　……。

「………………………………お、おう」

[image: ]

　普段間延びした口調のクレアリシアが早口になるほどのことが風ふ呂ろに関すること……？

　いやまあ別にいいけど──と思うレストに、クレアリシアの熱は冷めやらない。

「そもそも！　わたしがなんでこんな辺境にまで足を延ばしたと思うの～？」

「いや、知ら──」

「温泉！」

「…………」

「王城の書庫で調べてわかったんだけどここは地質学的に豊富な湯脈があって、すぐ足下にほぼ確定で上質な泉質のお湯があるの！　それなのに掘りもしないどころか、水浴びですらろくにできていないなんて──ほんともうほんともうほんともぉ～っ!!」

　クレアリシアが悔しげに何度も手を振るたびに、その豊満すぎる胸も盛大に揺れる。

　それをうっかり横目に見てしまったレストは、その信じがたい光景を振り払うように目を閉じ、無意識に胸を押さえながら言う。

「……で、結局ここには水浴びをしにきたってことな」

「そう！　お風呂に入らず、水も浴びず、一日を終えるなんてありえないでしょう～っ？」

「…………いや別に」

　エリサに注意されない限り身なんて清めないレストからすれば、むしろ毎日風呂に入るほうが正気の沙さ汰たではない。到底理解不能。胸でかい。

「つーかなんでここなんだよ」

　早口になったレストに、クレアリシアが小首を傾かしげる。

「……もちろん人目につかないと思ったからだけど～」

「そりゃまあ人目にはつかないだろうが……ここって〈森霊族エルフ〉もおいそれと近づけない場所なんじゃねーの？」

「……？　あぁ～〈幻魔族ストレーガ〉の〝設置型魔法残ざん滓し〟のこと～？　確か〈隷人族インフイルマ〉からは〝呪痕〟とか呼ばれてるんだっけ～。もちろんそれは入った瞬間から感じていたけど、でもそれを言うのなら──」

　そこで一度言葉を切ったクレアリシアは、意図的に声のトーンを下げて続ける。

「〈隷人族インフイルマ〉のあなたがここに来れることのほうがよっぽど不思議だけれど～？」

　この世界に存在する七種族の中で唯一魔法の使えない〈隷人族インフイルマ〉。

　魔力のない彼らは魔法に対する耐性もダントツで低い。

　この森に漂う〝設置型魔法残滓〟は他種族であっても本能的に回避するレベルのものだ。

　クレアリシア自身、水浴びをするという至上命題がなければ入ったりはしなかった。

　ことさら耐性の低い〈隷人族インフイルマ〉であれば死にも直結しかねないほどの強烈な抵抗感があるはずなのに、なぜレストがここにいられるのか。

　露ろ骨こつに探りを入れてきたクレアリシアに、しかしレストはあっさりと答える。

「あー俺そういうの効かない体質だから」

「………………え？」

「もちろん直接攻撃魔法を打ち消せるとかじゃねーけど、こう……場？　的な？　あんたがさっき言った設置型魔法みたいなのは、ある程度無効化できるっぽい」

　理由はわからねーんだけどな。とどうでもよさそうにぶっちゃけるレストに、クレアリシアのほうが神妙になってしまう。

「…………えっと……それって結構……かなり、重要なことなんじゃないの～……？」

　現状、魔法耐性は魔力のある種族であれば誰にでもあるものだ。

　ただ最も魔法に通じた〈幻魔族ストレーガ〉でも、無効化するなどということはありえない。

　それは種族の垣根を越えて異常で、レストに固有のその力の仕組みがもし解明できれば〈隷人族インフイルマ〉にとってとてつもない〝力〟になるのでは──

「ん、だからエリサとかには言ってねーし、絶対言わないな」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡと軽く笑うレストに、クレアリシアは固まる。

「………………あの……わたし〈森霊族エルフ〉なんだけど～……？」

〈隷人族インフイルマ〉のレジスタンスリーダーすら知らない、〈隷人族インフイルマ〉の重要事になりかねない秘密を知っちゃったんだけど──そう続けようとしたクレアリシアに。

「だからいいんじゃん。〈隷人族仲間〉に知られるほうがめんどくせーし」

　それに。と不意にこちらを向いたレストは、にっと唇の端をあげ、

「あんた言わねーだろ？」

　屈託のない笑顔。

　無邪気な少年のようなその表情に、クレアリシアはどこまでも釘くぎ付づけになって。

「……と……とか言いつつ、こっち見続けるのやめてほしいんだけど～？」

「バレたか」

　明白なクレアリシアの照れ隠しに肩をすくめたレストは、すでに見ていなかったにもかかわらずこちらに背中を向けると、足を組みその上に肘ひじをついて呟つぶやく。

「まーだから俺はその謎なぞ体質を生かして普段からここを緊急避難場所にしてたってわけ」

　そう続けたレストに、クレアリシアはあらためて周囲を見回す。

「……魔力残ざん滓しは大抵の野生動物を遠ざけるから猛獣に襲われる心配もないし、水場は飲料にもたえる上、ほどよく伸びた草は寝床にも最適……」

「あとこれな」

　指先を上に向けたレストにつられ、クレアリシアはゆっくりと仰あお向むけになる。

　泉に全身を浸す彼女の目に飛び込んできたのは──満天の星々。

　小さく、けれどこの上なく強くきらめくがゆえに手が届きそうなほどに近くに感じるそれらを眺めながら、クレアリシアは細く長く息を吐いた。

「…………きれい……」

「最高だろ」

　どこか自慢げに言うレストの子供っぽさにくすりと笑って。

　クレアリシアは泉を漂いながら、ぼんやりと呟つぶやくように訊きいた。

「……なんでわたしをレジスタンスに受け入れてくれたの～？」

　唐突な問い。レストがどう答えるか想定した上で、クレアリシアは言葉を重ねる。

「まさか入れたのはエリサだし──とか言わないよね～？」

　あの状況でエリサは明確に拒絶反応を示していた。

【賭かけ】をしたところで彼女がクレアリシアを迎え入れていたかどうかはかなり怪しい。

　仮に受け入れたとしてももっと限定的なものになっていただろう。

　それをああまで全面的に認めさせたのは──

　顔をあげ、身体からだを起こし、クレアリシアはまっすぐレストを見つめる。

　細く華きや奢しやに見えた彼の背中は思いの外頼りがいのあるものに映って。

　クレアリシアの目の前で小さく背中が揺れ、レストはいかにも面倒そうに言った。

「深い理由はねーよ。どっちにしろあんたは自分を受け入れざるをえない流れにしてたから、その流れを早めただけだ」

　すくめられる肩。気だるげなため息。

　それらをしっかりと見聞きしながらクレアリシアは言う。

「…………めんどうだから～？」

「そー。めんどうだから」

　即答するレストは達観するような空気も、斜に構えた態度もなく、ごくごく当たり前の──星空を見て最高だろと言うのとまったく同じ自然体でしかなくて。

「利用するつもりとかまるでなかったの？」

「……あ？　なにに？」

「え」

「────あー〈森霊族エルフ〉への反抗に？　んなわけあるかよめんどくさい」

　吐き捨てるというより、そんなこと今思い出したわという意外さを滲にじませたその言葉に。

「…………本当に、めんどくさいだけだったんだ……」

　ぽつりと呟いたクレアリシアは、徐々にこみあげてきたおかしさに肩を震わせはじめる。

「……？　だからそう言ってんじゃん。めんどくさいことはとことん避ける。あんたの温泉と一緒でそれが俺のこだわりなの」

　真面目まじめくさってそんなことを言うレストに──もうクレアリシアは我慢できなかった。

「ぷ……お、温泉と一緒ってっ……ど、どういうこだわり──あは、あはははははっ」

　そうして堪こらえきれなくなった笑いを思う存分夜空に響かせると、しみじみと呟く。

「……あ～……本当に面白いな～レストは」

「……いやそっちも相当だろ」

　呆あきれと困惑の混じった声。

　もはや心地よささえ感じるその声音に、クレアリシアは自然と笑顔になって言う。

「そうかな～？　変わってるとはよく言われるけど～」

「間違いなくおかしい」

「うふふ～褒め言葉として受け取っておこうかな～」

　ぱしゃぱしゃと水面を手でなぞるようにしていたクレアリシアは、心地よい会話を嚙かみしめるように目を閉じて言う。

「復讐者は役に立つとか思わなかったの～？　〈森霊族エルフ〉の『種族旗』奪うとか……面白いと思うけど～、それ〈隷人族インフイルマ〉だけじゃ絶対達成できないし、同じ〈森霊族エルフ〉の協力者がいればすごくやりやすくなると普通思うんじゃない～？」

　妹に《誓約者ルーラー》の席を奪われた〈森霊族エルフ〉の王族。

　現在の〈森霊族エルフ〉に対してわかりやすく復ふく讐しゆうの動機があり、同じく〈森霊族エルフ〉に反旗を翻ひるがえそうとしているレジスタンスから格好の利用対象。

　そのクレアリシアを、ただ面倒という理由だけで迎え入れたと言い切ったレスト。

　たぶんそれは彼の個人的な想いとして事実なのだろう。

　けれど──レジスタンス参謀としては、また別の思惑がなければならない。

「わたしが逆の立場でも利用しようって思うけど──なんでそう考えないの～？」

　穏やかに尋ねたクレアリシアに、レストは迷うでも悩むでもなく、それまでの気だるげな態度を変えることもなく、ぽりぽりと頭をかき、

「いや、つーか復讐者じゃないじゃんあんた」

　ちらりとこちらを見て、当たり前のようにそう断言して。

「復讐するつもりもないやつをどうやって利用すんだよ」

「……………………………………え？」

　不自然な間を置いてそう口にしたクレアリシアに、あくび混じりのレストは足を組み、肘ひじをついて続ける。

「そもそも〝本来《誓約者ルーラー》となるべきクレアリシアが妹のオフィリアにその座を奪われて、復讐しようとしてる〟〝クレアリシアだけじゃなく反《誓約者ルーラー》の勢力も虎こ視し眈たん々たんとその座を取り返そうとしてる〟って言ってるけどさ、その考え自体がおかしい」

　急に耳が遠くなったような錯さつ覚かく。

　喉のどが渇く。目を閉じれない。

　レスト・エンデバーから視線をそらせない──。

「…………どこが」

　懸命に絞り出した声に、レストはたやすく答えを返す。

「クレアリシア・リンドレイグが《誓約者ルーラー》の座にこだわったことがあったか？」

　先代ルフィシア・リンドレイグが生きていたとき。

　次代巫み女こと《誓約者ルーラー》の後継者だったクレアリシアの奇行とも呼べる噂うわさは〈隷人族インフイルマ〉のあいだでもたびたび流れてきた。

　親善の一環で〈獣妖族ペステイア〉の国に行くことになりなぜか単独で向かおうとしただとか、〈森霊族エルフ〉領地を見て回るという名目で数週間行あん脚ぎやし行方不明になっただとか、〈幻魔族ストレーガ〉の国を探そうとしてなぜか地中を掘り進めただとか──

　一国の姫らしくない振る舞いどころか、歴史と伝統を重んじ、排はい他た的てきで厳格な〈森霊族エルフ〉のアイデンティティーにまったくそぐわない。

　およそ〈森霊族エルフ〉らしからぬ王族──

「そのイメージが、ルフィシアが亡くなったあとから、不自然にねじ曲げられたよな」

　本来は〈森霊族エルフ〉の王族らしからぬ、もっといえば《誓約者ルーラー》に相応ふさわしくないという印象だったのに、当然《誓約者ルーラー》になるべき正当な後継者、という形に。

「もちろん誰だって権力の頂点、一種族の支配者にはなりたいはず。本来その席に座る予定の者が理り不ふ尽じんに追いやられたとあれば、悔しいに決まっている」

　そこで一呼吸置いたレストは、平然と言う。

「そのはず？　決まっている？　たとえば権力欲がなければ、あるいは自由に動きたい別の目的があれば──むしろ《誓約者ルーラー》なんてくれてやりたいって思うのが自然じゃねーの？」

　そう言って伸びをしたレストに、クレアリシアは慎重に──尋ねる。

「……だから、わたしが、妹に……オフィリアに《誓約者ルーラー》の座を譲ったと思うの？」

　表向きクレアリシアの声は完かん璧ぺきだった。

　誰が聞いても、いつもの彼女だと思ったことだろう。

　内心の動揺など読み取れるわけがない──

　けれど。

　そう考えてしまい、身体からだを震わせたクレアリシアは、弱気になる自分を奮い立たせるようにレストを強く見つめて──

「さー？」

　皮肉でもなんでもなく、普通に肩をすくめた〈隷人族インフイルマ〉レジスタンスの参謀は言う。

「ただあんたが〈森霊族エルフ〉に復ふく讐しゆうするつもりとかさらさらなくて、むしろそうオフィリア自身にも思わせて自分の目的を達成しようとしてるって考えたほうが俺の中でしっくりくるって話…………ふわ…………あー……そろそろ……マジで…………限界……」

　堂々とあくびをし、目をつむり、そのまま船をこぎ始めたレストに。

　クレアリシアは心から呟つぶやかざるをえなかった。

「──レジスタンスに入ってよかった」

　クレアリシア自身、レジスタンスのアジトに至ったのは本当に偶然だ。

　面白そうとも思ったし、もしかしたらなにか収穫があるかも～くらいのことは考えた。

　けれどこれは。こんなのは──望外すぎる。

　先ほどとは違う、興奮からくる震えに、ぎゅっと自身を抱きしめるようにしたクレアリシアは、立ち上がり、ゆっくりと泉の中を岸に向かって歩きだす。

　そうして歩きながら、声をかけた。

「ねえ、レスト。レスト・エンデバー」

「………………ん………………悪いけど…………もう…………俺──」

　寝るから。

　そう続けさせる前に、彼の正面に回り込んだクレアリシアは、膝ひざ立ちの体勢で、勢いよくレストの肩を摑つかんで顔をのぞき込む。

「──」

　髪からしたたる水滴が顔を叩たたき、レストは眼前の──一いつ糸しまとわぬ全裸の少女をどうしようもなく目にせざるをえない。

　そうして彼の視線がしっかりと自分を捉とらえていることを確認し、身体からだ中がとてつもなく熱くなるのを意識しながら、クレアリシアは強気に微笑ほほえむ。

「わたしには──夢があるの」

　それは途方もない夢。

　小さい頃から。クレアリシアがこの世界に住まい争う七種族の存在を知ってから、ずっとずっと──抱き続けてきたもの。




「わたしは、種族という概念を、その先にある壁をなくして、誰もが──この世界に住まうすべての存在が、平和に、平等に暮らせる世界を作りたい」




　一息に言い切って。

　少し早口になってしまった気がして、胸を押さえる。

　自分の身体に触れた瞬間、なにも隠すものがないことに気づいて、余計な雑念が交じりそうな気がして──クレアリシアはさらに続ける。

「誇大妄想甚はなはだしい？　子供だってそんな夢は抱かない？　でもわたしはそれこそ子供の頃からずっと願っていた。ずっとずっと想い続けて──行動してきた」

　物心ついたときからクレアリシアにはずっと疑問があった。

　たとえばいつもかいがいしく世話をしてくれるクレアリシアの使用人。

〈森霊族エルフ〉の王族である自分と〈隷人族インフイルマ〉の使用人である彼女。

　二人のあいだにあるのは、二人を分け隔てるものはなんなのか。

　どうして彼女は自分にへりくだり、失礼がないよう細心の注意を払い、周囲も本人もそれを当然のものとして受け入れているのか。

　疑問は口に出せば周囲が一定の答えを与えてくれた。

〈森霊族エルフ〉は高貴だから。〈隷人族インフイルマ〉は下等だから。

〈森霊族エルフ〉は力があり、〈隷人族インフイルマ〉には力がない。

〈森霊族エルフ〉は美しく、〈隷人族インフイルマ〉は醜い──。

　それらの答えになるほどとうなずいたクレアリシアは、ようするにその不可解な枠組みレツテル貼りが、この歪な世界を作っているのだと納得した。

　同時に思った。

　正したい、と。

　クレアリシアは特別に自分が善い考え方をしているとは思っていない。

　噓も吐つくし、ズルだってする。

　けれどそういうこととはまったく別格に──愛をかけて接してくれた使用人の彼女が、自分より下等だと絶対的に決めつけられる世界はおかしいと、強く思った。

　思って、行動して。

　ただひたすらにそのことだけを考え続けて──生きてきた。

「……だからレジスタンスに入ろうとしたのもその一環。《大誓約魔法》が反応しなかったのは、それがわたしにとってあまりにも当たり前のことで、目的ですらないから」

　それは事前に《大誓約魔法》を使って試していたこと。

　クレアリシアの生き様──生そのものは目的になりえない。

　クレアリシアがレジスタンスのアジトを発見したのは偶然で、入ろうとしたのも突発的な思いつき。けれどその思いつきは、ただの思いつきにとどまらなかった。

「レスト・エンデバー。あなたは面白い。とびきり変で、すごく──突飛な考え方をする。色々な場所で……それこそ〈森霊族エルフ〉の国だけではなく、いろんな種族に会ってきたけれど──あなたみたいな人は見たことがない」

　一言で言えばわけがわからない奇人。けれど、確実に普通とは違う者。

　そんな奇人が──クレアリシアの妄想を、途方もない夢を現実にするのに必要なのだ。

「だから──」

「いやいや待て待て待て」

　迫るクレアリシアを押しとどめるように、レストは手を差し出し顔をそらして言う。

「さすがにないだろ。夢を見るのは勝手でもそんな妄想なんのとっかかりもなく──」

「あるとしたら？」

　そう続けるのはわかっていたと言わんばかりに。

「妄想を妄想にしない、具体的な根拠があるとしたら？」

　会心の笑みを浮かべて先んじたクレアリシアに、レストは目を見開き。

「……は？」

　本当にそんなものが？　という表情を浮かべる。浮かべてしまう。

「あ──」

　今さらしまったという顔をしても遅すぎる。

「今、思ったよね～？　根拠があるのならわたしに協力──」

「待った！　ストップ！」

「っていうのはわかってるから～」

　唐突にやんわりと。けれど、息も吹きかかるほど近くに顔を近づけて。

　クレアリシアは深い吐息と共に言う。

「交換条件」

　短い言葉。そこに、ありったけの想いと覚悟を込め、クレアリシアは、レストに裸の身体をくっつけて──囁ささやく。

「協力してくれるなら……わたしを好きにしていいよ」

　語尾が震えてしまったことに顔が熱くなる。

　覚悟を決めたはずなのに──。

　そう思いかけて、身体からだが火ほ照てるのは必ずしもそれだけのせいじゃないことに気づく。

　それは、考えれば考えるほどクレアリシアにとって不利な気がして、半ば強引に意識を切り替え、レストの反応をうかがいみる。

　レストは──身体を硬直させていた。

　それは。それはまさに。

（……狙い通り～）

　裸のクレアリシアに遭遇した後の、レストの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そく、反応の一つ一つ。

　それらを注意深く観察した結果、クレアリシアはレストがそちら方面を苦手にしていることを見抜いていた。

「……あれ～どうしたの～？　なんか緊張してるみたいだけど～」

　弱みを弱みとして認識しているのは強力な武器。

　クレアリシアはあえて優しく、余裕を持ち、自分からリードするように声を──

「いやお前こそ震えてんじゃん」

　その言葉は。

　クレアリシアの思考を一瞬でまっさらにした。

「────は、はあ～？　はあぁ～？　はぁあ～？　な、なんのこと～？」

　意味がわからない。意味がわからない。ほんと、意味がわからないことにして。

「と、というか～照れてるのはそっちもでしょ～？」

「…………は？　マジ意味わからんわ」

「は、はい噓～！　噓～！　噓です～！　声のトーンだけ制御していつも通りにしても目が動いてるから～！　そんなわかりやすく動いたこと今までなかったから～！　エリサさんと同居してるくせに女の子慣れしてないのバレバレだから～っ！」

「とか言って誤ご魔ま化かそうとしてんのバレバレだからな？　声高くなってるし、震えてるし、早口ぐらい制御しろよ。わっかりやすー」

「はぁ～？　はぁ～？？　どっちが～？　ちゃんとこっち見て言ってください～！」

「──裸なくせにこっち見ろとか痴女かよ」

「──っ」

　その言葉にクレアリシアが自身を抱きしめるようにし、レストもレストで躊ちゆう躇ちよして言う。

「あ、あーもう話にならねーな！　これはもうレジスタンスの話も白紙だ白紙！」

「あ……あ～そういう態度とるの～？　なら、女装してることバラしちゃおっかな～！」

「……！　しょ、証拠がないのに信じるやつがいると思ってんの？　幸せなやつだなお前」

「証拠ならそこにあるけど～？　エリサさんに渡したらどうなっちゃうのかな～？」

「おいこら痴女ふざけんな！」

「なに～鼻の下伸ばしてる変態さん！」

　むむむむむ……と顔を赤くしながら睨にらみあう二人は、同時にそっぽを向いて。

「──っくしゅんっ」

　不意に吹いた風にクレアリシアがくしゃみをし、身震いをする。

　そのままきょろきょろと服を探しているあいだに──舌打ちしたレストが無言で羽は織おっていた上着を投げてきた。

　予想もしていなかった行動は、クレアリシアから冷静な思考を奪い去った。

「……あ……ありがと～……」

　反射的に口をついて出た感謝の言葉に、今度はレストが目を見開き、なぜか悔しそうにしながら歯切れ悪く言う。

「…………別に……」

　沈黙。そのまま全身がむずがゆくなるような気まずさに身をひたしていたクレアリシアは、やがて耐えきれないように口を開いた。

「と──ともかくあなたが嫌がっても勝手に利用させてもらうから～！」

　──そう、利用させてもらう。

　そのためになにもないこの場所──ティステルにまでわざわざ来たのだから。

　そう堂々と宣言し、踵きびすを返して去ろうとしたクレアリシアに、レストは冷静に言った。

「……いやまず服を着ろよ」








三章　反逆者と夢想者と傍観者と
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　──現在。




「新たな《英雄》が召喚されました」

　ティステル城内の会議場として用意された簡素な室内で。

　開口一番そう述べた〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ティファリシアに、顔をあげたのは〈神翼族エルブランシユ〉〈海精族シーレーナ〉〈獣妖族ペステイア〉の《誓約者ルーラー》と《英雄》たちだった。

「召喚したのは〈森霊族〉です」

　そのまごうことなき衝撃的事実に、表向き顔色を変えた者はいない。

　全員が全員、他種族の出方を見るかのように、不自然に表情を消している。

　そんな水面下の腹の探り合いを嘲あざ笑わらうかのように、一際目立つピンクの髪を揺らす〈海精族シーレーナ〉《英雄》──太たい公こう望ぼうが軽く言う。

「あは、ティファティファ～その情報はすでにアルアルから聞いたょー？」

　緊急の事案が生じた。直ただちに四種族の首脳で集まり、会議にて今後の対応を考えなければならない──。

　そういう名目で、ティステルに集めようとしたティファリシア──正確には〈解放者〉《誓約者ルーラー》からの使者に、どの国の首脳も即座にこう問うた。

　その緊急の事案とはなにか。この場で概略を述べよ。

　──当然だ。種族のトップを招集するということは、その間、最高権力者が不在になるということで、おいそれと応じられることではない。

　相応の理由がなければ動くことはできない状況で、ティファリシアの派遣した使者たちはティファリシアの名でこう続けた。

「〈森霊族エルフ〉が新たな《英雄》を召喚しました」

　詳細と今後の動勢についてはティステルで、と言われれば大抵の種族は応じざるをえないし、その意思決定の場には《誓約者ルーラー》と《英雄》が同席せずにはいられない。

　仮に多少ごねられたところで、

「〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》様にはすでにおいでいただいています」

『未み来らい既き知ち』という先読みの能力を持つ〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》アエル・アウラがいち早くティステルへ向かった──そう聞けば是非もなかった。

　だから半ば強引にティステルへと集められた〈神翼族エルブランシユ〉〈海精族シーレーナ〉〈獣妖族ペステイア〉の《誓約者ルーラー》が知りたいのは──

「〈森霊族エルフ〉が新たな《英雄》を召喚した。そのことをウラらはすでにわかっている」

　九本の尻尾をゆらゆらと動かした〈獣妖族ペステイア〉《誓約者ルーラー》テリシネが淡々と言い、

「問題は、なぜそのような事態にならはったのか……やねぇ」

〈海精族シーレーナ〉《誓約者ルーラー》セイレ・ユーフォニアがちらりとティファリシアを見る。

　すべての情報を持っているのはティファリシア──つまり主導権はティファリシアが持っているという流れの中で。

「お待ちになって」

　真っ赤な髪をさらりと揺らし、幼女にしか見えない〈獣妖族ペステイア〉の《英雄》ナポレオン・ボナパルトが立ち上がって言う。

「そもそもわたくしたちはまだ〈森霊族エルフ〉が《英雄》を召喚したという確たる証拠を得られていませんわ」

「な──そこを疑いやがる……い、いえ、そこをお疑いになられるのデスカ？」

　唯一椅い子すに座らず、従者のように部屋の隅で控えていたアルファが口を挟み、その異議を待っていたとばかりにナポレオンは余裕に満ちた表情で続ける。

「ええ。現状わたくしたちが持っている情報は皆無に等しい。この状況ですべてをなんの疑いもなく信じろ、というほうが無理な話でしょう？」

「そんなことしてなんの意味が──」

「意味はあるょー」

　最後の言葉を引き取り、太たい公こう望ぼうが釣つり竿ざおを振って言う。

「一方的に〈解放者〉だけが情報を独占することで、この場での主導権を握ることができる。主導権を握ることができれば──わかるょね？」

「──」

　この場には同盟を結んだ四つの国の首脳が存在する。

　ここで完全な主導権を握るということは、他の三種族を従えるも同然ということだ。

　そうなれば当然自国のみを優位に導く選択肢をとることもできるわけで、警戒するなというのが無理な話になる。

　けれどそれは──

「ま、今ぁたしが話しちゃったことでその効果はなくなっちゃったと思うケドねー♪」

「正確にはわたくしが言い出したことですけれど」

「えぇ～？　そぉだっけ？　セイレはどっちが先だと思ったー？」

「りょーちん、この際早さは問題ではありまへんえ。指摘した中身の問題でいわはったら、それはもうりょーちんのゆうてたことが正し思いますけど」

「あぁー確かにー」

「……くだらない自家撞どう着ちやくだとウラは考える」

「正論は人を傷つけるだけですわテリシネさま」

　そうしてお互いにお互いを見ることもなく会話を進めていく《英雄》と《誓約者ルーラー》たちに、アルファは拳こぶしを握りしめ、小声で呟つぶやく。

「……主導権を握りやがろうとしてるのは貴様らのほうじゃねーですか……っ」

　そもそも前回の四種族会議で【この会議の中では何なん人ぴとも噓を吐つかない】という契約を結んでいたはずだ。

　その時点で、たとえばティファリシアが虚きよ偽ぎ報告をすることはないし、ティステルに呼び寄せたのもそれが最善の手段であったからにすぎない──とすぐに推測できるはずだ。

　いや、おそらく彼女たちもそのことをわかっている。

　わかっている上で、自分たちの利益のために点の取り合いをしている。

　それはきっと必要なことなのだろう。

　けれど、だからこそとてつもなく馬鹿らしいことに見えて──




「くだらない内輪での政治をやりたいのであれば今すぐ帰ってください」




　叫ぶでも訴えるでも注意するでもなく。
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　淡々と述べたティファリシアに、〈獣妖族ペステイア〉と〈海精族シーレーナ〉の面々が口を閉ざす。

　そうして彼女たちが再びなにかを言おうとしたその瞬間を見計らって続ける。

「先に宣言しておきましょう。この場に限って主導権がどうのというのは心の底からどうでもいい。《大誓約魔法》にでもなんにでも誓いましょう。わたしは純粋にこの状況を打開するための手段を得るために、みなさんと話し合いたいと考えた、ただそれだけです」

　静かな声は乾いた喉のどを潤す清涼な水のようにこの場にいる者の耳に染みこんで。

「情報の真偽と深度」

　絶妙なタイミングで口を挟んだのは、沈黙を続けていた〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》。

『未み来らい既き知ち』という未来を見通す眼を持つ彼女は、どこまでも穏やかに尋ねる。

「そちらについてはどこまで摑つかめているのですか？」

　答えは聞かずともよい、すべてわかっている。

　けれど、この場にいる者たちはそうではないから──あたかもそう続けそうなアエル・アウラに、ティファリシアは一度溜ためを作るようにしてから口を開いた。

「……まず、情報の真偽については疑う必要がありません。わたしたちは〈森霊族〉内部から情報を得ています」

「……〈森霊族エルフ〉内部？」

　眉をひそめたセイレに、ティファリシアは告げる。

「〈森霊族エルフ〉はいまだに〈隷人族インフイルマ〉の処遇を変えていません」

　ティファリシア……より正確にはレイジが、〈解放者〉の国を作り、〈隷人族インフイルマ〉解放宣言を行った後、すべての種族が〈隷人族インフイルマ〉の登用体制を見直した中で、〈森霊族エルフ〉はまるでそんなものなどなかったかのようにそれまでと変わらない形を再び作りあげた。

　それ自体はなんら問題ない。〈隷人族インフイルマ〉自身、元の雇用形態を求めたのもある。しかし。

「王族ですら〈隷人族〉を使用人とし続けています」

　その一言だけで、すべてわかったとばかりに太たい公こう望ぼうが意味深な笑みを浮かべた。

「……ぁあー、なるほどねー」

「王族が再登用した〈隷人族インフイルマ〉の使用人を抱き込んだ……あるいはそこに直接〈解放者〉の息がかかった〈隷人族インフイルマ〉の間者を送り込んでいる……というわけですのね」

　なかなか素敵なアイデアですわ、と続けたナポレオンにはなにも返さず、ティファリシアは全員を見る。

「次に情報の深度……〈森霊族エルフ〉の《英雄》とは具体的にどのような人物なのかという話ですが──」

「そ、その前に一つ訊きかせてください」

〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルクが珍しく口を挟んで、ティファリシアはその隣に座るアエルに視線を送ってから先を促す。

「……そもそも〈森霊族エルフ〉の巫み女こは貴女あなたではないんですかティファリシア・クリアグリン」

　やや棒読み気味の言葉に、誰が彼女にそう言わせたのかを察しつつ、ティファリシアはいまいちその真意がはかれないことに眉根を寄せ、自身の首輪に触れながら答える。

「確かに異世界から《英雄》を召喚する巫女は、各種族当代に一人のみ。〈森霊族エルフ〉が《英雄》を召喚したというのが事実であれば、召喚者はわたしということになりえます。ですが、ご存じのとおり今のわたしは〈解放者〉の《誓約者ルーラー》。〈森霊族エルフ〉のために《英雄》を召喚し、あまつさえこのように皆さんに周知する理由はないでしょう」

〈解放者〉の『種族旗』である首輪。そしてその印も見せたティファリシアに、太公望が軽く笑いながら言う。

「レイジっちもいるしねーそこに関してはぁたしたちも疑ってないょー。ただ──」

　とそこで言葉を切り、太公望は隣に座る自身の《誓約者ルーラー》をちらりと見る。

　その視線を受けて、〈海精族シーレーナ〉の巫女でもあるセイレが小首を傾かしげて続けた。

「おかしおすな～。巫女は代替わりの儀式を行わへんと、代われへんはずなんやけど」

「もちろんわたしは代替わりの儀式など行っていません」

　ティファリシアの即答に、異論は挟まれない。先ほど述べたのと同じように、そんなことをする理由がないからだ。

　そうなると、〈森霊族エルフ〉の巫女はいまだティファリシアであり、〈森霊族エルフ〉に新たな巫女は存在していないことになる。

　であれば──

「〈森霊族エルフ〉に《英雄》など召喚できるわけがない、とウラは考える」

　まとめるようにテリシネが言い、横のナポレオン、ひいては〈海精族シーレーナ〉の二人も肯定的な反応を見せてきて──

「…………」

　ようやくティファリシアはアエルが質問をさせた意図を理解する。

　未来視を持つ彼女が、あえてジャンヌに仕込んだ問いとその意味。

　小さなため息と共に、彼女の意図通りに話す。

「〈森霊族エルフ〉に《英雄》は召喚できないにもかかわらず、それが行われたという情報を〈解放者〉は得た。それはつまり、ありえないことが現実に起こりえたということになります」

「あら、申し訳ないですけれど後者の情報に関しては──」

　まだ半信半疑。そう続けようとしたであろうナポレオンを無視して、

「ありえないことが現実に起こりえた、つい最近わたしたちは似たような経験をしませんでしたか？」

　ここぞとばかりに浮かべた不敵な笑み。

　あたかもすべてここでこの言葉を口にするための伏線であったかのように──自信に満ちたその表情に、アルファが驚きと共に呟つぶやく。

「あ──ま、まさか〈幻魔族〉が絡んでやがるってことですか!?」

〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》にして《誓約者ルーラー》ファウストと、その《偉能レアルタ》メフィストフェレス。

　その力がどのようなものであるのか、この場にいる全員がすでに知っている。

「…………なーる。そこに帰着させるんだ」

　感心したように呟いた太たい公こう望ぼうに、ナポレオンが目を細める。

　それらの反応をしっかりと観察した上で、ティファリシアは淡々と言う。

「もちろん確証はありません。ですが現実的に思考して、彼の持つ能力……彼女であれば十分に起こしうるものだとは考えられませんか？」

　実際にメフィストフェレスの力を目にした《英雄》たちだけでなく、その場にいなかった《誓約者ルーラー》にも語りかけたティファリシアに、ナポレオンが口を挟む。

「あらあら。本当に、巫み女こもわからない、《英雄》もわからない、《英雄》が召喚されたという証拠もわたくしたちには示せない──にもかかわらず、〈幻魔族ストレーガ〉が関わっているという前提で話を進めていくつもりなんですの？」

「はい」

「それはいささか」

「そもそも四種族同盟はなんのために結成されたものでしたか？」

　再三の遮さえぎりと、強い口調。

　眉をひそめざるをえないような態度に、太たい公こう望ぼうが軽く肩をすくめながら答える。

「〈幻魔族ストレーガ〉──より正確には世界を滅ぼしぅる力を持った、ぁの子たちに対抗するためだねー」

　それがただの名目であり、現実には同盟に加わらなかった三種族に対する絶対的優位を確立するためのものであったとしても。

「遵じゆん守しゆすべきことがあるならば、守るべきではありませんか？」

　突きつけられた表向きの正論に、ナポレオンは冷めた表情を浮かべ、はっきりと〈海精族シーレーナ〉の《英雄》を見る。

「……今は争うべきではないと、そういうわけですのね」

「んー？　なんのことカナー♪」

　シラを切る太公望に、ナポレオンは苦笑し、肩をすくめて。

「わかりましたわ。そういうことでしたら、わたくしたちもこれ以上の口は挟みません」

　さらりとそう続けた、瞬間。

「では会議の主題が決まったところで──具体的な話し合いを進めていきましょうか」

　最初からこうなるのが見えていたかのように、絶妙な間で〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》アエル・アウラが会議の舵かじを握りしめて言った──。
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「では、〈森霊族エルフ〉については各種族ともそのように当たっていくということで──」

　アエルのその言葉と共に『四種族同盟会議』の幕が下ろされ、各種族が場を辞していく。

「……手助けのつもりですか」

　最後に残った彼女は、ティファリシアが突然そう声をかけてくるのもわかっていたらしく、自らの《英雄》に先に行くよう促してから余裕の笑みと共に答える。

「そのほうがスムーズに事態が進行するのが視えていましたから」

　茶ちや化かすでも誤ご魔ま化かすでもなく、未来を見通す力を持つ『世界の管理者』は、二人きりであることをむしろ喜ぶように言う。

「この状況で主導権争いなんていうくだらない内輪政治は見たくない、あなたの思惑と一致していただけのことですよ」

　上っ面だけの笑み、外向きの言葉遣い。

　すべてが彼女の掌てのひらの上であることにぐっと奥歯を嚙かみしめ、ティファリシアはしっかりと前を見て言う。

「当然貴女あなただけは〈森霊族エルフ〉の巫み女こが誰か、喚よび出された《英雄》が何者か──すでに知り得ているんでしょう」

「どうでしょう？　それはわかりませんね。視みている限り確定する未来は、運命論的な停止した未来ではない──あなたの《英雄》が指摘した事実ですよ」

　レイジが見破り、半ば未来視を無効化させた『未み来らい既き知ち』という能力の条件。

　それはしかし、彼自身がいなければできないことで。

「──絶対的でなくとも、ほぼ確定的な未来であることには違いないはずです。にもかかわらず言うつもりがないんですね」

　あくまで厳しく追及するティファリシアに、アエルは揺るぎない笑みで即答する。

「ええ。その必要がありませんから」

　未来予知者相手ゆえの常に会話のペースを握られる感覚。

　その圧迫感はしかし、すべて予想通りのもので。




「それもすべてクレアリシアお母様との約束だからですか？」




　あまりにも唐突極まりない言葉。

　ティファリシア自身、そう返されたら怪け訝げんにならざるをえないその発想に、アエルは開きかけていた口を中途で閉ざす。

　そうして未来を見通す彼女が目を見張るという反応を示したことに、ティファリシアは確かな手応えを得て。

　けれど、表向きの表情はささくれだったもののまま、憮ぶ然ぜんと続けた。

「今のはわたしが直感的に思ったことを訊きいただけの無意味な質問です。ですが──」

　そこで言葉を切ったティファリシアは、声にだけ確信を滲にじませる。

「無意味ではない答えが受け取れてよかったです」

　表情と声の見事な不一致。

　それはまぎれもなく以前アエルがどこかの《英雄》によって経験させられたもので。

「──フ、フフフ、アハハハハハッ！」

　突然お腹なかを押さえ、身体からだをくの字に折って、人目もはばからず笑い出したアエルに、ティファリシアは内心だけで驚きつつ、表情を変えない。

　大笑するアエルと、その前で不機嫌そうな表情で突っ立っているティファリシア。

　なにごとかと訝いぶかしまずにはいられない状況で、やがてアエルが荒い呼吸と共に言う。

「ハハ、ハ…………あー……笑った笑った……。彼女はここまで視てたのかなー？　だとしたらすでにそれって立派な『未来既知』だよねー」

「……！　その彼女というのは──」

　と問いかけかけて、ティファリシアは自分を抑えるように深呼吸を一つし。

「クレアリシア・クリアグリンになにを話したのですか」

　具体的に知りたいことの一歩先。

　かつ、彼女に視られ予測されないように表情を隠す──。

　レイジがしていた『未み来らい既き知ち』への対抗策をそっくりそのまま真ま似ねた手法は。

「んーその質問は残念ながら範囲内だねー」

　瞳を金色に染めた彼女にあっさりとそう告げられ。

「でも色々と面白かったから、キミがわざわざ四種族の首脳をティステルに呼び寄せてまで知りたかったことを一つだけ教えてあげよーか」

　気づかれていた視られていた──。

　そう思う間もなく、アエル・アウラは口元に人差し指を当て、意味深に微笑ほほえむと。




「クレアリシア・クリアグリンは《大誓約魔法》の成立に深く関わっています」




《大誓約魔法》──？

　まったく予想だにしなかった単語。なによりそれが真実だとしてここで口にすることの意味に、ティファリシアはもう困惑を隠せなかった。

「どういうことですか……!?　なぜお母様が──」

　あふれ出す感情のままに、詰め寄ろうとしたところで。

「〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリン」

　機先を制すように突き出された右手と、静かな声音。

「〈森霊族エルフ〉の件について──どうぞよろしくお願いしますね」

　これまでの話などなかった。そう言わんばかりに形式的なお辞儀をし、白く大きな翼を羽ばたかせた彼女に、ティファリシアはなにも続けることができなかった──。





　　　　◆◇◆◇◆






「……やっぱりあの情報だけじゃどうしようもない」

　夜の執務室で残務を片付けていたティファリシアは、ため息と共にアエル・アウラから与えられたヒントについてそう結論づけると、立ち上がって執務室を後にする。

　最低限の灯あかりだけをつけた城内は暗い。

　外部から余計な情報が入ってこないがゆえに、いくらでも内面に沈み込んでしまう。

　気がつくとティファリシアはまた母のことについて考えを及ばせていた。

　──クレアリシア・クリアグリン。

　ティファリシアが誰よりも愛し、こうありたいと心から願った前ティステル城主。

　普段は娘であるティファリシアが心配になるほどほわほわとしているのに、政まつりごとの話になった途端、鋭するどく的確な指示を飛ばす優秀な領主へと変わる。

　母なのに、姉や友人のようにティファリシアに接したし、冗談交じりに温泉があったからティステルに城を建てたと豪語するほどのお風ふ呂ろ好きで、敵対しているはずの〈獣妖族ペステイア〉の有力氏族を招いて一緒に入浴したこともあるお茶目でユーモアに溢あふれた不思議な人物。

　そんな母だから、使用人に限らず、すごく好かれ慕したわれていて──

　本当に、心から、ティファリシアにとっての理想の城主だった。

　もちろんそれはニート《英雄》に対する想いとはまた別で──

「ってなんでそこでレイジが出てくるんですかっ！」

　自分の思考に自分で声を出して突っ込みを入れるという異様さに、ティファリシアは思わず口を押さえ、周囲をきょろきょろと見回してしまう。

　暗い城内に人影がないことを確認すると、ほっと安あん堵どの息を吐き、あらためて恥ずかしくなって頭を横に振る。

　なぜクレアリシアのことを考えていたのにレイジが出てきたのだろう。

　そう思って、すでに答えに至っていることに驚く。

　ようするにほんの少し、本当に少しだけ──

（レイジに似てるんだ……）

　もちろんクレアリシアはあのニートと違って、きちんと仕事をしていた。

　責任感もあったし、面倒見もよかったし、優しかったし、変……ではあったけれど。

　とにかく違う。明確に大部分は違う。

　でも──

（お母様も……やる前から全部結果がわかっているみたいだった）

　まるでアエルが使う『未み来らい既き知ち』のように。

　もちろん、母がそんな力を持っていたとは思わない。

　であれば予知と見まごうばかりに正確に先のことが予測できる観察眼と思考力を持っていたということだろう。

　そう、あのニートと同様に──。

「いえいえいえ、やはりお母様をレイジと比べるのはあまりにも失礼──」

　再度セルフ突っ込みを声に出してしまって、ティファリシアは壁に手をつき、頭も当てて一人で反省する。

　……どうやら思った以上に自分は疲れているらしい。

〈森霊族エルフ〉の件の確認に奔ほん走そうしたり、四種族の《誓約者ルーラー》や《英雄》を招集したりで、連日働きづめで少々無理がきているのかも。

　そうだ。そうに違いない。

　今日はもうお風ふ呂ろに入ってさっさと寝てしまおう──そう思いながら自室の扉を開き。




「あら～遅かったわね～」




　当然のように部屋の中に立っていたクレアリシア・クリアグリンに。

　ティファリシアは大きく目を見開いた──。





　　　　▼▽▼▽▼






　──二六年前。




「──クレアリシアお姉様は〈森霊族エルフ〉の王族としての誇りは持っていないのですか！」

　グランレムの王城の一室で。

　その日、齢よわい一二となり、成年の儀式を控えていたクレアリシアに、一つ年下の妹はいつものように眦まなじりを決して声を張っていた。

「今日がどんなに大切な日であるかおわかりでしょう!?」

「……う～ん、一応わかってはいるつもりよセレシア～」

「わかっていないです!!　わかっているのなら、どうして……どうして〝聖名〟をお受けにならないのですか！」

〈森霊族エルフ〉の王族──それも次代の女王たる《誓約者ルーラー》後継者は、一二の生誕日に成年の儀式を受け、それまでの名を捨てて新たな〝聖名〟を受けなければならない。

　それが代々〈森霊族エルフ〉の王族がなしてきた義務で、守るべき伝統。

　そうであるはずなのに──

「でもわたし今の自分の名前好きなんだよね～」

　困ったように笑うクレアリシアは、すでに〝聖名〟を拒否することを決めていた。

　もちろんそれは前代未聞の大事件で、にもかかわらず目の前の姉はいつもと変わらない笑みを浮かべていることが──たまらなくセレシアの心をかき乱す。

「好きとか嫌いとか……っ、そんなの関係ないでしょう!?」

「ん～でも、ルフィシアお母様も、儀式院の高官たちも、すでに納得ずみのことだしね～」

　そう。すでに病床にあるルフィシア、最後まで反対し続けた高官たちも、クレアリシアの〝聖名〟拒否を受け入れている。

　彼女がどうやってそれをなしたのか、セレシアは知らない。

　ただ、誰もがすでに決まったことだと口を揃そろえるばかりで、まだ幼いセレシアがどれだけ無効にしてくれと訴えても決して受け入れてはくれなかった。

　直前になってようやく知ることのできたセレシアは最後の手段とばかりに儀式当日にクレアリシア本人に心変わりを訴えているのだ。

　こちらの服の袖そでを引っ張り、揺さぶり、怒っているのではなく──泣きそうな顔で、セレシアは言う。

「お姉様は……お母様よりも、歴代のどの《誓約者ルーラー》よりも──《誓約者ルーラー》に相応ふさわしい力をお持ちです……！　セレシアは誰よりもそのことを確信しているんです！」

「あは、それはどうもありがとう～セレシア。そんなことないと思うけどね～」

「お姉様がちゃんと《誓約者ルーラー》になれば〈森霊族エルフ〉は悲願である《万象の楽園アクアテラリウム》制覇も手に届くんです……！　それなのに──」

　なぜ自らその可能性をふいにするようなことをなすのか。

　そう一生懸命続ける妹に、クレアリシアは苦笑することしかできない。

「一応〝聖名〟を受けないでも《誓約者ルーラー》の資格は得られるみたいだけどね……でもほら、逆に考えれば、セレシアががんばったら《誓約者ルーラー》になれるかもしれないんだよ～？　来年、セレシアは儀式受けるでしょう？」

　あくまで話をそらし、あしらい続けるクレアリシアに、セレシアは唇を嚙かみしめ叫んだ。

「──っ、お姉様は〈森霊族エルフ〉の民を見捨てるのですか!!」

　それは。その言葉は、クレアリシアの笑顔にわずかな亀き裂れつを入れて。

　ここぞとばかりにセレシアは言葉を重ねる。

「賢明なお姉様が《誓約者ルーラー》になれば〈森霊族エルフ〉は今よりも領土を広げられるでしょう！　当然民はより多くの富を受けられます！　ひるがえってお姉様が《誓約者ルーラー》にならないことで民はそれらを得る機会を失うのです！　そのことに胸は痛まないのですか!?」

　どうだ、とばかりに顔をあげたセレシアに、クレアリシアはやっぱり少し苦しそうな笑みを浮かべていて。

「──その民っていうのは、〈森霊族エルフ〉のことだけなんだよね？」

　静かにそう問い返したクレアリシアに、セレシアは面食らったように怯ひるむ。

「……？　どういう意味ですか？」

　問いの意味すら理解しない。

　それが確認できて、クレアリシアは目を閉じ──優しく笑う。

「ごめんね～セレシア。もう決めたことだから～」

「──！　クレアリシアお姉様！」

「別に必ずしも《誓約者ルーラー》にならないつもりもないけど──もしセレシアがそうなったら〈森霊族エルフ〉のことよろしくね～？」

　クレアリシアがわざと口にしたその言葉。

　その、人任せな態度は、セレシアの目を大きく見開かせて。

　よろめき、クレアリシアからゆっくりと離れた顔を俯うつむかせ、強く強く拳こぶしを握りしめた彼女は、そうしてしばらく黙っていると、一度しゃくりあげるような素振りを見せて。

「────」

　黙って走り去っていった妹に、クレアリシアは胸を押さえる。

　そうして、決別と呼んでもいい妹との別れ方に、天井を見上げ、

「──くひひ、本当に妾わらわの言うとおりにするとはのぅ」

　そう声をかけてきた、嫌悪しか呼び起こさない〝彼女〟を見ずに言う。

「……はじめて貴女あなたのアドバイスに感謝したかも～。わたしだけじゃ結局セレシアの気持ちを引き留めるような中途半端なことを言っちゃったかもしれない」

「それはそれは……《英雄》冥みよう利りにつきるというものじゃなぁ」

　皮肉に皮肉で返す、悪意に満ちた言葉。

　それらに感情を波立たせないようにして、クレアリシアは呟つぶやく。

「これであの子はわたしを気にせず《誓約者ルーラー》を目指す……」

　そう、クレアリシアが〝聖名〟を受けないのは、名前のためなどではない。

　クレアリシア自身の夢を叶かなえるため。

　ただの妄想だったそれは、王城の書庫で目にした一冊の書物──そこに書かれていたとある《魔神器》の情報を得たときから、具体的な夢に変わった。

　そしてその具体的な夢を叶えるために──

「くひ、くひひひひ！　《誓約者ルーラー》を目指すぅ？　目指させるの間違いじゃろぅ!?」

　くひくひ、くひひひと、気持ち悪いほど美しく心地いい声で笑う《英雄》に、クレアリシアは睨にらみつけたい衝動に駆られるのをぐっと堪こらえて、淡々と言う。

「……そうだね～。その通り。押しつけるだった～」

　押しつける。セレシアに《誓約者ルーラー》の座を押しつける、〈森霊族エルフ〉を押しつける──。

　自ら呪じゆ詛そのようにそう呟くクレアリシアに、《英雄》である〝彼女〟は低く笑って言う。

「くひ、くひひ、つくづく己は──気持ちが悪いのぅ」

「……そう～？　貴女ほどじゃないと思うけど～」

「お互い様じゃなぁ──全能者気取り」

　そこではじめて振り返ったクレアリシアは、笑みを消し去って言う。

「わたしは自分で自分の夢を叶えたいだけ。人を操ること自体を楽しむ貴女とは違う」

　貴女とは違う、というのを強調し、一心に睨みやるクレアリシアに、〝彼女〟はただただ笑みを大きくして。

「その夢が潰ついえ挫ざ折せつする瞬間──それを見るのが楽しみで楽しみで仕方ないわ──」

　呪のろいのような言葉は、いつまでもクレアリシアの耳に残り続けた──。





　　　　▲△▲△▲






　──一八年前。




　たぶん、自分は変わっているのだろう。

　クレアリシアがそう思ったのは、まだ物心がつかない頃だった。

　とかく自分が考えることを周囲に表明すると苦笑されるか、まったく別の解釈をされる。

　最初は自分が子供だからだと思ったが、その傾向は成長していっても変わらなかったし、同じ子供で一歳年下の妹セレシア──オフィリアと比べても顕著だった。

　どうやら王族として、〈森霊族エルフ〉として、一個人として──クレアリシアは周囲と異なった考え方をしている。その自覚を得てなお、改めようなどとは決して思わなかったあたりもおそらく〝変わっている〟と言われる所以ゆえんなのだろう。

　苦笑が露ろ骨こつな嫌悪に変わり、排除に向かう前に、要所要所で誤ご魔ま化かす術すべを身につけたクレアリシアは、やがて周囲を巧みに動かせるようになっていった。

　場の流れを読み、これから起きることを予測し、あらかじめ動いておいたり、あるいは動くよう促したり。

　そうして自身は自由に得たいものを得ていく中で──彼女はほとんど出会った記憶がないことに気づく。

　まったく自分の思い通りに動かない者に。

「──くひ、それは事実だとしてもひどい思い上がりじゃなぁ」

　母が喚よんだ〈森霊族エルフ〉の《英雄》──クレアリシアが唯一まったく思い通りに動かせないどころか関わり合いになりたくないと思った〝彼女〟には、そう言われたことがある。

（確かにね～）

　苦手だった《英雄》の彼女だが、その点については認めざるをえない。

　クレアリシア自身気づいていないだけで、きっと今までもたくさんいたのかもしれない。

　覚えていないだけ。気づいていなかっただけ。

　けれど、少なくともクレアリシアの記憶上ではほとんどいないことに変わりなくて──

　それゆえに、彼には驚かされた。

　驚かされて。戸惑って。嬉うれしくて。

　だから──

「おはよ～」

　クレアリシアがそう挨あい拶さつした途端、レストは露骨に顔をしかめ、次いで大きなあくびをしながら言う。

「…………なに？」

　邪魔であるという気持ちを欠片かけらも隠すことなく言ったレストに、クレアリシアはとびきりの笑顔で答えた。

「別に～宣言通りつきまとわせてもらってるだけ～」

「はぁ……？　宣言通りって……いやそもそも宣言なんてしてたっけ？」

「してたよ～。勝手に利用させてもらうって」

「…………ああ、あの全裸宣言な」

　瞬間、クレアリシアはぴしりと表情が固まったが、すぐに何事もなかったように続ける。

「勝手に利用させてもらうってことはいつでもどこでもつきまとうっていうことだから～」

「………………あっそ」

　振り払う方法を考えるのも面倒とばかりにあっさり諦あきらめたらしく、だらだらと歩き続けるレストに、クレアリシアは内心でほっとため息を吐つく。

　……危なかった。

　昨日のこと……より正確に昨日の水浴びをしていたクレアリシアについては一刻も早く忘れ去ってほしい。

　ある程度そのことを会話に出されることも予測しておき、耐性をつけていたつもりだったが、裸という単語だけでも動揺が表に出そうになった。

　どうやら昨日の一件は自分でも思った以上にショックを受けているというか、恥ずかしさが残っているというか……不思議な感情をかきたてられる事象だったらしい。

　弱みに繫つながりかねない情報は極力伏せる。当然それは利用しようという相手に握らせていいものではない。

（できる限りそこには触れられないようにしないと～）

　思いながら、クレアリシアは表面上は適当に、けれど内面は慎重に、レストを観察する。

　気を抜くと少女のように見える、よく言えば中性的な美男子、悪く言えば童顔なレストは、磨けば確実に光る外見をしている。

　しかし、彼が歩く姿は明らかにだらしなく、たまにすれ違う人々からもあまり好意的な視線は向けられていない。

　本人がこだわっていないと言えばそれまでだが、クレアリシアなどはもったいないと思ってしまう。

　他者から慕したわれて悪いということは基本的にない。

　好意を向けられるということはその相手に対して主導権を得るということだからだ。

　慕われて面倒、うっとうしい、嫌だなどということが起きれば切り捨てればいいだけだし、それ以外のデメリットというものは存在しない。

　メリットはあげれば数限りなく、だからこそ一般的に他者から好意を得られるのは良いこと、とされるのだ。

　だからクレアリシアはたとえ反〈森霊族エルフ〉でまとまっている〈隷人族インフイルマ〉レジスタンスの隠れ里でもいつもと同じように動く。

「おはよ～」

「……!?」

「おはよ～、いい天気だね～」

「…………」

「おはよ～、可愛かわいい子だね～」

「…………あ、ありがとう」

　大半に不審がられ、訝いぶかられ、無視されても、クレアリシアは挨あい拶さつを、声かけをやめない。

　挨拶はコミュニケーションの基本、どんな相手にも扉をつけることができる万能の手段。

「おはよ～立派な家だね～中も素敵そう～」

「…………」

「おはよ～、わ、おいしそうなパン～」

「…………あー、一つ食べてくか？」

「え、いいの～？」

「ちょ、ちょっとあんた！　バカじゃないの！　相手が誰だかわかってんのかい!?」

「い、いやだってよ……」

「いいよいいよ～また今度よろしくね～」

　レストの横に並びながら、道行く〈隷人族インフイルマ〉の人たちや、物珍しそうに家から見てくる人たちに声をかける。

　そうして積極的に交流していくクレアリシアに対して──横の観察目標は驚くほどまったく反応しなかった。

　ずっと、誰かに挨拶し、声をかけ、話をしているあいだ、意識の一端をレストにおいているのだが、まるでなにも起きていないかのように眠そうな目をこすり、あくびをかみ殺し、だらだらと適当に歩いているだけ。

　……別に驚いてほしいとか、感心してほしいとか、そういうことではないけれど。

（少しくらい反応してくれてもいいと思うんだけどな～）

　と考えつつ、クレアリシアはレストの分析を進めていく。

　反応しないのも立派な反応。

　……それにしても〈森霊族エルフ〉に限らず、種族の壁を越えて相手を手玉にとる手法は有効なのに、彼にだけはそれらが一切通用しないのはなぜだろうか。

　もちろんだからこそレストに興味があるし、必要だと強く考えているのだが──

「う～ん、やっぱりなにかしら手応えがあったほうがやる気が出るよ──ね～エリサさん」

　唐突に振り返ったクレアリシアに、一見してただ水みず汲くみから帰ってきただけに見えた一人の〈隷人族インフイルマ〉が不自然なリアクションを取った。

　こちらには気づかなかったように桶おけをのぞき込んだその男に、近寄っていったクレアリシアは、屈かがみ込んで彼の顔を下からのぞき込むようにして。

「空の水じゃ桶の持ち方が変わってくるし、男性に変装するなら歩き方や仕草にも意識しないと──すぐわかっちゃうよ～？」

　穏やかな笑み。

　動きを止めていた彼──彼女は、水桶を道に置くと、堂々と帽子を脱ぎ捨て一歩離れると、クレアリシアをまっすぐ指さし言った。

「──エ、〈森霊族エルフ〉を監視するのは〈隷人族インフイルマ〉レジスタンス『残ざん紅こうの誓い』リーダーとして当然のことなんだから……！」

　ボリュームこそ抑えられていたものの、声には動揺がありありと読み取れて。

「ん～？　別に責めたりしてないけど～？」

　にやにやと少し意地悪く笑うクレアリシアに、エリサはわかりやすく頰ほおを赤くし、歯は嚙がみする。

「ちょ……直接口にしていなくても……顔が言っている」

「え～？　ほんと～？」

　エリサと聞いて足を止めていたらしいレストに、クレアリシアは声をかける。

「ね～レストはどう思う～？」

「…………男装似合わねーなエリサ」

「…………な」

　その言葉になぜか地味にショックを受けているエリサにぴんときつつ、クレアリシアはここぞとばかりに切り出した。

「レストもこう言ってるし一回バレちゃってるし～とりあえず変装も監視もやめたら～？　すごく効率悪いし～」

「あなたにどうこう言われるつもりはない……！」

「いやというかお前…………」

　自分もつきまとってるじゃん、と突っ込みかけたレストに笑みを見せて。

「だから──効率よく直接訊きくっていうのは～？　朝ご飯でも食べながら」

　そう言って先ほど通り過ぎたパン屋を指さした。





　　　　◆◇◆◇◆






「うふふ～ほんとはすごく食べたかったの～このパン」

　森を切り開いて造ったように見える広場。

　切り株を利用したベンチに腰掛けたクレアリシアは、先ほど断念したパンを一口大にちぎり、

「──！　ん～!?　ふわふわ～！　おいしい～！」

「…………」

　テーブルどころかナプキンもないベンチで、ナイフやフォークも使わず直接手で摑つかみ、子供のようにはしゃいでいるのに──一つ一つの仕草がこの上なく上品であるせいで妙に優雅。

　どこまでも不可解な〈森霊族エルフ〉の王族に、レストを挟んで反対側に座っていたエリサがぼそりと呟つぶやく。

「もっといいものを食べてるくせに……」

「ん～？　そんなことないよ～？　確かに値段という意味でわたしが普段食べているものは〝いいもの〟かもしれないけど、ご飯のおいしさってそんなもので決まらないでしょう～？」

「……値段は十分においしさの一要素になるわ」

「でも同じものでも一人で食べるのと好きな誰かと一緒に食べるのじゃ全然味が違うよね～」

　そこでちらりと視線を動かしたクレアリシアにつられる形で、エリサはレストを見て。

「──」

　はっと彼女が息を吞のむのを確認すると同時に、クレアリシアはやんわりと言う。

「──ね～？　食べるもの自体おいしさの一要素でしかないし、おいしさっていう意味ではこっちのほうが断然〝いいもの〟だよ～」

　ふんわりと自然に笑ってみせる彼女に、エリサはなにも言い返せずそっぽを向く。

　そのあまりにもわかりやすい反応に、クレアリシアはイタズラめいた笑みを浮かべ、パンを一ちぎりし、

「はいレスト、あ～ん」

「は!?」

　と声をあげたのはエリサで。

「──んぐ」

　ぼーっと隣で座っていたレストは親鳥から餌えさを与えられたかのごとく、口の中に入れられたパンをもぐもぐと食べて言う。

「…………ん、うまい」

「な、な、なな──なにしてるん!?」

「え～？　普通においしいから食べさせてあげただけだけど～？」

「ふ、普通にって……た、食べさせてあげただけって！」

「あれ～？　エリサさんレストと一緒に住んでるのよね～？　こういう風に食べさせてあげたことないの～？」

　そう言いながらもう一口。

　されるがままに頰ほお張るレストを、エリサは信じられないような表情で見つめ続けるが、本人はまったく気にとめていない。

　ただ、乾いたパンばかりを食べたせいか、少し飲み込みづらそうにしていて。

「あ～お水～？　それなら──」

「レ──レスト！」

　クレアリシアより早く水筒を手に取ると、エリサはほんの少し躊ちゆう躇ちよを見せてから勢いよくレストに水を飲ませようとする。

「ちょ──ぅ、む……ぐ──ぷはっ、げほっげほっ」

「あ～あ～、勢いよすぎかも～」

「あ……ご、ごめんなさい……」

　そうして一転してしょんぼりするエリサに。

「──ふふっ」

　クレアリシアはもう無理とばかりに笑い出した。

「あははは、エリサかわいい～」

「ぅ……ぐ……か、可愛かわいくなんか……というか、呼び捨て……！」

「え～？　だめ～？　エ・リ・サ」

「やめて！」

　少し大きめのボリューム。

　本気で言っているのに、顔が赤いせいで強がっているように聞こえてしまうことに気づいて、エリサは歯は嚙がみする。

　実際呼称などどうでもいい。

　どうでもいいのだけれど──

「ん～ん、なるほどなるほど～」

　レスト越しにこちらを見てくるクレアリシアは、いかにもわかっているとばかりに何度もうなずいて言う。

「エリサはこういうのが苦手なんだね～？」

「────」

　──あんたは人の気持ちっちゅーもんを汲くみ取るのがへったくそやなぁ

　かつて師と仰いでいた相手にも言われたことがある言葉。

　レジスタンスのリーダーをしているのに、人との関わりを避けすぎる──。

　エリサ自身自覚している欠点で、なによりも認めたくない事実を、よりにもよってクレアリシアに見抜かれたということに反射的に声を荒らげそうになって。

「いや～上の立場って大変だよね。なんでもできるって思われがちで～」

　困ったような笑顔と、自分にも経験があると言わんばかりの親しげな口調。

「そんなに要求するなら自分たちでやってみろ～って思ったりしない～？　わたしはよく思ったんだけど～王族なんだから〈森霊族エルフ〉のことを考えろって言われてさ～」

「……それは当たり前のことでしょう……？」

「え～……別によくない～？　王族でも～」

「よくない……人には与えられた役割というものがあるわ」

「……そんな全部生まれた瞬間とかに決められたくないんだけど～」

「それは……」

　それは、エリサもそう思う。

〈隷人族インフイルマ〉に生まれたからといって、それだけでその後の人生を決めつけられるのは──絶対に許せない。

「みんな考えすぎだと思うんだよね～生まれとか立場とか。もっと気楽に生きられればいいのに～」

　呟つぶやいたクレアリシアは、すぐになにかに気づいたようにまばたきをして、

「あ、気楽っていってもレストのそれは違うからね～？」

「………………えぇ……？　なんでこっちに飛び火してきてんの……？」

「飛び火って、隣にいるんだから会話に参加してよね～。そもそもレストは根本的におかしいんだから。ね～エリサもそう思わない～？」

「……思う」

「え……!?　おい、エリサお前〈隷人族インフイルマ〉の誇りはどうした……っ？」

「……それとこれとは別。そもそもレストは生き方が間違ってる」

　こればかりは同意せざるをえないとばかりに強くうなずいたエリサに、クレアリシアも同じようにうなずいてみせて。

「ほら～やっぱりみんなそう思ってるんだよ～？　生き方を悔い改めるつもりはないの～？　世界に対して申し訳なくないの～？」

「世界に対してってなんだよ……！　つーか三人しかいないのにみんなって大きくでたな……お前らが世界かよ」

「うん」

「うんじゃねーわ！」

　真顔でうなずくクレアリシアとげんなりとしながらも鋭するどく突っ込むレストに、エリサはくすりと笑いそうになって。

　気づく。

　気づいてしまう。

〈森霊族エルフ〉で、それも王族。

　おまけにレストに対してエリサがしたこともないようなことを躊ちゆう躇ちよなくするという、どう考えても相あい容いれない相手のはずなのに──

　少し会話をし、レストについて語っていただけで、いつの間にか彼女のことを受け入れはじめている自分に。

（違う違う違う！）

　相手は〈隷人族インフイルマ〉を貶おとしめ、今も従属させている、憎き〈森霊族エルフ〉の王族。

　現状目的の一部が一致しているために行動を共にしているだけで、心まで許す必要はないし、そんなことは言語道断。

　馴なれ合あうなんてもってのほかで、むしろ警戒していなければならない。

　だから。

「レストと違って、わたしたちは仲良くなれそうだね～」

　人好きのするその笑顔に。

　エリサははっきりと言う。

「それだけはありえない」

　そう、ありえない。

　クレアリシアが〈森霊族エルフ〉の王族で、エリサが〈隷人族インフイルマ〉のレジスタンスリーダーである限り──。

「えぇ～……」

　いかにも悲しそうにそう口にしたクレアリシアに、エリサはなにも言わない。

　──認めよう。

　エリサは人の気持ちを汲くむのが不得意で、仲間たちともなかなか親しくなれない。

　そしてクレアリシアはその逆だ。

　彼女と言葉を交わせば、それだけで引き込まれかねない。そういう魅力が彼女にはある。

　だからこそ、エリサは彼女とは必要以上に話さない、ふれあわない、コミュニケーションをとらない──。

　そう強く決意したエリサを尻しり目めに、悩ましげに考え込むようにしていたクレアリシアは人差し指を立ててて。

「う～ん、どうしても仲良くなれないっていうなら──【賭かけ】をしよう～」

「…………は？」

　意味がわからない。

　率直にそう思い、そのまま口にしたエリサに、クレアリシアは立てた人差し指を揺らしながら続ける。

「えっとね～わたしはエリサと仲良くなりたいと思っていてなれると思ってて、でもエリサは立場の問題から無理だと思ってるよね～？」

「──」

　立場の問題などと一言も口にした覚えがないのに。

　なぜ──？

　そう思っているあいだに、クレアリシアはするすると言う。

「お互いに信頼しあえていない……悲しいけどそういう状況なら、そういう状況なりに話の仕方があるんじゃないかなって思うんだけど～」

「……それがどうして【賭かけ】に繫つながるの」

「うんうんそう思うよね～。でも結構いい方法なんだな～これが。《大誓約魔法》の下、簡単なゲームの形で【賭け】をして、勝ったら一つ質問をできるってことにするの～もちろん答えに噓はなしって決めてね～」

《大誓約魔法》下で契約をする以上、当然相手は噓を吐つけないという形にする。

　確かに信頼関係の築けていない……それでいて情報を引き出したい相手とコミュニケーションを取るにあたってはいい方法に思えるが。

「論外ね」

　ばっさりと切り捨てて、エリサはクレアリシアを睨にらみつける。

「〈森霊族エルフ〉のあなたと〈隷人族インフイルマ〉の私のあいだで公平なやりとりなど成立しえない。すでにそのことは証明されていることでしょう？」

　クレアリシアがレジスタンスのアジトに侵入してきたとき。

　同じようなやりとりの中で、【賭け】など成立しないとすでに証明されていた。

　その証明した人物は──

「ところがそんなこともないんだよ～。ね～レスト？」

　クレアリシアのそんな問いに、あくまで我関せず……というより、そもそも話を聞いていなかったようだったレストは、エリサに睨まれ、あらましを話されると、仕方なさそうに口を開き、

「……契約を交わす二人以外の第三者が、クレアリシアに向かって【今から指定の期間〈隷人族インフイルマ〉と同等の能力しか使ってはならない】と《大誓約魔法》に誓わせる……その上でなら成り立つんじゃねーの」

　あっさりとクレアリシアの説を支持してみせて。

　実際にやったことないから知らんけど。と適当極まりなく付け加えたレストに、エリサは大きく目を見開く。

「え……は……？　じゃ、じゃあ、あのとき言ってたのは──？」

　レジスタンスのアジトでレストは認識魔法を見抜く手段のない〈森霊族エルフ〉相手ではあらゆる交渉が成立しないと言っていたはずなのに。

「あ、あー……あれね……えーと、あれは……その……」

「とっとと帰りたかったレストが口から出任せで言っただけ～」

　すぱっとぶっちゃけたクレアリシアに、エリサは目を剝むく。

「ま～ま～あのときは【賭かけ】それ自体に意味もなかったし、レストも無駄を省きたかっただけなんだよ～」

「そ、そうそうその通り……！」

　意見を変えたことではなく、クレアリシアに同意したという事実にエリサはより苛いら立だちを募つのらせる。

「──レスト。帰ったら話があるから」

「ぅ……」

　低く呟つぶやいたエリサに、レストはより小さくなり、そんな二人のやりとりを尻しり目めにクレアリシアは明るく言う。

「とりあえず今レストが言った方法ならわたしとの【賭け】は成立するんだよ～。だから──」

「なぜそこまでこだわるの？」

　正面から断ち切るように。

　まっすぐ言葉を投げてきたエリサに。

　クレアリシアは二度またたき、完かん璧ぺきな笑みを浮かべて。

「エリサから信頼されたいから」

　一瞬目を奪われた笑みは、すぐに柔らかなイタズラっぽいものに変わる。

「【賭け】はそのための手段だね～。ほら、相手のことを知るって仲良くなるための第一歩でしょ～？　エリサのこと根掘り葉掘り訊きけたらすぐ打ち解けられそうだな～って」

　うふふ～と、王族らしからぬにやけ顔を晒さらすクレアリシアに、エリサは鼻はな白じろみつつ言い返す。

「……それは【賭け】に勝ったらの話でしょ。調子に乗らないで」

「ん～ん～、どうかな～？　調子に乗ってるのはエリサのほうかもよ～？」

「冗談は休み休み言って」

「わかった～。休み休み言うようにするね～」

「……っ、もういい……っ」

「え～もういいの～？　それじゃあ──」

　いかにも残念そうな素振りを見せたクレアリシアは、さりげなく席を立とうとしていたレストの裾すそをがしっと摑つかみ、

「第三者役、お願いね～」





　　　　◆◇◆◇◆






　──食事にかこつけたコミュニケーションからまんまと【賭かけ】を成立させ、さらなる情報の引き出しをはかる。

　なるほどうまくやるなーと他ひ人と事ごとのように思いながら、レストはあくびをかみ殺しクレアリシアの能力──認識改変魔法を禁じる契約を見届ける。

　第三者を介したことでクレアリシアの魔法は事前に使われることもなく、これ以降の【賭け】に魔法的な意味での不正は入り込まない。

　その上でクレアリシアがとるのは──

「レスト～【賭け】の方法決めてくれる～？」

　そらきためんどくさい……と言わんばかりに顔をしかめたレストを意に介さず、〈森霊族エルフ〉の王族は、いかにも仕方なさそうに続ける。

「しょうがないでしょ～？　エリサがわたしの決めた方法じゃ嫌だって言うから～」

　そう言って困ったような表情でこちらを上目遣いに見上げてくる彼女は、この上なく美しく可愛かわいらしい。

　美男美女揃ぞろいと言われる〈森霊族エルフ〉の中でも、王族は格別に見目が麗しいというのは本当のことだったようだ。

　これまでことごとく薄暗い場所だったせいでよく見えなかったが、朝の太陽の下ではその美び貌ぼうは光り輝いてすらいて──

「聞いてる～？」

　不意に顔をのぞき込まれ、表向き一切リアクションをとらなかったレストは即答する。

「聞いてない」

「だから～エリサがわたしが【賭け】の方法決めるのが嫌だって言ってるから～」

「当然でしょう……!?　あなたに【賭け】の方法を決めさせたら自分に有利に取りはからうに決まってる！」

「え～というか別にわたしが【賭け】の方法を決めたあとで先にエリサが賭ければいいだけのことだと思うんだけど～」

「信用ならない」

「……ね～？　埒らちがあかないからレスト決めて～」

　そうやって前屈かがみになると、嫌でも豊満な胸がのぞけてしまって。

「…………はー……」

　レストは深々とため息を吐つくと、死ぬほどめんどくさそうに顔をあげ、クレアリシアとエリサを交互に見る。

　そのまま頭を二度かきまっすぐ正面の大樹を指さすと。

「……んじゃ、〝次にあそこの木の陰から出てくる動物はなにか〟当てたほうが勝ち──これでいいだろ？」

　適当極まりない声。

　いかにもたった今思いついたばかりと言わんばかりの言葉に、エリサが目を見開く。

　同時に反射的にレストを見て──すぐになにかに気がついたようにはっとして目をそらした。

　そうしておそるおそるクレアリシアの様子をうかがいみると。

「……ん～？　それ賭かけっていうか……まあいいか～。動物ね～……あっちの森の中には動物いなかったし……ああでも道中は色々見かけたな～鹿しかとか鳥とか……」

　若干訝いぶかったもののすでに〝お題〟を受け入れているようで、レストの真意にはまったく気づいていない。

　レストの真意。そんなものに気づけるのは、この場では最初からエリサしかいないが。

　だからこそ、エリサは驚きを隠せない。

　まさか。

（まさか──レストがイカサマを仕掛けてくるなんて……）

　この時間、この場所であの大樹から飛び出してくる動物など、おそらくこの集落に住まう者なら誰もが知っている。

　唯一、確実に知らない者がいるとすれば──思うや否や、エリサは急ぎ答えを口にした。

「──少女。私の答えは〝少女〟よ」

　大樹から出てくるのは少女。そう口にした途端、クレアリシアがぱん、と手を合わせて感心したようにうなずく。

「なるほど～確かに〝動物〟ならそういう答えもありだね～……う～ん、それじゃあ私は〝鹿〟にしようかな～？」

　あっさりとそう口にし、【賭け】の成立を告げる魔法陣が展開されると。

　やがて大樹からひょっこりと顔を出し、こちらを見たのは。

「……？　……おはよーエリサお姉ちゃん、レストお兄ちゃん……えと、私の顔になにかついてる？」

　そう言って不思議そうに首を傾かしげる少女は、レストが別になんでもないないと言うと、クレアリシアに興味津々な眼まな差ざしを向けたまま広場の向こうへと走っていった。

　その彼女の後ろ姿が見えなくなったところで。

　エリサがあくまで冷静に、クレアリシアに向き直り、

「残念──」

「──あ～〝故人のために毎朝花を摘みにくる少女〟か～」

　勝利の笑みを見せつける前に、ズバリ言い当ててみせたクレアリシアに驚きよう愕がくを露あらわにしてしまう。

「な──」

　どこで、それを。

「あ、当たった～？」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむクレアリシアにカマをかけられたのだと察し、エリサはレストを見る。

　無言の圧力は重いレストの口を開かせた。

「……消去法だろ。手にした道具、服装、表情、仕草、風習、時間、環境……あとはまあ──」

「イカサマ」

　あくまで笑顔で。

　ズバリ口にしたクレアリシアに、レストは悪びれもせず肩をすくめる。

「──こっちが決まった時間に通るのを知っていたっていう前提の下に推測すれば、そういう答えは導けるんじゃね。お前〝次にあそこの木の陰から出てくる動物はなにか〟って訊きいてるのに〝人間〟じゃなく〝少女〟っていう性別年齢まで断定した具体的すぎる言い方してたし。誰だって元から知ってたって思うだろ」

　エリサだけを見てそう説明したレストに、クレアリシアはいかにも不満そうに言う。

「む～ずるい～こんなのエリサが絶対有利なのに～」

「第三者が公平でなければならないなんて条件はなかったし」

「…………そうだけど～」

　そうして仕方なさそうに唇をとがらせ、ため息一つ。

「ま～負けは負けだよね～。それじゃあエリサ質問どうぞ～。契約通り絶対に噓は吐かないよ～」

　あっさり笑顔。

　綺き麗れいな手を差し出されたエリサは、ズルをしたという負い目もあってほんの少し怯ひるんだものの、すぐに思い直す。

〈森霊族エルフ〉の王族が《大誓約魔法》の下、絶対に噓を吐つけないという状況は、〈隷人族インフイルマ〉にとって絶対に逃すことのできない好機だ。

（レジスタンスリーダーとして訊くべきこと……）

　クレアリシアのこと、オフィリアのこと、現状の〈森霊族エルフ〉王城内の詳細な情報──それらが頭の中に思い浮かび、スムーズに尋ねられるよう整理する。

　そうして慎重に口を開いたエリサは、




「……レストのことをどう思っているの」




　自分でも思ってもいなかった問いが出てきて。

「あ──ち、ちゃう！　今のなし!!」

　ぶんぶん手を振って取り消しを主張するエリサに、目を丸くしていたクレアリシアが我に返って笑い出す。

「あ、あはははははっ、そ、その質問は予想外すぎる～」

「ぅぐ……」

　顔を真っ赤にするエリサは、横目にちらりとレストを見て、彼もまた目をぱちくりと瞬いているのがわかり、すぐに言葉を続ける。

「ク、クレアリシア！　〝あなたがここに来た目的はなに!?〟　これが質問！」

「え～……レストのことじゃなくていいの～？」

　笑いすぎて出てきた涙を拭ぬぐいつつ、そうイタズラっぽく弄いじるクレアリシアは契約の魔法陣が生じていることに気づき、ぼそりと小さく呟つぶやく。

「……レジスタンスのアジトじゃなくてここに来た理由か～」

　なるほどちゃんと考えられている。

　以前クレアリシアが《大誓約魔法》に誓って宣言したときはレジスタンスのアジトに入ってきた理由だった。

　それならなんとなくで済んだが、ここ──〈森霊族エルフ〉第七領地ティステル地方に来た理由はまた別の話。

　問いを嚙かみしめるように一度目を閉じたクレアリシアは、再び開くと、エリサをまっすぐ見る。

「〝わたしがここに来た目的は温泉を主目的とした施設を造るため〟だよ～」

　ほんわか笑顔。

　…………噓ではない。

　契約が成り立っている以上、クレアリシアは噓を吐つけない。

　そうとわかっていてなお、エリサはその言葉を口にせざるをえなかった。

「噓、でしょう……？」

「それは《大誓約魔法》に訊きいて～」

　冗談めかしながらクレアリシアは続ける。

「でもまあこれレストには言ったんだけど──わたしお風ふ呂ろがなによりも大好きでね!?」

　突然エリサに顔を寄せてきたクレアリシアは目をらんらんと輝かせて早口で語る。

「物心ついたころからずっと自分で温泉地を一から造ってみたいという野望を持っていたわたしは王城の第三書庫で〈森霊族エルフ〉領の地質調査書を読み込んだ結果、第七領地ティステル──つまりこの一帯が一番地質的に適してるということを突き止めてその事実自体はずいぶん前にわかっていて何度も来ようとしたんだけど王族につきものの政務とか情勢とか諸もろ々もろが絡んじゃってなかなか来れなくて、《誓約者ルーラー》継承のごたごたで混乱してる隙すきに抜け出してきたの！　それで昨日近くの泉の水質を調べたんだけどまず間違いなく目もく論ろみどおりにいきそうだから早速この一帯に──」

「──わ、わかった、わかったわ！　もういい！」

　タガが外れたようにまくし立ててきたクレアリシアに、エリサは両手を突き出し、なんとか距離を取る。

　クレアリシアもクレアリシアで、なんでエリサが引いたのかわからないように何度かまたたくと、のんびりと小首を傾かしげて。

「そう～？」

　そのほんわかとした雰囲気と、ほんの少し前の熱情とのギャップに眉をひそめつつ、エリサは軽く咳せき払ばらいをするようにして言う。

「……正直、温泉地とかなにを言ってるんだって思ったけど……噓は吐ついていないというのは十分に伝わったわ。……本当に……偶然だったのね」

　レジスタンスのアジトに入ってきたとき、クレアリシアはたまたま見つけたと言っていたが、確かにそういう目的があったのだとしたら納得もできる。

　……大元の温泉を掘るためにわざわざここまで来たということが馬鹿らしすぎるが。

「ちなみにここ自体は完全に未開の地ってことになってたから、最初見つけたときはすごいびっくりしたよ～」

　そう付け加えたクレアリシアに、エリサは静かに言う。

「…………人の出入りにはこれ以上なく注意を払っているのだから当然でしょ」

〈森霊族エルフ〉からティステルと呼ばれているこの地は、クレアリシアが言うように元々はただの森林地帯でしかなかった。

　一部に［七滅戦セブンス］の傷跡が残っており、外から見る分には普通の森と変わらないのに、足を踏み入れたが最後迷って出られなくなるような危険な場所も多かったせいだろう。

　領地であるのに、所有物としてほとんど認識されていない──それは一部の行き場のない〈隷人族インフイルマ〉たちにとって実に都合がよかった。

　とある穀潰し参謀の助言により、そういった地であれば自ら切り開くことで半ば所有地のようなものにできると聞かされていたからだ。

　元の所有者に再認識されてしまえば解けてしまう魔法のようなもの。

　そう聞かされたことで、住人たちは注意深く行動した。

　隠れ里に恒常的に住む者は一部で、大部分は普段〈森霊族エルフ〉の街で働き、暮らす。

　必要な食料や物資は極力現地で調達し、人以外の出入りをぎりぎりまで制限する。

　……目論見どおりにうまくいっていたのだ。

　クレアリシアのような変人が訪れるまでは。

　その変人は、先ほど少女が走って去っていった方を見ながら言う。

「……基本的に若い人たちばかりで子供も多いから～そういう場所として使ってるってことだよね～？」

「…………」

　これ以上は答えるつもりがない。

　そういう意思表示の沈黙に、クレアリシアはすぐにああ、と察したようにすると。

「とりあえずエリサの質問は今のでおしまいでいい～？　それとも──最初の質問にも答えたほうがいいかな～？」

　イタズラっぽくそう尋ね、エリサからその言葉を引き出す。

「お、終わりでいいっ！」

「おっけ～」

　ぱんと、手を合わせたクレアリシアは。

「それじゃ～次の【賭かけ】いってみよ～」

　当たり前のようにレストに向いて。

「──は？」

「はー……めんどくさ」

　そう言いながらも、レストが次のお題を用意しようとしているのを、エリサが慌てて止める。

「ちょ──ちょっと待って！　次？」

　なんだそれは。そんなのは聞いていない──そう続けるのを読んでいたように、クレアリシアが指を一本立てる。

「え～？　わたし【賭け】は一回でおしまいなんて一言も言ってないよ～？」

「────」

　しまった──エリサがそういう表情を浮かべたのを見逃さず、クレアリシアはわざとらしくレストに流し目を送って。

「…………んじゃ次は──」

　そうして四度目まで【賭け】を行った結果。

　レストの手引きもあって、エリサが三勝、クレアリシアが一勝という形になった。

　エリサが勝った際の問い──〝〈森霊族エルフ〉は現在どの程度混乱しているのか？〟や〝反《誓約者ルーラー》サイドはどの程度まとまっているのか？〟という質問に、

　クレアリシアは〝クレアリシアの温泉好きは〈獣妖族ペステイア〉にまで知れ渡っている〟や〝〈森霊族エルフ〉内でクレアリシアを好ましく思っている者は例外なく風ふ呂ろ好き〟という突拍子もない答えで決着させ、

　かと思えば、クレアリシアが唯一勝っての〝〈森霊族エルフ〉の隠れ里で温泉が出たという話はないか？〟という問いにもエリサは〝温泉は聞かないが地盤がゆるく地下崩落の起きた場所ならある〟という答えを返すしかなく。

　ようするに──クレアリシアの温泉好きが病的という、両者にとってどうでもよすぎる情報だけが増えていって。

「は～い、それじゃ次～」

　もはやエリサも突っ込みを入れず、次こそは勝つとばかりに拳こぶしを握りしめているのを確認し、がりがりと頭をかいたレストは、一度身体からだをくの字に折って勢いをつけながらベンチから立ち上がる。

「いや、もういいんじゃね？」

　どこか呆あきれているようにも見える眼まな差ざしは最終的に〈森霊族エルフ〉の王族たる彼女に向けられた。

「……いいっていうのは～？」

　きちんと笑顔を作ってみせてからそう問い返したクレアリシアに、レストはいかにもめんどくさげに続ける。

「【賭かけ】の主旨はもう十分すぎるほど達成されてるだろ」

「【賭け】の……主旨？」

　訝いぶかしむエリサに、レストはほんの少し沈黙を挟み、結局仕方なさそうに言った。

「最初にそいつが言ってたこと覚えてるか？」

「……私から信頼されたいと言っていた」

　相手を知るのが仲良くなる第一歩。だからクレアリシアは【賭け】に勝ってエリサのことを知りたいのだと──。

「それ達成されてるよな」

「……え？」

「相手のことを知るのは一方向に限らない。エリサからクレアリシアのことを尋ねて知ってもらうのも目的だから、最初から【賭け】には勝っても負けてもいい」

　目を見開くエリサをよそに、レストはクレアリシアに言う。

「というかむしろ、わざと負けてたよなお前。まあそっちのほうが楽だけどさ」

「それはレストがエリサに有利な方法ばかり提案するからじゃない～！　どうせ〝エリサなら絶対勝つまでやろうとするから、なるべく早く終わらせるためにエリサに多く勝たせよう〟とか思ってたんでしょ～？　レストが楽をするために！」

「……はぁ？　言いがかりも──」

「はい、まぶた動いた～！　レストって誤ご魔ま化かそうとするとき右まぶたがぴくって動く癖あるよね～！」

「──とか本人に確認できない特徴でカマかけて自分の主張認めさせようとすんのやめろよ？　バレバレだから」

　いつの間にか、正面から顔をつきあわせて言い合っている二人に、エリサはただただ呆ぼう然ぜんとする。

　……どうして。

　どうしてクレアリシアはそんなにレストと通じ合っているのか。

　五年以上一緒に暮らしているエリサがわからないのに。

　考えるだにどす黒い感情が胸に募つのっていって──

「──ねえねえエリサお姉ちゃん」

　唐突に背後から服を引っ張られて、エリサは握りしめていた拳こぶしを開き、振り返る。

　そこにいたのは、十数人の子供たち。

　声をかけてきたのは先ほど花を摘つみに行っていた少女で、彼女はエリサの顔を見た途端、怯ひるんだ表情を浮かべ、

「ぁ──ご、ごめんなさい……」

　そうして逃げるように立ち去ろうとしたところで。

「あーそろそろ学校の時間かー」

　レストがやや大きめの声で言ったことで、少女は足を止めほっとしたような表情でこちらに振り返る。
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　同時にレストはエリサの横に並び、さりげなく囁ささやきかけた。

「……表情。子供たちが怯おびえてる」

　指摘されてはじめて、エリサは自分が子供たちの近づきがたい空気を纏まとっていたのだと気づき、小さく謝罪すると共に歯は嚙がみする。

　誰のせいだと思っているのだ──。

　その原因の片方は、小首を傾かしげて訊きいてきた。

「学校～？」

　答えたくない。そう思う気持ちと同時に、エリサが答えなければ誰が答えるのかに思い至って仕方なく口を開く。

「……ここはただの隠れ里じゃない。何らかの理由で親のいない子、身寄りのない子たちを引き取って、集落の皆で育てているの」

　育てるというのは衣食住を満たすことと同義ではない。

　きちんとした教育をすることも含まれる。

「なるほど～それで子供がいっぱいいるのね～」

　納得するようにうなずいたクレアリシアは、けれどすぐに不思議そうに首を傾げる。

「この子たち〈森霊族エルフ〉領から来たのよね～？　ということは親は《大誓約魔法》の下で〈森霊族エルフ〉と雇用契約を結んでいて……契約さえあれば、雇用主である〈森霊族エルフ〉はたとえ亡くなった後でも雇った〈隷人族インフイルマ〉の子供の面倒を見る義務があるはずだけど～」

　この場合の義務とは書面や口約束によるものではなく、魔法的強制力のあるものだ。

〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》によって施行されているその制度は契約によって種族全体に行き渡っている。

　したがって、雇用者側の〈森霊族エルフ〉が個別的な事情で拒否することもできない。

「自画自賛するわけじゃないけど、〈森霊族エルフ〉はかなりその部分充実してなかった～？」

　クレアリシアの言葉は他種族と比べてのものなのだろう。

　他の種族に比べて〈森霊族エルフ〉は雇った〈隷人族インフイルマ〉を大事にしている。たとえ親がいなくとも子供の面倒をきちんと見てくれる──。

　それは確かな事実で。

「……だからこそでしょ」

　エリサたち集落が子供を引き取り育てる、なににも代えがたい大きな動機だった。

「それとも──私たちにはいつまでも〈森霊族エルフ〉の奴隷でいろと言うの？」

　鼻で笑ったエリサに、クレアリシアはほんの少し困ったように眉を寄せて、口を開く。

「……そういうことじゃなくて──」

「どうせなら〈森霊族エルフ〉の行き届いた教育を受けたほうがいい？　そうね、確かに〈森霊族エルフ〉の高貴な貴族様の教育を受ければ〈隷人族〉のレジスタンスリーダーくらいは育つかもしれない」

　胸に手を当てたエリサは、クレアリシアが目を見開いたのを見逃さなかった。

「知らなかった？　私は城内でクレアリシアお嬢様のことは何度も見かけたけれど」

　皮肉めいた口調に、クレアリシアは率直に訊きく。

「〈森霊族エルフ〉の……貴族の家で育ったの？」

　クレアリシアを城内で見知ることができる者は限られている。〈隷人族インフイルマ〉であれば尚なお更さら。

「代々ね。使用人の子は使用人、素晴らしい制度だと思うわ」

〈森霊族エルフ〉貴族に雇われた〈隷人族インフイルマ〉の使用人の家。

　家で仕えるのだから、その子もまた使用人同様手厚く遇される。

　押し黙ったクレアリシアに、エリサは吐き捨てるように続ける。

「あなたが言うように、〈森霊族エルフ〉の〈隷人族インフイルマ〉に対する処遇は素晴らしいものだった。ご主人さまは優しかったし、父同様……いえそれ以上に可愛かわいがってもらったかもしれない」

〈森霊族エルフ〉のご主人さまの邸内で暮らし、衣食住にはなに一つ不自由しない。

　特に小さかった頃のエリサは〈森霊族エルフ〉の客人たちにもよく可愛がられた。

　お菓子やおもちゃを与えられることもあった。その一つ一つに喜び、また喜んでいるエリサの姿に頰ほおを緩ませる。

　エリサの父はそのたびに心からの感謝を述べ、頭を下げる。

　そんな父に彼らはこう言うのだ。

〝すごく素直で可愛い良い子だ。君同様きっと優秀な使用人になるだろう──〟

「わかる？　使用人になるのが、下の立場として生きていくのが生まれながらにして定められているの。対等な立場としては決して見られない。彼らが私を可愛がるのは愛あい玩がん動物に対するそれと同じ。そのことに気づいたときの気持ちが──あなたにわかる？」

　冷たく響く言葉。荒らげられることすらない声は、すでにその想いがどうにもならないほど固くエリサの中で凝こり固まっていることに他ならなくて。

「……それが、エリサの原点？」

　原点。〈隷人族インフイルマ〉レジスタンス『残ざん紅こうの誓い』リーダーである彼女の。

「……自分自身の原点なんて意識したことはない」

　エリサはゆっくりと首を横に振ると、子供たちの一人を抱き寄せるようにして言う。

「ただ、この子たちにはそんな想いをさせたくない。絶対にさせない──そういう信念が私の奥深くにあるだけ」

　そう、強く決意の言葉を口にし、まっすぐクレアリシアを睨にらみつけるエリサに。

「それもただの押しつけだけどなー」

　特別なにか想いを込めるでもなく、レストが言う。

「大人が勝手にそう思ってるってだけの話で、子供たちが実際に判断したわけじゃねーし」

「……！　そんなの──」

「子供には無理っていうその判断は、〈森霊族エルフ〉に愛あい玩がん動物のように見られてたこととどう違うわけ？」

　突き放すような言葉。感情ののらない、ただの指摘。

　それは受け入れざるをえない事実であるがゆえに──エリサの心を強く揺さぶった。

「レストは……私を否定したいの？」

　掠かすれる声。すがるような想いに、レストはそれまでと変わらず、軽く片手を振って言う。

「いーや？　ただそう思っただけ」

　言葉通り興味なさげなレストは、黙り込むエリサになんのフォローも入れない。

　そのまま気まずい空気が流れる中──クレアリシアが子供たちに向かって声をかけた。

「あ……あ～そうそう、キミたちは授業を待ってるんだよね～？」

　そうして手持ち無ぶ沙さ汰たにしている子供たちに話を振ると、数人が戸惑いつつもしっかりとうなずく。

「レストせんせーとエリサせんせーのじゅぎょうまってるんだよ」「きょうはわたしかずのかぞえかた、おしえてもらうの……」「あと、れきしのおはなししてくれるって！」

　おそらくエリサの話がわからなかったのだろう小さい子が元気よく手をあげる。

「そっか～」

　クレアリシアはその子の頭を撫なでながら、本来教師役になるはずだった二人をちらりと見ると、さりげなく笑みを浮かべて。

「今日はおねえちゃんも一緒にお勉強しようかな～」

　クレアリシアの勝手な宣言に、エリサたちがなにか言う前に子供たちが歓声をあげる。

「まずは──鬼ごっこね～」

　クレアリシアのその言葉に、まだ戸惑っていた子供たちが残らず目を輝かせた。

「おねえちゃんが鬼ね～さー捕まえるぞ～！」

　宣言と共に、きゃーと歓声をあげて逃げる子供たちをクレアリシアが追いかけはじめる。

「──」

　明らかに動きにくい服装で、運動に適した格好ではないのに、全力で追いかけようとするクレアリシアに、エリサは目を見張る。

　エリサの知る〈森霊族エルフ〉の貴族は広い意味での見み栄えばかりを気にし、常に澄ましていた。

　知識こそがなによりも大事で、他種族を下に見た会話ばかりが大好きな高こう慢まんな種族。

　それはエリサに限らず一般的な〈森霊族エルフ〉への見解で、だからこそ目の前の光景が信じられない。

　あれが……〈森霊族エルフ〉の王族？

　城の中で見たクレアリシアはもっと楚そ々そとしていたはずなのに──

「ねえねえエリサおねーちゃん」

　驚きよう愕がくするエリサの裾すそを引っ張り、小さな男の子が声をかけてくる。

「エリサおねーちゃんも一緒にやろうよ」

　その率直なお願いを断ることもできず、エリサが曖あい昧まいにうなずくと、子供はニッと笑い、

「はいタッチ！　エリサおねーちゃんが鬼ー！」

　一目散にクレアリシアの下へと駆け寄っていく。

「やったー！　クレアリシアおねえちゃんの言うとおりだったよー！」

　嬉うれしそうにそう話す子供の頭を撫なでながらクレアリシアは意地の悪い笑みを向けてきた──ように、エリサには見えて。

「………………っ」

　──上等だ。

　クレアリシアめがけて全力ダッシュを仕掛けるエリサに、子供たちは自分たちが狙ねらわれているのだと思ってきゃっきゃと逃げ出す。

　それがまた絶妙に邪魔になっており、どうにか子供たちを避よけてクレアリシアに手が届く──というところで。

　突然その姿が霞かすみになって消える。

「──認識改変魔法!?」

　鬼ごっこで!?

　というか。

「〈隷人族インフイルマ〉と同じ力しか使わないって誓ったはずじゃないの!?」

「賭そけれのあいだだけの話だよ～」

「……っ、卑ひ怯きよう者もの！」

「鬼ごっこで全力出すエリサに言われたくないな～わたしあんまり運動神経よくないのわかるでしょ～？」

「問答無用！」

「わ～怖い──みんな助けて～！」

　その言葉に、子供たちは競技も忘れてクレアリシアをかばうように動いた。

「な──」

「おっぱいおねえちゃんを守れー！」

「わー！　おっぱい！」

「──う……う～ん、その呼び方はやめようか……」

「おっぱいおねえちゃん！」

「……なんだかんだ言って楽しんでんじゃん」

　じゃれ合うように鬼ごっこのようなものを続けるクレアリシアたちに、レストはぼそりと呟つぶやくと、さりげなくその場を後にしようとして──飛んできた大きな木もく片へんに、反射的に屈かがみ込んで避よける。

「あっぶね……っ」

　ドスリと落ちる木もく片へんを信じられない目で見ながら振り返ったレストは、投とう擲てき主しゆが柳りゆう眉びを逆さか立だてていることに気づき、

「帰るなー!!」

「はいみんな～レストおにいちゃんを捕まえた人が勝ちだよ～」

　こんなときばかりバッチリ手を取り合うクレアリシアとエリサに頰ほおをひくつかせた。
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　その後もクレアリシアはなかなか勉強をはじめさせようとせず、水みず汲くみや薪まき割りといった日常の手伝いから、お絵かきや木片を使った積み木遊びなどを一緒にしたりしたあとで。

「それじゃ～そろそろお勉強しようか～」

　一際大きな木の根元。

　クレアリシアは簡素な椅い子すに座った子供たちに向かって微笑ほほえみかける。

「まずはみんなが不思議に思っていることはなに～？」

「ふしぎにおもっていること？」

「そう～なんでかな～って思うこと。なんでもいいからおねえちゃんに話してみて～」

「はーい！」

　一番前に座っていた小さな子が勢いよく手をあげ、クレアリシアが指さす前に続けた。

「おっぱいおねえちゃんはなんでおみみがながいのー？」

　素直な問い。年長者の中にはその意味を察してそわそわする一方で、クレアリシアは穏やかに微笑み、首を傾かしげてみせる。

「なんでだろうね～？　じゃあ今日は〝そのこと〟についてお勉強しようか～」

　言いながらクレアリシアはゆっくりと人差し指を中空で動かし、光の文字を書いていく。

　描かれたのは──『七つの種族』という単語。

「すごーい！」「どうやってるのー!?」「ぼくにもできるー!?」

「これはね～魔法って言っておねえちゃんたちが特別に使えるものなの～」

　そうしてクレアリシアは自らが使う認識改変魔法に限らず、この世界に存在するすべての種族、どういう特徴があって、どんな魔法が使えるのかを楽しげに語る。

　ゆっくり、簡単で身近な言葉を選び、ところどころ話を振ったりもすることで、子供たちは遠慮なく疑問に思ったことを口にしていく。

　子供たちが不思議に思ったことは話の本筋から離れたことでも掘り下げ、種族に限らず、《万象の楽園アクアテラリウム》、《誓約者ルーラー》や巫み女こ、《大誓約魔法》や《英雄》たちのことにも触れて。

　やがて、一人の子供がぽつりと言った。

「……じゃあ、ぼくたちだけが魔法も使えないし、王さまもいないの？」

　魔法も使えず、王さま《誓約者》もいない〈隷人族インフイルマ〉。

　その言葉に、周りの子供たちも同調し始める。

「なーんだおっぱいおねえちゃんみたいなまほうもつかえないのかー」「なんで王さまいないんだろうねー」「エリサおねえちゃんはちがうのー？」

「わ、私は……」

　ひょんなところから話を振られ、口ごもるエリサに、年長の少年がため息を吐つく。

「やっぱり〈隷人族インフイルマ〉にはなんにもないんだ……」

「──」

〈隷人族インフイルマ〉としての誇りを持ってほしいのに。

　他種族にある魔法や《誓約者ルーラー》と比べられてしまえば、なにも言えない──。

　そう思ってしまったエリサと裏腹に。

「本当にそうかな～？」

　クレアリシアがそっと言う。

「たとえばキミはすごく足が速かったよね～？　レストおにいちゃんを捕まえたの、格好良かったよ～」

　発言者の少年に微笑ほほえみかけたクレアリシアは、続いてその後ろにいる男の子を見て。

「キミは薪まき割りが綺き麗れいにできてたよね～。きっと大人は大助かりだよ～」

　その隣の女の子には。

「お絵かき、上手だった～。あんなに綺麗にかいてもらったらお花も喜んでると思う～」

　そうして一人ずつ、余すことなく良いところ、優れているところをあげていくクレアリシアに、子供たちは照れたり得意そうにしたりする。

　彼ら彼女たちのそんな顔を見回しながら、クレアリシアは口元に指先を当てていかにも秘密だとばかりにそっと続ける。

「実はね～魔法もそれと一緒なの～。おねえちゃんはさっきみたいな魔法が使えるけど～足は速くないし、絵は下へ手ただし、薪割りは綺麗にできない……魔法だから特別だなんてことはなくて、得意なことの一つでしかないんだよ～」

　足が速いこととか絵がうまいこととか、木の実集めが得意とか、花冠が綺麗に作れるとか──そういうこととなにも変わらない。ただ得意なことできることというだけ。

「だからね、みんなもなにもないって思うんじゃなくて、その得意なことでなにをするのか、なにができるのか考えてみる──その上で実際に試してやってみることが大事なの」

　子供たちに語りかけるクレアリシアは、いつのまにかエリサを、レストを見ていて。

　再び子供たちに視線を向けると、聞き入っていた彼らにイタズラっぽく笑ってみせる。

「おねえちゃんも温泉を楽しむのが得意で、温泉探ししてたらこうしてみんなと会えたしね～。なにがどういう風に役に立つかはわからないよ～」

　そう冗談を言うと、子供たちは笑ったりうなずいたりしながら口々に続けた。

「わかった！　もっと足はやくなってチビたちの面倒みてやる！」「わたし、いっぱいお絵かきしてみんなに見てもらうー」「いっぱい薪まきわったらさむいのなくなるかなー？」

「……そっか、王さまがいないなら誰かが王さまになればいいんだ……」

　ふと子供たちの誰かが口にしたその言葉はエリサの目をも見開かせる。

「あ、それいい！　おれがなる！」「あたしもあたしも！」「ずるい、ぼくが思いついたんだよ！」「そもそも王さまが一人じゃなくてもいいんじゃないのー？」

　わいわいがやがやと楽しそうに意見を出し合い話し合う子供たち。

　そんな彼らを慈いつくしむように見守っていたクレアリシアと裏腹に──

「…………違う」

　顔を伏せていたエリサが、唐突に声をはねあげる。

「そんなのは違う！」

　らしからぬ大人の、レジスタンスリーダーの大きな声。

　一瞬で静まりかえった子供たちを尻しり目めに、エリサはクレアリシアを見て言う。

「確かに〝自分にできることを生かす〟という柔軟な思考は大切……でも、それで種族差をなかったことにするのはおかしい……！　〈隷人族インフイルマ〉は魔法が使えない、そんなことは関係ないだなんて言えるのは──力ある者の綺き麗れい事ごとじゃない！」

　強く訴えるような声。

　どこか子供のようにも見えるエリサに、クレアリシアは目を閉じてから、静かに言う。

「……エリサは、そう思うんだ？」

「思うに決まっている！」

　即答し、胸に手を当て、身を乗り出す。

「どう言おうと〈隷人族インフイルマ〉は力で劣っている……！　劣っているがゆえに他種族に従属を強いられてきた。その事実は決してなかったことにできないし、その事実があるからこそ〈隷人族私たち〉は〈隷人族私たち〉であることに誇りを持って戦ってる!!」

　言葉以上に強い想いに、クレアリシアは眩まぶしいものを見るかのように目を細め、やがてぽつりと呟つぶやく。

「……ここでも種族の誇そりれか。結局そこに引っかかっちゃうんだね」

　そうして子供たちが不安そうにしていることに気づくと、「大丈夫～」と笑顔を見せ、エリサに静かに語りかける。

「確かに誇りも大事だよね～。──でもそれってみんなに強要するまでのものかな？」

　珍しく正面から反論するような言葉を投げてきたクレアリシアに、エリサは受けて立つように胸をそらす。

「強要しているというのはあなたの独断でしょう？　〈森霊族エルフ〉のあなたに私たちのなにがわかるの？」

「……種族が違うから絶対に相あい容いれないなんてことはないと思うんだけど～。少なくともそれを決めるのはエリサじゃないんじゃないかな？」

「すべての点において相容れないとは言ってないわ。その点についてはあなたにはわからないというだけ」

「そんな都合よく──」

　ガタガタッ、という音がその場にいる全員の視線を集めて。

「……レストおにいちゃん？」

　子供の声に、椅い子すから落ちそうになっていたレストは、元通り座り直すとなにごともなかったように取り繕つくろい、咳せき払ばらいをする。

　そうしてじっとこちらを見つめたままの二人に向かって、なぜか誇らしげに言った。

「寝てないけどな」

「「寝てたでしょう」」

　ぴったりかぶってしまった声に、クレアリシアとエリサは顔を見合わせ、エリサからすぐにそらす。

　そんなエリサに苦笑するクレアリシアを見て、レストはいかにもかったるそうに言った。

「寝てないけど──普通に眠いから帰っていい……？」

「……ダメに決まってるじゃない」

「ダメなんじゃない～？」

　タイミングはズレたもののまた同じことを言ってしまったことに、子供の中からも笑い声があがる。

「レストにいちゃんすぐサボろうとしすぎー」「せっかくカッコイイのにぜんぜんおしゃれしないし」「このまえレストおにいちゃんがみちでねてるのみたー」「おとながさがしてるときよくさぼってるばしょあるよねー」

「ちょ、お前ら……しーっ」

「あ、その場所あとでお姉ちゃんに教えて～」

「いいよー」

「うぉいっ！」

　慌てるレストに和やかな空気が流れる中、エリサがなぜか悔しそうに割り込んできて。

「レストはさっきの話についてどう思うの？」

　無理矢理戻された本筋。

　まだその話を続けるのかとクレアリシアが目を細める一方で、エリサは強く訴える。

「子供にだって判断する力はある、さっきレストはそう言ったわよね？　だったら──」

「どっちでもよくね？」

　遮さえぎるように。心からどちらでもいいと言いたげに──レストは肩をすくめる。

　その上で責めるような眼まな差ざしを向けてきたエリサに、軽く言う。

「機会における平等は存在しても結果における平等は存在しない。選択肢を与えた上でどちらを選ぶかはこいつらの勝手ってだけの話で、信念の強制どうのってのはどうでもいい」

　クレアリシアもエリサも一面において正しい。

　だからどちらの意見があってもいいし──どちらの意見も制限すべきじゃない。

「ま、問題があるとしたら──その選択肢自体を奪う機会における平等を損なう行為なんじゃね？」

　今エリサがしていることのように。

　そう言わんばかりに下から指を突き出してみせたレストに、エリサは唇を嚙かむ。

　……レスト、も。

　いやレストがそんな風に言うのだとしたら──。

「──もういい」

　吐き捨てて。

「正しさの証明は自分でする」

　そう宣言したエリサは、踵きびすを返して足早にこの場を去って行く。

　一瞬呆ほうけたものの、レストはここぞとばかりに手をあげ、

「あ、帰るなら俺も──」

「は～い、レストおにいちゃんはちゃんと最後まで授業手伝ってね～」

「──だっ、服引っ張んな！」

　同じように帰ろうとするのをクレアリシアに止められ、子供たちがどっと吹き出す。

「それじゃ～授業の続きしようか～」

　そうして何事もなかったかのように笑うクレアリシアは、口の中だけでそっと呟つぶやいた。

「本当に……仲良くなりたかったんだけどな──」
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　誰かと真に近しくなりたければ、相手の根っこを理解し、共感する。

　難しく言えば根幹の部分での価値観を共有していると感じさせることが必須。

　そして、それは必須であるがゆえに、しくじれば非常に面倒な事態になるということを、クレアリシアは今痛感していた。

「……困ったな～」

　集落でレストの後ろを特に意味もなく歩いていたクレアリシアがそう独りごちると、ちょうど家から出てきたところの子供たちが声をかけてきた。

「あ、おっぱいおねえちゃん！」「こんにちは！」「ねえねえ、今日はなにしてるの？」「今日もレストおにいちゃんの追っかけ？」

「こんにちは～、そうだよ～」

「……いや、そうだよじゃなくてさぁ……」

「レストにいちゃんいつもサボってるからちょうどいいな！」「うんうんちょうどいい！」

「お前ら……」

「がんばってねおっぱいおねえちゃん！」

　こんな風に、青空教室以降、子供たちはすっかりなついてくれて、道行くたびに声をかけられるようになっていた。

　それだけではなく。

「──お、〈森霊族エルフ〉の姉ちゃん、今日もパン食べてくかい？」

「え、いいの～？　やった～！」

「へへ、姉ちゃん食いっぷりいいからついあげたくなっちまう」

「おじさんのパンおいしいから好き～。──はい、レストも～」

　無理矢理レストの足を止めさせたクレアリシアにパン屋の男がどっと笑う。

「相変わらず姉ちゃん面白いねえ。そのサボリ野郎をうまいこと扱あつかいやがる」

「……ああそれはあたしも思ってたわ。あんたしっかりしてるねえ」

「そう～？　ありがとう～」

　徐々に集落の大人たちにも受け入れられて、クレアリシア自身確かな手応えを感じていたのだが──。

「お、リーダー！　ちょうどいい。あんたの好きなパンも焼き上がってるよ」

　ちょうど通りがかったエリサに、パン屋の男が声をかける。

「いらないわ。レスト、幹部会議の招集」

「…………えー……」

「サボったら無期限ご飯抜き」

「マジかよ……」

「へ～幹部会議～？　エリサ、わたしも──」

「行くわよ」

　クレアリシアの言葉だけ綺き麗れいに無視し、颯さつ爽そうと去って行くエリサとその後ろをしぶしぶついていくレストに、クレアリシアはため息を吐つく。

　……まただ。

　あの一件以来、エリサはずっとクレアリシアを完全にいないものとして扱っていた。

　大抵のことは笑って流せるし、なんなら計算のうちだと余裕を見せられるクレアリシアも、あそこまであからさまだと傷つかなくもない。

（っていうのは言いすぎにしても……さすがにこれは具合が悪いかな～）

　そう、具合が悪い。

　だから。

「姉ちゃんは……行かなくていいのかい？」

　おじさんのその言葉にすっかりレジスタンスに入っているものと見なされているのだとわかって、くすりと笑ったクレアリシアは、

「それより大事な準備があるから～」

　そう言って意味深に答えてみせた。





　　　　◆◇◆◇◆






「はー……やっと終わった……」

　幹部会議とやらから解放され、レストがすっかり日が落ちて暗い道を歩いていると、突然背後から声をかけられた。

「レストおにいちゃん」

「おしごとおつかれ～」「めずらしくはたらいたねー」

　振り返った先にいたのは数人の子供たち。

　あっという間に取り囲まれたレストは眉をひそめつつ言う。

「……うるせ。てか、お前らこんな時間に外に出てんなよ」

「家のまえだもん。だいじょうぶだよー」「それよりレストおにいちゃん、つかれてない？」「つかれてるよね!?」

「……？　見ての通りクソ疲れてるが」

「だよねー！」「じゃあうちの〝おふろ〟にはいっていきなよー！」

「──は？　風ふ呂ろ？」

「ほらほらーはいってはいってー」

「お、おい……風呂ってお前らなにかわかって──」

「はいはい、いちめいさまごあんなーい！」

　やたらと高いテンションでそんなことを言われ、無理矢理家の中に引っ張られたレストは、そのまま奥──本来であれば庭にあたる場所に押し込まれ、

「ごゆっくりー」「……ね、どうなるのかな？」「しっ、わたしたちはいくよー！」

　子供たちが扉を閉めて急ぎ走り去って行くのを訝いぶかしげに見ていたレストは、仕切りの向こう側へと足を踏み出して──そこにいた先客の姿にすべてを了解する。

「こんばんわ～♡　レスト」

　木と石でできた風ふ呂ろ釜がまの湯船に胸まで浸つかりながら、手を軽く振ってみせたクレアリシアに、レストはただただ呆あきれのため息を吐つき、仕切りに背を預けるようにして座り込む。

「……お前さぁ……」

「え～？　乙女のあられもない姿見てため息～？」

「子供たち使うのは卑ひ怯きようだろ……」

「なんのことかな～？」

　としらばっくれておきながら、クレアリシアは会心の笑みを浮かべて、小首を傾かしげる。

　そうしてさりげなく両手を湯船から出し、縁にぐっと身を乗りだすようにしたクレアリシアはその豊満な胸の谷間を露あらわにして──レストがさりげなく目をそらしたのを見逃さなかった。

　──やっぱり。

　超絶めんどくさがりでなにもしたがらないレストだが、子供の頼みには弱い。そして。

「ねえレスト、お願いがあるんだけど～」

「エリサの仲ちゆう裁さいは無理だから」

　ズバリ核心を突いて拒否してきても、クレアリシアは一切怯ひるまなかった。

　ほとんど胸が見える位置まで身体からだを起こすと、腕できわどいところだけを隠し、

「一緒にお風呂入らない～？」

「──ぶっ」

　素で噴き出したレストに、ニヤニヤしながらさらに身を乗り出して言う。

「あれ～？　どうしたの～？　顔赤～い」

「お前…………マジで痴女かよ……」

「お風呂なら別にいいかな～って思ってるだけだけど～？」

　──噓だ。そんなわけがない。

　男に裸を見られる、そう意識した瞬間、顔から火が出かねないほど恥ずかしい。

　けれど──これで彼が動かせるのなら、いくらでも言う。

「じゃあお風呂の代わりに──どう脅せば協力してくれる～？」

　あえて脅すという言葉を使ったクレアリシアに、レストははっとしたように目を見開く。

「…………いい度胸してんなほんと」

　小さく呟つぶやかれた声は、呆あきれよりも感心のほうが強くて。

　──好感触。

　クレアリシアは本日二度目のガッツポーズを決めながら笑みを深める。

「ほら、熱いお湯に浸かった後は冷たい水を浴びたくなるでしょう～？　攻め方も硬こう軟なん織り交ぜたほうがいいかな～って」

　譲歩しているようで弱みを突つく。

　弱みを突いているようでそのことを一切隠さず、あえて隙すきを見せる。

　繊細なはずなのに破は天てん荒こう。遠慮会釈なようで傍ぼう若じやく無ぶ人じん。

「……風ふ呂ろでたとえられてもな」

「お風呂大好きだから～」

「短期間でこんなもの作らせるくらいには、か？」

「温泉探しに来てレジスタンスのアジトを見つけちゃうくらいには、かな～？」




「それは噓だろ」




　不意に変わる空気。

　座り込んだ体勢のまま、薄い笑みを浮かべたレストに、クレアリシアは急に浸つかっているお湯が冷たくなったような錯さつ覚かくに陥る。

「………………え？」

「温泉を探しに来てレジスタンスのアジトを発見したわけじゃねーだろって言ってんの」

　鋭するどい眼まな差ざし。不敵な笑み。

　見たことのない反応のレストに、クレアリシアは平静を装よそおうのが精一杯で。

「──なに言って」

「はいその反応、戸惑いじゃなく焦しよう燥そうの間な」

　ぴっと指さし、クレアリシアが言いそうなことを真ま似ねる。

　そのおどけた仕草はほんの少しクレアリシアに余裕を取り戻させた。

「ま……真似しないで～。というか、本当にレジスタンスのアジトを見つけたのは偶然だよ～？　そんなに言うなら《大誓約魔法》に──」

「アジトを見つけたのは偶然なんだろ」

　再び強く遮さえぎり、

「違うのは温泉を探しに来たってほうな」

　レストは、クレアリシアが目を見開いたのをしっかりと確認して続ける。

「あんたは城の書庫でここ──ティステル地方が地質的に温泉が出やすいと知ったと言った。確かにここは山が近く、地質的に温泉も出やすいかもしれない。ところでそれってここだけの話か？」

　訊きいているはずなのに。

　すでにクレアリシアを見ていないレストは、空に向かって独りごちるように言う。

「同じような地理的条件の場所は他にいくらでも──ってのは言いすぎにしても、いくつかある。その中からあえてティステルを選んだ理由をあんたは言わなかった。なぜか？　そもそもあんたが読んだ本は本当に地質について書かれたものだったのか？　地質について書かれたものでなかったのだとすれば──他の場所にはない、ここだけの特徴とあんたの本当の目的が必然的に明白になる」

　言いながら、レストがまっすぐ伸ばした人差し指。

　その先にあるのは──

「……『不入はいらずの森』」

　クレアリシアとレストが偶然出会った場所。

　半ば無意識に呟つぶやいたクレアリシアに、レストは肯定も否定もせず、当然のことのように続ける。

「太古の［七滅戦セブンス］の傷跡が色濃く残る森。あらゆる種族が影響を受けざるをえない魔力的磁場の残る地。あんたはなんであんな場所にいた？」

「だ……だからそれは、お風ふ呂ろに──」

「水浴びだけが目的なら別の場所でもいいよな？　こうして簡易風呂を作らせたっていい。自分も影響を受ける、魔力的磁場の強い場所をあえてわざわざ選ぶ理由はない。客観的にあえてわざわざ選ぶ理由がないと思われる場所にいた理由。それは、そこでなければダメな合理的な理由があったからに他ならない。さてその理由とはなにか？　答えはあんた自身が口にしていた」

「……えっ？」

　それだけは。

　それだけは本当に完全に予想外だったとばかりに、思わず声を漏らしたクレアリシアに、レストは淡々と告げる。

「誇大妄想。あんたはそれを叶かなえるための具体的な手段があるって言ったよな。その手段とやらを城の書庫で見つけたのだとしたら？　あんたが読んでいたのは地質学の本ではなく考古学のそれだとしたら──？　そう仮定したとき他のどの温泉地にもない、［七滅戦］の傷跡があるここで、あんたが見つけようとしていたものは断言可能なものになる」

　そう、それは──




「［七滅戦］以前にあったとされる太古の〈隷人族〉遺跡群。その遺跡に眠っているとされる《魔神器》であんたは妄想を現実に変えられる可能性があると考えている」




「────」

　今度こそクレアリシアは驚きよう愕がくを露あらわにせざるをえなかった。

　あまりに驚きすぎてレストがいるにもかかわらず湯船から立ち上がってしまうほどに。

「──なんでわかったの？」

　恥も外聞もない。交渉もへったくれもなく、率直にそう訊きいてきたクレアリシアに、レストはその美しい裸体に目を見張って。

　すぐに顔をそらし、軽く咳せき払ばらいをする。

「……だから、自分で口にしてたって言ってんじゃん痴女」

　痴女という言葉で自分の状態に気づき、慌てて湯船に再び浸つかったクレアリシアは、なんとなく顔も背けつつ言う。

「く……口にしたつもりはないはずなんだけど～」

「そりゃつもりはないだろ。うっかりだろうし」

「だから──」

「エリサとの【賭かけ】。あんたが唯一勝利し、行った質疑」

　いかにも仕方なさそうに。

「あんたは〈森霊族エルフ〉の隠れ里で温泉が出たかどうかを訊いて、地下崩落の起きた場所があることを確認した。──あの【賭け】、それを訊きだしたところで満足したよな？」

　どこまでも直接的に──語る。

「賭けそのものはそれを目的にはじめたわけじゃない。エリサと打ち解けるための手段だった。けれど、あんたは噓の吐つけない質疑を利用するついでに効率のいい情報収集を行ってしまった。目的と呼ぶのも馬鹿らしいほど生きる理由だったがゆえについな。似たようなことしてるあんたなら理解できると思うけど、本当の感情を行動にまったく反映させないこと、反映させないようにしていることを読み取らせないことは、極めて難しい。てか、普段完かん璧ぺきにそういうことを制御できてるやつが突然ボロ出したらそれが本音なんだろうって超簡単にわかる」

　エリサに【賭け】で勝って、温泉について──温泉についてと見せかけて古代の遺跡らしき場所の痕跡について問うたときのクレアリシア。

　そのときの具体的な質疑応答で、レストはクレアリシアの本当の目的を見抜いていた──。

「てかそもそもエリサにこだわってるのもそこだろ？　レジスタンスリーダーなら近隣の情報は残らず入ってくるし、あんたが見つけ出そうとしてる遺跡の情報も一番に手に入る。［七滅戦セブンス］以前の遺跡なら〈隷人族インフイルマ〉が世界を渡ってきた手段とされる〝失われた《魔神器》〟が眠っている可能性もあるからな」

「……それが……わたしの夢と結びつくっていうのは……？」

「逆に訊きたいんだけど、それ以外に考えられる理由あんの？」

　さも当然のように。

　まったく疑いなく断言してみせたレストに、クレアリシアは言葉をなくす。

　──理由なんていくらだって考えられるだろう。

　クレアリシアの言葉は大半を《大誓約魔法》に誓っている。

　もちろんレストには夢やそれを叶かなえる具体的手段、それが目的と呼ぶのも馬鹿らしい生そのものだという話もしているが──それとティステル地方に眠る遺跡を結びつけられる者がどれだけいるのか。

「あんたが〝世界恒久平和〟とかいう誇大妄想を叶える具体的手段があるって言った瞬間、真っ先に〝世界渡りの《魔神器》〟のことをあてにしてる可能性に思い当たったわ」

　ため息と共に当然のように口にするレストに、クレアリシアはあくまで食い下がる。

「そんなの……レストが特別なだけだよ～。《魔神器》のことまで……気づくなんて」

「そりゃ妄想を叶えるなら妄想だからな。魔法を使えないはずの〈隷人族インフイルマ〉はどうやって《万象の楽園アクアテラリウム》に移ってきたのか。〝世界渡りの《魔神器》〟を使ったから──なんつー話知ってるの〈隷人族インフイルマ〉でもごくわずかだし──」

　その、言葉は。

「──ちょっと待って」

　圧倒されっぱなしだったクレアリシアの目を見開かせ、翠すい玉ぎよくの瞳に反撃の火を灯ともらせる。

「今〈隷人族インフイルマ〉の中でもその話を知ってるのはごくわずかって言ったよね？　──なんでレストはそのことを知ってるの？」

〝世界渡りの《魔神器》〟の逸話。

　魔法の使えない〈隷人族インフイルマ〉が《万象の楽園アクアテラリウム》に至ることのできた謎なぞを解く、一仮説。

「……なんでって、そんなの普通に生きてりゃ──」

「噓。そもそも世界を渡ってきたときに《魔神器》を使ったなんて仮説、現在の〈隷人族〉は知りもしない」

〈森霊族エルフ〉王城の書庫で種族格差をどうすればなくせるか、まずは各種族にある能力の差、種族自体の違いを明確に知る必要がある──そう考えてクレアリシアが読み漁あさったのは、〈森霊族エルフ〉の学者が書いた各種族に関する歴史書だった。

　特に明らかに他種族に遅れを取っている〈隷人族インフイルマ〉について細かく調べていく中で、クレアリシアはその仮説を知る。

〈森霊族エルフ〉の中でもクレアリシアくらいしか読んだことがないのではないかと思われるほど古い本の中に書かれていた、魔法の使えない〈隷人族インフイルマ〉が世界を渡るのに使ったとされる《魔神器》の話。

　世界を渡るという想像するだに莫ばく大だいな魔法力を必要とされる行為をなせるだけの魔神器がもし〈隷人族インフイルマ〉にあるとすれば──現在の種族間にある戦力不ふ均きん衡こうを正しうる可能性があるのではないか？

　クレアリシアはそれこそが自らの夢を叶える手段だと信じて、〝世界渡りの《魔神器》〟の情報を集めに集めた。

　そしてその過程であることに気づいたのだ。

　現在の〈隷人族インフイルマ〉の中で、そんな話自体知る者がいないということを。

　少なくともクレアリシアが直接〈隷人族インフイルマ〉に尋ね、情報を収集した中で、《魔神器》の逸話を聞いたことがある者は一人もいなかった。

　それなのに目の前の彼は、知っている者がごくわずかだということすら知っていた。

　一段高い情報を持っている理由。それは──

「レストも〝世界渡りの《魔神器》〟について調べていたのね？」

〝世界渡りの《魔神器》〟という逸話自体を知っている者がいる可能性は十分にある。

　クレアリシア自身書物で確認したものにすぎない。

　だが、その先──その逸話を知る者がごくわずかだという情報を得ているのは、もう一歩踏み込んでいなければならない。

　つまり。

「レストはどこでその情報を得たの？」

「ちょ──」

「まさか──そのものを見たことがあるの!?」

「──見たことあんのはお前の裸だけだ！　痴女!!」

　顔を赤くしたレストにそう叫ばれて。

　クレアリシアはようやく自分が全裸のままレストに近づいていた……どころかその豊満な胸を押しつけて迫っていたことに気づく。

「────ひっ、ぃやっ」

　悲鳴のような声をあげたクレアリシアは、その場で自分を抱きしめ屈かがみ込もうとして。

「っ!?」

　なにかを踏みつけて体勢を崩し、後ろに倒れそうに──

「ちっ──っ」

　なったところを、間かん一いつ髪ぱつのところで手を伸ばしたレストに助けられたものの、そのままレストもろとも倒れ込む。

「────」

　後頭部をぶつけないようにだろう、とっさにクレアリシアの頭の後ろに手を入れてくれていたレストは、必然的にクレアリシアを押し倒すような格好になってしまっていて。

　クレアリシアはすぐ近くにある綺き麗れいな顔に恥ずかしさだけではない感情を沸き立たせられて、なにも言えない。

　そうしているあいだに身体からだを起こしたレストは、

「……、……っとに迷惑なやつだなお前」

　そう悪態を吐つくように吐き捨てると、背中を向けてくれて。

「…………あ……ありがとう……」

「そりゃこっちのセリフだなあ、こんだけ裸見放題とかありがたすぎて涙が出るわ」

　やけくそのような言葉に恥ずかしいやら笑ってしまいたくなるやらで俯うつむくクレアリシアは、もう一度《魔神器》について訊きくことなどとてもできなくて。

　そのことを察したかのように、立ち上がったレストがぽつりと言う。

「あんたの読みが合ってたとしても、俺が協力することはありえない」

　今までとは違う、不可解な拒絶のこもった声。

「俺は積極的になにもする気がないから」

　強い意志を感じ取れる言葉は、レストらしくない感情の発露を伴っていた。

「…………積極的になにもする気がない？」

　矛む盾じゆんしているように思える。

　けれど、確かにレスト自身をわかりやすく表している気がして──クレアリシアはぐっと〝なぜ〟の言葉を吞のみ込むと、無理矢理笑みを浮かべて言った。

「…………いいよ～。レストがなんと言おうと、わたしは訊き出すためにがんばるだけだから～」

　そう、がんばるだけ。

　今までもそうしてきたし、これからもそうする。

　幸いにも時間はたっぷりとあるのだから──。

　そうして次の作戦を考え始めたクレアリシアに、レストはこちらを向かないまま言う。

「残念ながら手遅れだけどな」

「──え？」

　クレアリシアの問いに、歩み去るレストが答えることはなかった。





　　　　◆◇◆◇◆






　悪い予感というのは当たるようにできている。

　クレアリシアの数多い経験則の中でも、ことさら信頼のおけるその法則は今回も外れることがなかった。

「──決行は三日後の《誓約者ルーラー》就任式とする」

　レジスタンスのアジトで、開口一番そう宣言したエリサに、集まっていたメンバーたちは爆発するような歓声をあげた。

　誰一人として、なにが、とは言わない。

　その目的──〈森霊族エルフ〉の『種族旗』を奪い、〈隷人族インフイルマ〉の誇りを取り戻す革命は、彼らにとってそれほど待ち望まれていたものだったのだ。

　目の前の気合いの声をあげ続けるメンバーたちに戸惑いつつ、クレアリシアはまっすぐエリサを見つめる。

　──なにを考えてるの～？

　そう問い詰めたい。問い詰めずにはいられない。

　エリサはクレアリシアから〈森霊族エルフ〉の情報をなに一つ引き出せていない。

　つまり反《誓約者ルーラー》サイド──実際には違うが、〈森霊族エルフ〉の内部に精通している者の協力を得られていないのだ。

　そんな状況で作戦を実行したところで、成功率は極めて低い。無策も同然だ。

　せめて最低限の連携を取った状態でなければ──

　そんな想いを込めたクレアリシアの視線は、一度あったところですぐにそらされて。

「よーし、前夜祭だ！」「今日は飲み明かすぞ！」「〈森霊族エルフ〉に目にもの見せてやる！」

　誰からともなくあげられた声はあっという間に集落中に伝わり、宴うたげのようなものが執り行われる。

　やがて酒も入り、大騒ぎする面々を尻しり目めに。

　クレアリシアはようやく一人でいる彼を見つけることができた。

「──レスト」

『不入はいらずの森』。

　まず誰も立ち入らない森の、小さな泉。

　そこに彼はいた。

「……」

　珍しく嫌がるでも呆あきれるでもなく、無表情にこちらを見てきたレストに、クレアリシアもまた軽口を叩たたかずに率直に言う。

「……どういうこと～」

　責める口調にだけはならないように。

　そう意識したはずの声は、少しもクレアリシアの意思通りにはならなくて。

「積極的になにもする気はない──そう言ってたはずよね？」

　つい昨日だ。いや彼の口調からして、ずっとそうし続けてきたに違いない。

　それなのに──。

「……だから手遅れだって言っただろ」

　ぼそりと小声で呟つぶやいたレストは、腰掛けた岩に手をつき、クレアリシアではなく泉を見つめたまま言う。

「積極的になにもする気がないから、流されるままになにかをすることはある。それでなにか問題あるか？」

　投げやりにも聞こえる口調。

「まがりなりにもレジスタンスの参謀だし？　ここで働かなけりゃ飯食わせない、家に入れない、集落からも追い出すって言われたら従わざるをえないだろ？」

「そんなのわたしが──」

「誰が扶養するなんて話はしてない。積極的になにもする気はないって言ってる」

　宿主をクレアリシアに変えるというのは、積極的になにかをすることに他ならないから。

「あと一応まがりなりにも俺〈隷人族インフイルマ〉だしね？」

　最後のは余計だ。

　けれど、その言葉は明確にクレアリシアを拒絶していて。

　それが思いの外胸に刺さったことに気づかないふりをして──クレアリシアは言う。

「……どうしてそこまで無気力であろうとするの？」

　決定的な言葉を、投げる。

「あなたの積極的無気力という信念がなにによってつくられたものなのか──知りたい」

　ずっと思っていた。

　レスト・エンデバーという特異な者。

　ただだらしないだけなら、ただ異様に頭が切れるだけなら、クレアリシアは興味をそそられたりしなかった。

　彼が持っている無気力でなければならない、という信念。

　そう、信念なのだ。

　ただなんとなく無気力なのでも、特に理由なく楽がしたいのでもなく。

　明確に信念としてなにかをしようとしない。

　歪いびつで不可解で、それゆえに魅力的に映った、レスト・エンデバーの信念。

　それこそがレストの根幹で、だからこそ直接的に訊きくのは避けていたのだけれど。

　もう、仕方ない。

　たぶん、これを知ってしまったら、彼とはもう適度な距離感を取れない。

　そういう確信があったからこそ、口にしなかった問い。

　そんなクレアリシアの決死の問いに、レストはじっとこちらを見たまま黙り込み、やがてすべてを諦あきらめるように息を吐き、

「……奪うことをしたくない」

　静かに、語る──。

「昔。自分の手の届く範囲にあるすべてのものを救いたいと言ったやつがいた。そいつは誰よりもなによりも他者のために尽くせるやつで、誰からも慕したわれていた。人望も正義感もあらゆる意味での力もあったから、宣言通りに手の届く範囲にあるすべてのものを救っていった。当然そいつは感謝された。誰もがそいつを讃たたえた。……けれど、最終的にそいつは世界を滅ぼした。なぜか？　簡単な話だ。そいつは〝そいつにとっての世界〟しか救えなかったからさ。自分がなにかを救うことで、救えなかったもの、救われる可能性のあったものを切り捨てていた。もちろん本人にそんな意識はない。誰もそんなことは言わないし、そいつを責めたりはしなかった。世界が滅びたなら別の世界に移ればいい、そう提案したやつがいて、その通りに実行した。……移った先の世界でどうなるかなんて考えもしないでな」

「その、話……」

　もしかして。

〈隷人族インフイルマ〉の元の世界の──

「大部分のやつらは、そいつがいなくても世界は滅びたと今も思っている。でも、違う。そいつが誰よりもなによりも積極的に行動して、可能性を奪ったことで世界は滅びたんだ。すべての行動は、あらゆる選択は、選び取った瞬間、他のなにかを積極的に奪う行為に他ならない。そう、この世界もできている」

　どこかの誰かの話をそうまとめて、レストは皮肉めいた笑みを浮かべる。

「だから俺は自分からなにかをしようと思わないし、しない。積極的に無気力であり続ける。それが──種族全体に対する贖罪だと思ってるから」

　今の話の中で、レストが〝そいつ〟とどう関わっているのか、明言はされていない。

　されていないが、それが彼自身に深く根ざし──彼自身そう思ったことがあるのにそうするのは違うという事実を突きつけられたというのは、どうしようもなく察せられる。

　察せられるから──

「…………なんでお前が泣きそうになってんの？」

　不意にそう話を振られて、クレアリシアは自分でも気づかずに涙が溢あふれていることを知り、慌てて目尻を拭ぬぐう。

「そ……そんな信念があったのなら──わたしの夢には協力できないね～」

　震えそうになった声を、しっかりと立て直し。

　感情の手た綱づなをきっちり握り直したクレアリシアに、レストは苦笑する。

「別にあんたの妄想……世界の恒久平和が〝そいつ〟がしたこととかぶってるのは関係ないぜ？　単純に信念同士の問題だ。信念は持とうと思って持てるものじゃない、気づけばあるもの。そんなもん、正面からぶつかりあって相あい容いれないときには──」

「仕方が、ない？」

　消え入りそうな声で。

　どうしようもない運命を受け入れるかのように呟つぶやいたクレアリシアに、レストはただ肩をすくめてみせ──




「──なるほど～その程度なら問題ないね～」




　唐突に。

　これまでのことはすべて演技であったと言わんばかりに。

　クレアリシアはそれまでの雰囲気を一変させて、傲ごう然ぜんと微わ笑らう。

「信念同士がぶつかりあって相あい容いれないなら仕方ない？　──なにそれ。その程度の甘い認識で諦あきらめられるような願いだと思ってたの？」

　一歩二歩三歩……大おお股またでこちらに歩み寄ってくるクレアリシアは、目を見開くレストにただただ笑みを見せつける。

「わたしの夢はあらゆる意味での恒久平和なの。目に見える、手の届く、わたしに救える誰か程度の話じゃない。全員が、心の底から納得いく、もの。あなたの遠い先祖ごときと一緒にしないで」

　いつの間にか、息も吹きかかりそうなほど顔を近づけ、正面から睨にらみつけるように立っていたクレアリシアに。

「……いや、お前──」

「別に消極的なのはよくないから積極的に動けとか、遠い先祖の話は遠い先祖の話で、あなたは関係ないとか──そういう話をするつもりはない」

　口を開くと同時に言葉をかぶせられる。

「願うわけでも請こうわけでもないし、強制するわけでも蔑ないがしろにするわけでもない。ただ、あなたが有能だから、わたしが必要としているから、その限りにおいて利用したい。利用する。それだけ」

「……………………すげーめちゃくちゃ言ってるよな？」

「うん言ってる」

　表情は穏やかなまま。

　連ねられる言葉は理知的であるようなのに、徹頭徹尾、理屈を無視した感情論をぶつけてくるクレアリシアに。

「…………つーかそもそも〝世界渡りの《魔神器》〟を見つけたとして、その先はどうするつもりなんだよ」

　戦力の不ふ均きん衡こうを解消しただけでは問題は解決しない。

　クレアリシアの目的はあらゆる意味での恒久平和なのだから。

　そんなレストの真っ当な問いに、クレアリシアは息を短く吸って言う。

「考えてない」

「は？」

「一緒に考えて」

「────」

　率直極まりなく目を丸くするという、およそレストを知っている者なら天変地異を心配する仕草を目の当たりにしながら、クレアリシアは表情一つ変えずに言う。

「どうがんばってもわたし一人じゃ考えつかなかった。だから、一緒に考えてほしい。考えてもらう」

　そう言ってどこまでも真剣な眼まな差ざしを向けてくるクレアリシアに。

「──ぶっ、はははははっ、あははははははははは!!」

　レストは誰かのように吹き出し、そのまま思い切り笑い声を夜空に響かせる。

　そうして笑って笑って笑って。

　……いい加減笑いすぎじゃないだろうかとクレアリシアが心配になり、

「……ちょっと笑いすぎだと思うんだけど～」

　そう呟つぶやくのを聞くと、なんとか笑いの波を抑え込むようにしたレストは、まだ笑いの余韻を残したまま言う。

「お、お前……いくらなんでも…………ひどすぎる……頭おかしすぎんだろ……」

「…………変とはよく言われる～」

「いやー変とか生やさしすぎる…………」

　長く深く息を吐いたレストは、身体からだを横に向け、

「なるほどなー……確かにあらためて考えてみりゃ納得できるわ」

　クレアリシアを横目に、人差し指で自身の頭を叩たたくようにして言う。

「一人で考えられることには限界がある……つーかなにごともそうだな。馬鹿は見み栄えとか誇りとか常識とかくだらないもので目隠ししてそのことに気づかねーから行き詰まるけど、てめーで思いつかないことは誰かに思いつかせりゃいい──そいつ自身の事情は無視してな」

　最後の言葉で心臓を跳ねさせたクレアリシアは、表向き平静を装よそお──わず、肩を落とし、仕方なさそうにうなずいて言った。

「……だってそうしないと無理なんだもん」

「──くくっ、認めんのかよ」

　ま、正しいな、と呟いたレストは、やがてすがすがしそうに伸びをしながら夜空を仰いで。

「あーあ、久しぶりに笑った……あんまり笑いすぎていろいろと忘れたわ」

「……それって……」

「どっちにしろ相手の事情なんてお前には関係ないんだろうが──」

　クレアリシアに向かって首を振り向けたレストは、月明かりの下、目を細め、とびきり無邪気に笑って言った──。
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「利用されてやるよお前の馬鹿な夢に」





　　　　◆◇◆◇◆






〈森霊族エルフ〉の王国首都グランレム。

　その城下町でなによりも目につくのは空を覆い尽くさんばかりに伸びる枝葉と、その中心たる天まで伸びんばかりの大樹だ。

　その大樹を支えにするようにして建てられた石造りのリグルアノ城は、〈森霊族エルフ〉のすべての民を見守るかのごとく威容を誇っている。

　それらすべてを視界に収めて──地味な服装に身を包んだエリサは小さく呟つぶやいた。

「……〝倨きよ傲ごうに満ちた大地の城〟」

　グランレムの中心、リグルアノ城は大樹と一体化したようなその外観から、〝法と秩序と自然に守られし大地の城〟と呼ばれることがある。

　その内部に入り、貴族や王族連中がどのようなやりとりをしているのか──使用人として同行し、直接耳じ目もくにしたことがあるエリサからすれば〝法と秩序で守られる〟などという冠かん辞じは鼻で笑ってしまう。

「おう〈隷人族同類〉のねーちゃん、見てかないかい？」

　ゆるやかな喧けん噪そうに満ちた城下町の大通りから一本はずれた通りで、普段なら目にすることがない、〈隷人族インフイルマ〉の露天商から声をかけられて、エリサは笑顔と共に陳列された商品を眺める。

「……いい香り。なかなか素敵なものを売っているのね、おじさん」

「お、わかるかい嬢ちゃん！　見る目があるねえ」

「どう、売れ行きのほうは？」

「おかげさまでなかなかのもんだぜ！　さすがに〈森霊族エルフ〉さまにゃなかなか売れないが、お仲間もたくさん観に来てやがるからな。《誓約者ルーラー》就任式様々ってもんよ！」

「そう……大通りで店が出せればさらにいいんでしょうね」

「大通りぃっ？　とんでもねえ！」

　大げさにぶんぶんと手を振る店主は、すぐそこ──この通りとは比較にならないほど盛り上がっている大通りを眩まぶしそうに見て言う。

「嬢ちゃんも知ってるだろう？　今日は〈森霊族エルフ〉の新たな《誓約者ルーラー》──オフィリア・リンドレイグさまの就任パレードをやってんだぜ？　そりゃ慶事で無ぶ礼れい講こうって言われちゃいるけど、俺たち〈隷人族インフイルマ〉が出てったら袋だたきだぜ」

「…………そう」

「まあその前に、あっち側に行った瞬間、即追放だけどな。店出させてもらう代わりに《大誓約魔法》にきっちりそう契約させられちまってるし。そういや今回は特別な祝い事だからかいつもと違ってなんか契約の内容長かったな……ちゃんと読んでねーけど」

　そう言って腕を出した男は、そこに誓約の証あかしがあることを示してみせて、エリサは枷かせのように見えるその印に眉をひそめる。

　大通りには〈森霊族エルフ〉しか店を出せない。

　こういった慶事で、無礼講を謳うたっていてもそれは変わらないのだ。

「……法と秩序が聞いて呆あきれる」

　法と秩序は弱者を守り、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな強者を戒いましめるためではなかったのか──。

「エリサ」

　不意に背後で背中を向けたままの男に小声で囁ささやかれ、エリサは正面を向いたままあらかじめ決めていた身振りで先を促す。

「すべて問題なく、所定の位置に」

　短い言葉と共に男が去って行くのを確認すると、エリサは商品である小さなアクセサリーを一つ手に取り、

「──すぐにこの場を離れなさい」

　代金と共にそう言い残すと、颯さつ爽そうと踵きびすを返して人の壁ができた大通りへと向かう。

　徐々に近づいてくる喧噪に、さりげなくエリサの側そばにはてんでバラバラの格好をした〈隷人族インフイルマ〉たちがついてくる。

　そうして辿たどり着ついたそこは裏通りとは比較にならないほど明るい雰囲気で、たくさんの〈森霊族エルフ〉が歓声をあげていた。

　普段とは違う派手な飾りつけがされた石いし畳だたみの大きな道を行くのは、礼装に身を包んだ兵たち。

［七滅戦セブンス］のときと変わらない伝統的な服装で整然と進む彼らの後に続くのは、騎馬と近衛このえ隊、そして。

「うおおおオフィリアさまー！」「オフィリアさま万歳！」「新たな《誓約者ルーラー》さま万歳！」

　一際大きくなった声と共に、たくさんの近衛兵を引き連れた馬車が現れる。

　馬車の正面に刻まれているのは──《咲き誇る六花》〈森霊族〉の刻印。

「……オフィリア」

　独りごちたエリサは、その口元に強く笑みを浮かべて。

「地べたを這いつくばれ〈森霊族〉め」

　その言葉を呟つぶやくと同時。

　轟ごう音おんと共に目の前の石いし畳だたみが突如大きく陥かん没ぼつし、馬車もろとも兵たちが浅くはない穴に嵌はまる。

　喧けん噪そうが悲鳴に変わり、周囲の意識がすべて事故現場へと向いた、瞬間。

「──征圧しなさい！」

　高らかな声と共に、エリサとその周囲、通りのすぐ近くに控えていた〈隷人族インフイルマ〉たちがいっせいに飛び出し、兵たちを横目に馬車を取り囲む。

　驚きよう愕がくする〈森霊族エルフ〉たちを前にして、エリサたちは纏まとっていた布を脱ぎ捨てると、揃そろいのレジスタンス服へと変わった。




「──我らは〈隷人族インフイルマ〉レジスタンス『残ざん紅こうの誓い』！　〈森霊族エルフ〉共、お前たちの新たな《誓約者ルーラー》オフィリア・リンドレイグ及びその『種族旗』は今我らが手に落ちた！」




　響き渡った声は、パレードを観に来ていた一般の〈森霊族エルフ〉たちの目を釘くぎ付づけにし。

「……え？　オフィリアさま……？」「あいつら……〈隷人族インフイルマ〉だって？」「〝耳なし〟ごときがなにいってやがんだ？」「いやでも『種族旗』とオフィリアさま押さえられたって……」「大丈夫なの──？」

　ざわめきをしっかりと聞いた上で、エリサはマントをばさりと広げ、声を張り上げた。

「もう一度言おう！　我らは〈隷人族インフイルマ〉レジスタンス『残紅の誓い』！　お前たちの《誓約者頭》と『種族旗魂』は我が手にある！」

　二度目の宣誓はしっかりと彼らに理解を強いた。

「……や、やべえよ」「やばい！」

　どこかであがったその意図的な声をきっかけに、民衆はちょっとした恐慌状態になる。

　たかだか〈隷人族インフイルマ〉──そう考えさせるのを放棄させる力。

　恐怖。

　その効果を存分に体感しながら、エリサは先ほどの露天商の男のような一般の〈隷人族インフイルマ〉を思い浮かべながら言った。

「見よ、〈隷人族インフイルマ〉の同志たちよ！　力なき者でも力ある者たちを征することはできる！　我らには他の種族にはない──結束の絆きずながあるからだ！　なればこそ〈隷人族インフイルマ〉の同志たちよ、顔をあげろ！　立ち上がれ！　その手に誇りを取り戻せ──っ!!」




「──隷属者としての誇りを？」




　冷や水をかけるような声。

　頭上から降り落ちてきた声に、エリサが顔をあげた瞬間。

「──エリサ!!」

　突然隣のレジスタンスメンバーに突き飛ばされ、エリサはたたらを踏み──すんでのところで、振り下ろされた鈍器を避けることができた。

「な──」

　鉄製に見える棒。

　それを振り下ろしてきたのは──

「おじさん……!?」

　先ほど談笑した露天商の店主が、エリサに向かってもう一度鈍器を振りかぶり──

「ちぃ──っぅあ!?」

　レジスタンスメンバーが露天商の店主に見舞おうとした拳こぶしは《大誓約魔法》の絶対防御魔法に弾はじかれる。

「な──なぜそちらばかり！　──がっ」

　驚きよう愕がくするレジスタンスメンバーはあらぬ方向から現れた別の〈隷人族インフイルマ〉に殴られ、昏こん倒とうする。

　それを皮切りに、裏通りから人ひと混ごみをかき分けて乱入してきたのは一般人の〈隷人族インフイルマ〉たちだった。

〈隷人族インフイルマ〉が〈隷人族インフイルマ〉のレジスタンスを襲う不可解な事態。

　それも、〈隷人族インフイルマ〉レジスタンス側の攻撃だけが絶対防御魔法で防がれる理り不ふ尽じんに、大混乱に陥る。

　エリサは執しつ拗ようにこちらを狙ねらう露天商の店主に叫ぶ。

「な、なぜ私を襲うの!?」

「……わ、わからねえ……」

「はぁっ？」

　露天商の店主は妙に無表情なのに、琥こ珀はく色いろに染まった瞳にだけ困惑したような、泣きそうな色をずっと浮かべていて。

「か、身体からだが勝手に──勝手に動いちまう……〈森霊族〉の《英雄》さまのために動いちまうんだよぉおおお！」

　そう言いながらエリサの腕に鈍器を直撃させる。

「いっつ……っ」

　そのあるまじき膂りよ力りよく。不可解な言動。

　なによりも──

「おじさん……その腕……」

　腕に刻まれた露店許可契約の印。

　その契約の印が今、光っているのを目の当たりにする。




　──そういや今回は特別な祝い事だからかいつもと違ってなんか契約の内容長かったな




「…………くそっ」

　──やられた。

〈隷人族インフイルマ〉の露天商、そして城下町に住む全員に、おそらく同じ契約が結ばれているのだろう。

　たとえば【〈隷人族インフイルマ〉の侵入者が現れたら自動的に迎撃する】という契約が結ばれていたら。

　あるいは【侵入者が現れたら〈森霊族エルフ〉の《英雄》を守らなければならない】などという条件が通常の契約に課せられていたら──現状の説明には十分すぎる。

　彼らには《大誓約魔法》の絶対防御魔法が働き、こちらには働かない理由も明白だ。

　彼ら自身には自らの意思で攻撃しているという自覚がない。

　風でもげ、空から落ちてきた木の実に防御魔法は働かないように、自発的に害する意思のない者の攻撃を、《大誓約魔法》は攻撃と認めず、防御魔法を発動させないのだ。

　もちろん、契約だけでここまで強制的な縛りを入れることはできない。

　なにがしかの魔法──あるいは能力が使われているのは明白だ。

　ただ、いずれにせよ、この作戦は。

「……読まれて、いた……っ」




「──ああやっとそのことに気づいたか」




　もう一度。

　先ほどと同じ涼やかな声が背後のほうから響いてくる。

　今度こそそちらを向いたエリサが目にしたのは、信じられない光景だった。

　──大通りを進んでくる〈森霊族エルフ〉の兵たち。

　揃そろいの礼服に身を包む彼らは──先ほど見たのとまったく同じ面々。

　エリサは、いつの間にかレジスタンスメンバーたちが取り囲んでいた馬車が、ボロもボロの木もく片へん同然のものであることに気づく。

　あっという間に変わった現状。

　それは、つまり。

「……認識改変魔法……！」

〈森霊族エルフ〉の固有魔法。

　完全に騙だまされ、その上同じ〈隷人族インフイルマ〉に征圧されたエリサたちに。

「〝実行アンフアング〟」

　呟つぶやきと同時にそこら中で設置型の魔法陣が展開され、エリサたちレジスタンスメンバーを一般の〈隷人族インフイルマ〉もろとも樹木の檻おりが捕らえる。

「「おお……」」

　周囲の観衆たちから感嘆の声がもれ、檻そのものが最初からそのように配置されるべきだったオブジェのようになる中──〝彼女〟は颯さつ爽そうとその中心に降り立つ。

　肩口で揃えられた美しいブロンド。小柄だが、すらりとした四肢にピンと伸びた背筋。アメジストの大きな瞳には強い意志が見てとれ、〈森霊族エルフ〉の王族の色である、白と浅緑の衣装を身に纏まとい、〈森霊族エルフ〉の『種族旗』である『知恵ある者の杖つえ』を側近の手渡した彼女は。

「オフィリア・リンドレイグ……！」

　睨にらみつけてきたエリサに蔑さげすむような眼まな差ざしを返すと、一連の事態を固唾かたずを吞のんで見守っていた民衆に向かって言う。

「民よ。力なき愚かな隷属種族ですらこのような反乱を起こしうる混迷の現代……今この世こそは戦乱の時代と呼べよう」

　どこか神経質そうな印象を与えるオフィリアは、情感たっぷりに、表情で、仕草で訴えると、

「だが──このような時代であるからこそ行えることがある」

　抑揚をつけ、力強い身振りと共に叫ぶ。

「〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》オフィリア・リンドレイグはここに宣言する！　戦乱の時代を征し、私たち〈森霊族エルフ〉こそが《万象の楽園アクアテラリウム》の支配者に相応ふさわしいことを必ず証明してみせると!!」
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　凛りんとした声は、大通りに高らかに響き渡り。

　再び受け取った『種族旗』『知恵ある者の杖つえ』を、かつん、と石いし畳だたみに突いた瞬間。

「う……うおおおおおお！」「オフィリア万歳!!」「〈森霊族エルフ〉万歳!!」

「オフィリア！　オフィリア！　オフィリア!!」

　爆発するような歓声。

　先ほどとは違う、極度の興奮からくる粗野な声も混ざる中、杖を掲げて民衆に応えるオフィリアは、すでに〈隷人族インフイルマ〉の反乱などなかったかのように樹木の檻おりに一いち瞥べつすらくれない。

　最高のパフォーマンス。

　計算し尽くされたセレモニー。

　そうして、貼りつけたような笑顔を周囲に振りまく彼女は、小さく口の中だけで呟つぶやいた。

「…………来て、いない」





　　　　◆◇◆◇◆






　つつがなく《誓約者ルーラー》就任式を終えた夜。

　リグルアノ城の《誓約者ルーラー》執務室で、正式に《誓約者ルーラー》の座についたオフィリア・リンドレイグは慶事特別許可によって眠らぬ街と化している城下町を眼下に見ながら呟つぶやく。

「こんなものなの……」

　独りごとのように思われたその言葉に、返す声があった。

「──くひ、大成功じゃったのぉ」

　ひょい、とオフィリアの横に並んだ彼女は、近すぎる距離から顔をのぞき込むようにして囁ささやく。

「妾わらわの言ったとおりじゃったろぅ？」

　脳を痺しびれさせるような中毒性に溢あふれた声に、極めて魅惑的な香り。

　明るい紫に黒のメッシュが入った、右と左で長さの違うアシンメトリーな髪とどこまでも深い琥こ珀はく色いろの瞳に蠱こ惑わく的てきな感情をのせ、場末の酒場の踊り子のごとき露出の高い衣装を申し訳程度に纏まとって褐かつ色しよくの肌を堂々と晒さらす彼女は、小柄で幼い見た目に無邪気そうな表情とは裏腹に、とてつもない色気を漂わせていて。

　自分がもし男性だったら──などとありえない想定をしたオフィリアは、一歩離れながら囁かれたほうの耳を押さえ、顔をしかめて言う。

「……近いわクレオパトラ」

　異世界からのマレビト、クレオパトラ。

　彼女こそは母ルフィシアの代より〈森霊族エルフ〉の《英雄》として在り続けた少女──なのだが。

「セ・レ・ス・ウ」

　ゆっくりと人差し指を振り、一語一語区切るように言って、クレオパトラはからかうような笑顔で小首を傾かしげる。

「何度言っても呼んでくれんのぉ……己の幼名に似ているからかぁ？　セ・レ・シ・ア」

「その名で呼ばないで」

　オフィリアが眉をひそめ、強く訴えると、〈森霊族エルフ〉の《英雄》はまったく動じた様子なく、むしろ嬉うれしそうに表情を喜色に染める。

「くひひ、他者の訴えは受け入れぬくせに己の願望は通させようとする……その傲ごう岸がんさ。実に母親譲りじゃなぁ」

「…………お母様はそんな方じゃなかったわ」

「それは己の視点から見ての話じゃろぅ。己と妾、どちらのほうが近しい場所にいたと思っておるのじゃ？」

「……少なくとも貴女あなたよりは好まれていた自信がある」

「くひ、くひひひ。ええのぉ、その率直な感情の発露。己が明確に姉を上回っている要素の一つじゃなぁ、セレシア」

「──っ」

　ギッと音がしそうなほど激しく睨にらみつけてきたオフィリアに、クレオパトラ──セレスウは肩をすくめてみせる。

「お、すまんのぅオフィリア」

　オフィリアが反応したのはそちらではない。

　そうわかっていてわざと言ってくる彼女に、オフィリアはギリリと奥歯を嚙かみしめ、拳こぶしを握りしめる。

「くひ、くひひ、打てば響くとはまさにこのことじゃなぁ」

「他者を責めるのが好きな女王……貴女あなたの民はさぞかし困惑したことでしょうね」

「別に他者に限った話じゃないがのぅ」

　オフィリアの皮肉に対して悪びれもせずそうのたまった彼女は、部屋に飾られていた調度品──高級な水差しを手に取ると、そのまま豪ごう奢しやなベッドに寝転がる。

「妾わらわは妾の欲望に忠実なだけじゃ──己のと同様に」

「──っ、私は！」

　声を荒らげかけたところで、これもまた趣味の悪い《英雄》を喜ばせるだけだと悟り、ぐっと堪こらえると、疎うとましい空気を抜くように深々とため息を一つ吐つき、言う。

「それよりも……本命が来なかったわ」

　本命。

《誓約者ルーラー》就任式を執り行うにあたって、オフィリアたち〝正統派〟は、必ず一ひと悶もん着ちやくある、と予測していた。

　当然だ。

　今でこそ〝正統派〟などと名乗っているが、本来であればオフィリアこそが異端なのだから。

　その自覚があったオフィリアは、前《誓約者ルーラー》である母ルフィシアが病床にあった頃から、《英雄》クレオパトラをはじめ、評議会に出席する有力貴族たちに綿密な根回しをしてそのときに備えた。

　どうあっても、〝妹〟であるオフィリアがその座につこうと思えば強引に奪うという形を取らざるを得なかったから。

　……それはいい。

　はじめからそのつもりであったし、そういう伝統であるのはどうしようもない。

　だから、考えるべきはその先。

《誓約者ルーラー》の座を奪われた本来の正統後継者である姉は、こちらが取り込めなかった勢力を率いて必ず反乱を企くわだててくる。

　そう予測し、そのための準備をこれ以上ないほど入念にした。

　反旗を翻ひるがえしてくるタイミングはいくつか候補があったが、最も可能性が高いのが就任式のパレードだった。

《誓約者ルーラー》の座を横から奪われた形の彼女からすれば民衆に審判を仰ぎ、現《誓約者ルーラー》たるオフィリアに否を突きつけることこそが目的になる。

　どうあったって民が集まるパレードは最高のタイミング──と、クレオパトラの予測を待つまでもなくオフィリア自身もそこまでは完かん璧ぺきに読めていたのに。

「いやぁ、まさか〈隷人族インフイルマ〉のレジスタンスなぞが引っかかるとはのぅ。妾わらわの《偉能レアルタ》がなければ危ないところだったのではないか？」

　くひひ、と笑う彼女が本当に予測していなかったかは、オフィリアにはわからない。

　彼女に言えることがあるとすれば、クレオパトラの《偉能レアルタ》──『王の支配』まで使って万全の態勢で迎え撃とうとしたのに、肝心のところで肩すかしを食らい、まったく予想だにしていなかった獲物がかかったということだけだ。

「話が違う……あの人が来なければ意味がないっ」

「そうは言うが、あれはあれで十分な演出になったじゃろぅ？　民衆に対する《誓約者ルーラー》としての好感度はうなぎのぼりじゃ」

「そんなもの後からいくらでもできるわ……！」

　もちろん民からオフィリアの《誓約者ルーラー》としての認知をあげることも重要なことではある。

　伝統ある〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》の中でもオフィリアは異例中の異例なのだから。

　だが、そんな難事すらどうでもいいことと言えるほど、クレアリシアの完全排除のほうが遥はるかに優先度の高い事象だった。

《誓約者ルーラー》就任式は反逆者であるクレアリシアにとってもチャンスだが、オフィリアにとっても絶好の機会だったのだ。

　民にクレアリシアこそが反逆者で〈森霊族エルフ〉に仇あだ為なす者と印象づけるための。

「くひひ、《誓約者ルーラー》が爪つめを嚙かむのはいかがなものかのぅ、セレシア」

「……っ」

　幼い頃から抜けない癖。

　普段はまず出ることがないが、こうして人目がなくイライラしているときにはついやってしまう。

　苛いら立だちを紛らわせるように、片手に持った『知恵ある者の杖つえ』を強く握りしめたオフィリアに、クレオパトラは不意に酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「──くふ、そういうところがダメなんだけどねぇ♪」

「…………は？」

　……気のせいだろうか。

　今一瞬、まったく違う声でしゃべっていたような──。

「ん？　なんじゃ？」

　じっと見つめていると、またからかうような笑みを向けられて、オフィリアは顔をそらす。

　気のせい……というには、頻度が多い気がするが、どれだけ本人を問い詰めても知らぬ存ぜぬで通されるのは何度も経験してきたことだ。

　そうそうと忘れることにして呟つぶやく。

「……ともかく早急に次の計画を練らないと……」

　クレアリシア・リンドレイグ。

　あの天才的な知性は一刻も早く摘つまなければならない。

　もう優秀な姉など害悪でしかないのだから。

「次に彼女が現れざるをえない罠わなをこちらからしかけて──」

「その必要はないんじゃないかのぅ」

　さらりと呟かれた言葉は、なぜかこの上なく楽しそうな音に満ちていて。

「……？　どういうこと？」

　そう尋ねたオフィリアに答えたのは、クレオパトラではなかった。




「すでにこの部屋にいるから──とか言ったりして～」




　──ありえない。

　その声だけは。

　その聞き覚えのありすぎる声だけは、絶対にありえない。

　そう思いながら、ゆっくりと振り返ったオフィリアは。

「はろはろ～一ヶ月ぶりくらいだね──セレシア」

　柔らかな笑みで軽く手を振る姉──クレアリシア・リンドレイグの姿に、大きく目を見開いた。





　　　　◆◇◆◇◆






「な、ぜ──」

　あなたが、今ここにいるの。

　あまりに驚きすぎてそこまで続けられなかったオフィリアに、クレアリシアは顎あごに指をあて、小首を傾かしげながら言う。

「え～いちおう自分の城実家だし～？　帰ってきたらダメだった～？」

　なんの裏もなく、本当に言葉通り不思議に思っているようにのんびりと言う彼女に、オフィリアの抱いた驚きよう愕がくは徐々に慣れ親しんだどす黒い感情へと変わっていく。

「そういう……とぼけた態度が……っ」

　口の中だけの呟つぶやきはクレアリシアの耳には届かなかったのか、彼女の表情はまるで変わらない。

　それもまたオフィリアの感情を逆さか撫なでするが、クレアリシアは特に気にした風もなく傍かたわらのベッドに寝転んだままの《英雄》へと視線を向ける。

　視線が合うと同時に、褐かつ色しよくの《英雄》は口元を歪ゆがめた。

「おかえりクレアリシア」

「…………ただいま～セレスウ」

「くひひ、己にセレスウと呼ばれると本当に虫むし酸ずが走るのぉ。それもまたある意味で心地いいのじゃが」

「そう～気持ちいいならよかったんじゃない～？」

「……己はまったく空気を打つという言葉がぴったりじゃのぉ。つくづく──つまらん」

「わたしもあまり楽しくはないから気が合うね～」

「まったくじゃなぁ」

　声の調子は変わらないままそんな会話を続ける二人に、オフィリアが我慢ならないとばかりに言う。

「なにをしにきたの」

　硬い声。

　無意識に《誓約者ルーラー》の証あかしたる『知恵ある者の杖つえ』を隠すようにした妹に、クレアリシアはほんの少し悲しそうに笑う。

「そんな邪険にしないでほしいな～何度も言ったけど──わたしは《誓約者ルーラー》なんて興味ないんだよ～？」

「噓！」

　即座の否定と警戒に、クレアリシアは視線を落とし、声を沈ませる。

「本当なのに……最初からセレシアに譲るつもりだったって──」

「口から出任せはあなたの得意とすることよね、知恵者のクレアリシアお姉様」

　母ルフィシアがよくクレアリシアを評すときに使っていた知恵者という表現。

　そう口にするたびに母が嬉うれしそうな顔になるのが──オフィリアは最高に嫌だった。

　どうせ、どうせオフィリアはクレアリシアに比べたら劣っている──。

「……あのね～セレシアには話したと思うけど、わたしには夢があるの～。その夢を叶かなえるのに、〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》の立場は足あし枷かせになる可能性が高くて……」

　全世界の恒久平和。

　姉が特別にオフィリアにだけ打ち明けてくれたとっておきの秘密。

　口にしたところで誰も信じないであろう誇大妄想。

「……まさにそれが口から出任せじゃない」

「ん～？」

「クレアリシア、あなたの妄想を叶かなえるのには《誓約者ルーラー》という立場は絶対に必要になってくるはず！」

　種族格差をなくす。

　とりわけ現状において圧倒的に不利な立場に置かれている〈隷人族インフイルマ〉、彼らを救わないことには話にならない──そうクレアリシアはセレシアにだけ話してくれたことがあった。

　その足あし枷かせとなりうる《誓約者ルーラー》の立場は自分には不要になるかもしれないとも。

　それは、けれど──セレシアからすればまったく理解のできないことで。

「確かに今は必要ないかもしれない……けれどそれは今は、というだけ。あなたはその目的達成のためなら私程度簡単に蹴け落とす！」

「…………ま～それは否定できないね～」

「ほら！」

「でもその可能性は限りなく低いと思うんだけどな～あとわたし個人的に《誓約者ルーラー》って嫌いだし～」

「皮肉……？」

「違う違う～個人的な好みの話だよ～。ちなみに《誓約者ルーラー》になったセレシアは好きだよ？　今日の演説とかすっごく格好良かった」

「──っ、私は嫌い……姉様なんて大嫌いっ」

　オフィリアはクレアリシアが嫌いだ。

　心の底から嫌い。大嫌い。

　温和で優しく愉快で賢く優秀で、思いついたところで誰も実行しようと思えない、思わない、究極の理想を追求し続け、そのためには他のすべて……伝統も家族の絆きずなも〈森霊族エルフ〉さえも捨て去れる、尊敬し、崇すう敬けいの念すら抱く姉。

　母に多大な期待を受け、周囲から呆あきれられながらも慕したわれ、結局誰からも受け入れられ──オフィリア自身も大好きなクレアリシア。

「爪つめ、嚙かまな～い」

　優しく注意を飛ばされ、その心地よさに、オフィリアは強く強く歯は嚙がみする。

　……嫌い。嫌い。大嫌い──

　そう思いでもしなければ、オフィリアはオフィリアでいられなくなるほどに──。

「──その笑い方はあまりいいものじゃないと思うよ～セレスウ」

　不意にそう言ったクレアリシアに。

「おっと、すまんのぅ」

　クレオパトラは白々しく肩をすくめてみせる。

「セレシアがあまりにも可愛かわいい顔をしていたからついなぁ」

「…………相変わらず最悪の趣味だね～」

「妾わらわからすれば己もたいがいじゃがな」

　ニヤニヤする《英雄》にため息一つ。

　クレアリシアは、もう一度オフィリアに向き合って言う。

「今さらそのことを納得してもらおうと思わないし、たぶん納得させてはもらえないと思う～」

「……なにを当たり前のことを」

「そう、当たり前のことだよね～。だから今日はシンプルなお願いにきたの～」

　強引すぎるのに、そう感じさせない文脈。

　そう言われてしまえば、オフィリアに続けられる言葉は一つしかなかった。

「……なに」

　その願いとは──。

　率直にそう尋ねたオフィリアに、クレアリシアはぴっと人差し指を立てて。




「レジスタンスの人たち、解放してあげてくれないかな～？」




　可愛らしく小首を傾かしげたところで、その発言のめちゃくちゃ具合は一切揺らがない。

「なに言ってるの……っ？」

　というよりなぜそんな要求をしてくるのか。

　クレアリシアと〈隷人族インフイルマ〉のレジスタンスに繫つながりなど──

　……まさか。

「繫がっているの……？　あの隷属種たちと」

「ん～別にそういうわけじゃないけど～」

　さらりとそう続けたクレアリシアは、ただ──と言って。

「かわいそうじゃない～？」

　……ふざけた理由。ふざけた態度。

　この上なく、いつも通りのクレアリシア・リンドレイグに。

「ふざけないで!!」

　オフィリアは叫ぶ。

　たとえオフィリア自身が解放する気があったとしても、クレアリシアの頼みというただそれだけの理由で拒否する。

　そう言わんばかりの勢いで強く強く拒んでみせたオフィリアに。

「だよね～」

　あっさりとそう言ってのけたクレアリシアは、こちらが本懐とばかりにぱんと手を打ち合わせる。

「じゃ【賭かけ】の結果としてならどう～？」

【賭け】。

　それだけでオフィリアには真意が伝わる。

　クレアリシア・リンドレイグが持ち出す【賭け】とは、幼い頃から何度も行ってきた《大誓約魔法》の下での魔法的強制力を伴った遊びだからだ。

　お互いに意見が対立したとき、話し合いではお互いに受け入れられないと判断したときに持ち出す交渉術の一つ。

　そうであるにもかかわらず、クレアリシアはどうやら【賭け】そのものを楽しむことが目的らしく【賭け】の対象となる勝負方法はほぼ運の要素のみのものを選ぶ傾向が強い。

　したがってこれまで幾百と行ってきたクレアリシアとオフィリアの【賭け】の対戦成績はイーブン。

　つまり──やりよう次第ではオフィリアの心からの望みをクレアリシアに吞のませることもできる。

　真正面からクレアリシア相手に交渉しても絶対に敵かなわない。

　だが【賭け】なら──。

「……具体的な内容は？」

　慎重にそう訊きいたオフィリアに、クレアリシアは「受けてくれるの？　ありがと～」と言って、条件を提示する。

「さっきも言ったけれど、【わたしが勝ったらレジスタンスの人たちを全員解放するための《誓約者ルーラー》としての命令権を一度だけ許してほしい】。その代わり──【セレシアが勝ったらわたしは〈森霊族エルフ〉領【この国】を出て、二度とセレシアの前に現れない】──これでどう～？」

　それは。

　その言葉はセレシアがなによりも引き出したかった条件で。

「……くひひ、なるほどのぉ。それならクレアリシアが【賭け】に負けたところで、〝本当に〈森霊族エルフ〉の《誓約者ルーラー》になるつもりはなかった〟ということを証明するだけになるというわけじゃな」

　クレオパトラの横やりに、クレアリシアは悪びれるでもなく笑顔で言う。

「あ、わかっちゃった～？　どちらにせよわたしには損はないんだよね～」

　……噓だ。

　噓に決まってる。

　だが、噓だとしても──。

「……二つ、条件があります」

　指を二本立ててみせたオフィリアに、クレアリシアは無言で先を促して。

「一つは、最後の文言をセレシアではなく、オフィリアに変えてもう一度誓ってください」

「……あ～セレシアじゃ成り立たない可能性があるもんね～」

　もう一つは？　そう暗に問いかけたクレアリシアに、オフィリアは酷こく薄はくに目を細めて言う。




「【賭かけ】の対象となる勝負方法はクレオパトラに決めさせる」




　その言葉はクレアリシアにとっても意外だったらしい。

　ぱちぱちと瞬まばたき、なにも言わない彼女の代わりに、名指しされたクレオパトラが言う。

「くひ、これまた然しかりじゃ。利害のない第三者である妾わらわを介入させることで、公平性を保てるからのぅ」

「……ええ。〈森霊族エルフ〉という種族の《英雄》である彼女なら、同じ〈森霊族エルフ〉の王族である私たち姉妹のどちらかに肩入れするというのは考えられません。私たち二人が決めるよりはよほど平等であると思います」

　──噓だ。

　噓も噓、大噓。

　この上なくオフィリアに有利な条件に決まっている。

　まず、勝負方法をクレアリシアに決めさせるのは論外。

　いくらこれまで【賭け】においてはゲームそのものを楽しんでいたと言っても、今回も同じように振る舞うとは限らない。対戦相手に勝負方法を決めさせるなどというのは自殺行為だ。

　同様に、オフィリアが勝負方法を決めるというのもありえない。

　こちらが決めた勝負方法で勝ったとして、万が一そのことが外に漏れたら、オフィリアのプライドはこの上なく傷つけられる。

　場合によっては《誓約者ルーラー》としての支持を失い、根強いクレアリシア派閥を活気づけるかもしれない。

　またクレアリシアはオフィリアの知る限り他に例を見ないほど、抜きんでて賢い。

　オフィリアが決めたつもりの勝負方法が、自分で気づかないままクレアリシアの望んでいたそれに誘導されるということもありえる。

　なにより、オフィリアにはクレアリシアを出し抜くような勝負方法を思いつかない。

　だから、オフィリアにとってはクレオパトラに決めさせるのが最善だ。

　クレアリシアもまさかクレオパトラを絡ませてくるとは想定していなかっただろう。

　そしてクレオパトラはどういうわけかクレアリシアを明確に嫌悪している。

　そもそもクレアリシアを退けてオフィリアに《誓約者ルーラー》になれと進言してきたのはクレオパトラだ。

　彼女は単に遠ざけるだけでいいと思っていたオフィリアを否定し、はっきりと〝亡き者にすべき〟とまで言ってのけていた。

　それほど異様にクレアリシアを嫌っている彼女が、この条件で中立の態度を貫くはずがない。

　いや、あくまで表面上はそのつもりで、オフィリアのみが勝利できるような方法を考え出す──。

「…………なるほどね～」

　さしものクレアリシアもこれには思うところがあったらしく、考え込むような素振りを見せる。

「それは……さすがにちょっと予想外だったかな～」

　クレアリシアもクレオパトラの態度には気づいている。

　だからこそオフィリアと同じような思考に至ることは十分にありえた。

　だが、それでも構わない。

　結局のところ、これはどちらに正当性があるのか、という話なのだから。

　ゆえに──。

「……わかった。いいよ～」

　結局そう答えたクレアリシアの笑顔は、ほんの少し硬いようにオフィリアには思われた。





　　　　◆◇◆◇◆






「では──まずはレジスタンスの連中をここに連れてきてもらおうかのぅ」

　ベッドに寝転がったまま。

　そんなことを言い出したクレオパトラに、

「……は？」

　眉をひそめたオフィリアは、ほんの少し躊ちゆう躇ちよを見せてから外部の使用人に言いつけ、地下牢ろうに捕らえたレジスタンスメンバーを連れてこさせる。

　やがて現れた十数人の彼らで部屋がいっぱいになり、オフィリアは露ろ骨こつに顔をしかめた。

　すでに予想の外にある展開。

　それ自体喜ばしいことだと思い込み、枷かせをつけられ、自由を奪われた罪人たちを睨ねめつける。

「……こんなに使用人は必要ないのだが」

　言葉そのまま、蔑さげすむ眼まな差ざしを向けるオフィリアに、レジスタンスメンバーの何人かが色めき立ち、

「うっ」「ぐぁああっ」「ぎっ」

　その色めき立った者だけが光る枷の魔法陣によって苦しみ呻うめいた。

　その様子を特にどうということもなさそうに見ていたクレアリシアがわざとらしく言う。

「へえ～敵意を抱くだけで責め苦を与える契約か～。……ということは感情の制御がいるってことかな～？」

　小首を傾かしげたクレアリシアを見ていたのか、とある女性のレジスタンス──茶髪のボブを揺らした彼女が、崩れ落ち呻くメンバーに寄り添うようにして言う。

「……心を平静に保って……別のことを考えて」

「ぅう……」

　そうして徐々に落ち着いてきた仲間を前に、彼女──エリサは横目でクレアリシアを睨にらみつけてきた。

　その眼差しにほんの一瞬悲しみの眼差しを返して──

「さてさて、駒が揃そろったところではじめようかのぅ」

　クレオパトラの声に、全員が彼女のほうを向く。

　おそらくレジスタンスメンバーにはなんの説明もされていないのだろう。

　いかにも不審げに、そして女性メンバーの大半が不安そうな表情を浮かべたまま〈森霊族エルフ〉の《英雄》を見る。

　それら多人数の視線を気持ちよく受け入れるように、自らの褐かつ色しよくの肌を抱きしめたクレオパトラは、歪いびつな笑みと共に言う。




「【賭かけ】の対象は単純明快──【妾わらわの《偉能レアルタ》から逃れられる男がこの中にいるか否か。〝いる〟もしくは〝いない〟で答えてもらおう】」




　その言葉を耳にした瞬間、この場にいた大半が訝いぶかしげに眉をひそめた。

　まずレジスタンスメンバーの大半は【賭け】そのものを理解していないだろう。

　クレアリシアもまた目を細めざるをえない。

　なぜクレオパトラはこんな勝負方法にしたのか、と。

　そうしてただ一人、オフィリアだけが大きく目を見開き──心の中で呟つぶやかざるをえなかった。

　さすがクレオパトラと。

　勝負方法をクレオパトラに決めさせるにあたって、一つだけ問題があった。

　クレオパトラが大げさに言えば不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵であるクレアリシアではなく、オフィリアを贔ひい屓きしようとするのは間違いない。

　そしてそのことをクレアリシア自身了承した上で、公平性の面から彼女の設定した勝負を受け入れざるをえない。そこまではいい。

　問題は、その先。

　それは、クレオパトラにオフィリアのみが勝てる勝負方法を思いつくのか、ということ。

　まず、【賭かけ】という形式である以上、問いに対する○×、簡単な二択問題になるのは避けがたい。

　もちろん選択肢が複数あるようなものでもいいが、その形式の問題では、答えが単純ではないため、露ろ骨こつにオフィリアに贔屓しているのがわかれば、クレアリシアから抗議される可能性がある。

　クレオパトラが使用人や、レジスタンスメンバーという罪人たちもこの場にあえて同席させたように、ことオフィリアとクレアリシアの勝負ではオフィリアがあのクレアリシアより上であると明確に第三者に認めさせることがただ【賭け】に勝つのよりも比重が高い。

　一見公平であり、クレアリシア自身がそれを認めた上で、オフィリアが覆くつがえしてみせる。

　それこそが求められる勝負の結果。

　だからクレオパトラに求められるのは、事前に抗議が入らないような、つまり公平性が確かに確保された上で、オフィリアが確実に正答に賭けられ、クレアリシアが確実に誤答に賭けるような問題。

　そんな問題が本当にありえるのか──文字通りオフィリアには皆目見当もつかなかったのだが。

（──あった）

　内心で拍はく手しゆ喝かつ采さい諸もろ手てを挙げて喜ぶオフィリアは、表面上はどこまでもクールにクレアリシアをうかがい、考え込む素振りの彼女が〝異議〟を唱えてこないことを確認して。

「……では公平性を期して答えは同時に口にしましょう」

「──おっけ～」

　クレアリシアの表情は変わらない。

　彼女がなにを思っているかはオフィリアにはわからない。

　だがもうそんなことは関係なかった。

「くひ、では──」

　クレオパトラが手にした水差し。

　その水差しを空中に投げ──ベッドに落ちると同時に、二人は口を開いた。




「いない」

「いる～」




　綺き麗れいに分かれた答えに、場がざわつく。

　そうして契約の魔法陣が二人の前で光り、【賭かけ】の成立を確認した上で──

「──ふっ、ふふふ、ふふふふふっ」

　オフィリアが笑い出す。

　真面目まじめで実直だが神経質、彼女が笑みを浮かべるのは種族によって決められたときのみだ──《誓約者ルーラー》になる前よりそのように揶や揄ゆされていたオフィリア・リンドレイグが。

　肩を震わせて笑っている。

　その事実に、彼女をよく知る者ほど驚く中で。

「……なにがおかしいの～？」

　クレアリシアのその問いは、オフィリアの笑みをこの上なく大きくした。

「残念でしたねお姉様──貴女あなたの負けです！」

　堂々と告げる勝利宣言。

　その意味がわからないように、クレアリシアは小首を傾かしげてみせる。

「え～？　なんで？」

　間抜け。

　間抜けにもほどがある問い。

　だがそれは、この場においては勝利者たるオフィリアを彩るための最高のスパイスになる。

「クレオパトラの《偉能レアルタ》──『王の支配』については、クレアリシアお姉様もよくご存じですよね？」

　同じ〈森霊族エルフ〉の王族。

　まして現〈森霊族エルフ〉巫み女こにして次代《誓約者ルーラー》の座にもつきかけていたクレアリシアが知らないわけがない。

　クレアリシアはちらりとレジスタンスメンバーを見てから言う。

「もちろん～【とある条件下にある者を無条件で魅了する】だよね～？　今日のパレードでも使われてたやつ～」

「な──」

　驚きの声をあげたのは、レジスタンス──そのリーダーであるエリサで。

　そちらにはまったく気をとめず、オフィリアは続ける。

「……ではその〝とある条件下にある者〟とは？」

　致ち死し性の毒をすでに呷あおってしまった好敵手に対するように。

　妙に優しげなオフィリアに、クレアリシアもまだ穏やかに応じて。

「〝クレオパトラに一度でも好意を抱いた異性〟～」

　そう、続けた瞬間。

「だと思いましたよね？」

　懐ふところの下に隠していたとっておきの一撃。

　必殺のそれを、広げた手と共に披露する。

「違う。違うんですよクレアリシアお姉様！　クレオパトラの《偉能レアルタ》はその程度の懦だ弱じやくな条件では収まらないのです。お姉様は勘違いされたようですが、私にはそれがわかった！」

　そう。

　クレオパトラの強力な《偉能レアルタ》『王の支配』は、一定の条件下にある異性に対して強力な力を発揮する──わけではない。

　クレオパトラ自身ずっとそうであるかのように説明し続けていたが、それが偽りであることを、《誓約者ルーラー》になったばかりのオフィリアにだけ明かした。

「くひひひひ！　くひひひひひ！」

　その妖よう艶えんで色に満ちた仕草は信じられないほど邪悪な笑み。

　手て練れん手て管くだで数多あまたの男の王を籠ろう絡らくした稀き代たいの女王は、高らかに告げる。

「残念じゃが──オフィリアの口にしたことは正しいのぅ」

　そうして、身体からだを起こした彼女は、クレアリシアに向けて右手を伸ばしながら朗々と語る。

「クレアリシアも妾わらわの《偉能レアルタ》の条件を覚えておったようだが、妾が同志と認めた相手でも、必ずしもすべてを明かすとは限らぬことは見落としたようだのぅ」

　そうして今度は左手をオフィリアに向けて。

「反面──オフィリアは見事としか言いようがない。よくぞ見抜いた」

　そう言いながら白々しくも讃たたえるようにこちらに両手を差し出してくるクレオパトラに、オフィリアは誇らしくうなずいてみせる。

　茶番。

　この上ないほどくだらなく、馬鹿らしく、意味のある──。

　さすがは異世界にて男を騙だます術すべに長たけていた女王。

　その演技力こそ、見事としか言いようがない。

　この場にいる誰もが、彼女の芝居がかった振る舞いに、圧倒されざるをえなくて──。

「…………本当に？」

　ぽつりと呟つぶやいたのはクレアリシアで。

　その虚うつろな表情はいっそ痛々しくすらあった。

　それを最高に加虐的な笑みで迎えたクレオパトラは、伸ばしていた両手を合わせて。

「なれば──審判の時を迎えようぞ」

　その言葉を告げる。

「【汝なんじはすべてを支配せし者──その汝を我は支配す】」

　重ね合わせた両手に『咲き誇る六花』の刻印が光り、『王の支配【支配せし者を支配せし我】』はその文言通りの現象を起こす。

　怪しく光るクレオパトラの瞳に魅み入いられたレジスタンスメンバーたちが、同じような琥こ珀はく色いろの瞳に変わり──のそりのそりと、クレオパトラの前まで行くと、膝ひざをつき頭こうべを垂れた。

　あとに残されたのは──女だけ。

　すべての男は、クレオパトラの支配を為なす術すべもなく受け入れた。

　その事実を確認すると同時に。

「ふ、ふふふふ、あはははははは！」

　オフィリアは高らかに笑う。笑う笑う。

　やった。やった。やった──。

　ついにあのお姉様を。

　クレアリシア・リンドレイグを──出し抜いてみせた。

　身体からだが自然と震えてくる。

　こんなに嬉うれしかったことは生涯一度としてない。

　クレアリシアの代わりに《誓約者ルーラー》の座につき、クレアリシアを排はい斥せきしてみせたときでも、こんな喜びを感じなかった。

　──ああそうだ。

　今理解した。

　ずっと──ずっとこれがしたかったのだ。

　クレアリシアを倒し、クレアリシアを超えたという実感をえること。

　このことに比べれば、クレアリシアから《誓約者ルーラー》の座を奪うことや、第三者に自分のほうが上だと認めさせることなど、どうでもいい──。

　そう、達観したような境地にまで至ったオフィリアに。

「笑い声」

　クレアリシアは、無表情に言う。

「やっぱり似てるよね～」

「……………………は？」

　意味がわからない。

　なにを急に言い出したのか──そう考えるまでもなく、彼女はゆっくりと元の穏やかな笑みを浮かべる。

「姉妹だから。ずっと一緒に育ってきたから……同じようになる部分っていっぱいあるんだと思う」

「……なにを言っているの」

「同じだから、わかるってこと～」

　その言葉。表情を見た瞬間。

　オフィリアの背中に悪お寒かんが走る。

　だがそんなものなど関係ないかのように、クレアリシアはさらりと告げた。




「オフィリアがクレオパトラに【賭け】の具体的な方法を決めさせるのも、その方法自体も、最初から予想していたことだったんだよね～」




　……なにを、言っている？

　意味がわからない。

　意味がわからないのに、この後の展開がわかる。

　どうなるかが、どうしようもなく予想できる。

　同じだから。

　クレアリシアが勝利するいつもの空気と──。

「なにを言っておる？」

　いかにも馬鹿にしたような声。

　他ならぬクレオパトラのその言葉に、クレアリシアはすっぱりと言う。

「だから知ってたんだよ～クレオパトラの《偉能レアルタ》が異性でありさえすれば誰にでも有効だってこと」

　鮮烈な笑顔。

　その表情を見たクレオパトラの顔から笑みが消える。

「…………なにを言っておる」

　まったく同じ言葉なのに、込められる感情は違う。

　不穏な空気。嫌悪の滲にじんだ声。

　それらをいなすように右手の人差し指を立てた《誓約者ルーラー》の姉は、笑顔を崩さず言った。

「一つ一つ種明かしをしようか～。といってももう全部言っちゃったようなものだけれど～。まず──【賭かけ】を挑んだのがわたしからだってこと、忘れてるよね～」

　そう言ってこちらを見たクレアリシアに、オフィリアは声を荒らげた。

「誰が忘れたなどと──」

「主導権。その時点で握られてると思わない～？」

　途中でわざと遮さえぎったクレアリシアは、目を見張った妹にほんの少し同情の眼まな差ざしを向ける。

「悪いとは思ったけれど……セレシアがわたしに抱いている劣れつ等とう感かんを利用させてもらったの」

　クレアリシアはオフィリアが【賭かけ】を受け入れることを知っていた。

　知っていて、挑んだのだ。

「それがどうしたと言うの……っ」

　そんなもの、オフィリアだって考えた。

　その上で必勝の勝負を挑み、こうして勝ってみせたのだ。

　なのに──

「ねえセレシア。セレシアはどうして《誓約者ルーラー》就任式で罠わなを張ったの～？　レジスタンスメンバー、一いち網もう打だ尽じんにするのって、事前に準備できなきゃ無理だよね～？」

「そんなもの、襲われるというのがわかっていたからに──」

「そう、わかっていれば、いくらでも自分に有利な状況を作り出せる」

「────」

「わたしもね～《誓約者ルーラー》就任式での罠はわかっていたの～。わかっていた上で、止めなかった」

　その言葉と共に、クレアリシアはエリサを見て、唇を強く嚙かむ彼女からそっと目をそらす。

「それは、その先で起きることまで予想できたから。そちらのほうがよりわたしにとって有益なことが起こせると知ったから」

　これはま～協力してくれた人のおかげだったんだけど、と小声で付け加えたクレアリシアは、なぜかそこでちらりとレジスタンスメンバー──女性しか残されていないそこに視線を向ける。

　そんなクレアリシアに、オフィリアは我慢ならないとばかりにだんと床を踏みしめる。

「あなたはなにが言いたいの!?」

　強く強く拳こぶしを握りしめて──言う。

「なにを！　どう言おうが！　私がクレアリシアお姉様に勝ったのは変わらない！　その厳然とした事実とどうして向き合わないの!?」

　負けを認めろ。認めろ。認めて──私を見て。

　そんな痛切な訴えに、クレアリシアは冷たく告げる。

「【賭け】の結果。オフィリアの勝ちになってる？」

　クレアリシアが指さす先。

　中空に描かれているのは、《大誓約魔法》の下、互いに誓い合った【賭かけ】の内容と、その勝敗。

　そんなもの確認するまでもない。

　だって、【賭け】を設定したクレオパトラ自身がオフィリアの勝ちを宣言して──

「あ…………？」

　その事実を目の当たりにした瞬間、オフィリアの口をついて出たのは、そんな間の抜けた音で。

　オフィリアとクレアリシアの【賭け】勝負。

　勝者の名前として描かれていたのはオフィリアではなく。




　クレアリシアだった。




　まっさきに認識改変魔法を疑ったオフィリアは、それは〈森霊族エルフ〉同士での戦いでは成り立たないことにすぐに思い至り、思い至ったにもかかわらず受け入れられなくてその可能性をしばらく考えた後で──クレオパトラを見る。

「………………どういう、こと」

　どういうこと。

　同志であり共謀者であるはずの《英雄》は──信じがたいと言いたげな笑みを浮かべて。

「くひ……くひひひ、くひひひひ──クレアリシアめぇ、気づいていたな？」

　クレアリシアを認める言葉。

　そのことをしっかりと確認した上で、クレアリシアは残されたレジスタンスメンバーを、女性しかいないはずのそこを見て、彼の名を呼ぶ。

「──レスト」

「………………え？」

　レスト──？

　そう呟つぶやいたのは、彼のことをレジスタンスの中で誰よりもよく知るエリサで。

「──あーあ……お前マジで責任取れよクレアリシア」

　その声と共に立ち上がったのは一人の女性。

　一般人なのにレジスタンスと間違えられて捕まえられたと言っていた彼女は、おもむろにストールを取り、スカートを落とし、美しい金髪──ウイッグを投げ捨てる。

「────レス……ト……？」

　エリサの驚きよう愕がくの眼まな差ざしに、レジスタンスメンバー、レスト・エンデバーはバツが悪そうに顔を歪ゆがめ、頭をかいた。

　そうしてため息一つ、切り替えるようにクレオパトラ、オフィリアを見ると。

「…………男……？」

　オフィリアの呟つぶやきに、わざとらしく不敵にうなずいてみせ、

「おう、男だ。悪かったな」

　そう続けたレストに、オフィリアは信じたくないとばかりに首を横に振る。

「なん……なんで……男なら、クレオパトラの《偉能レアルタ》が──」

「その《偉能レアルタ》だけどさ、男ってのは誰基準の話なわけ？」

　すでにその話はし尽くした。そう言わんばかりに、適当にレストが言って。

「…………基準？」

「そう。たとえば誰も他者を害してはならない、害そうとしたら無理矢理弾はじく──っつー絶対防御魔法の基準は《大誓約魔法》が決めてる。んじゃ、そいつの《偉能レアルタ》の基準は？」

「それは……」

「──妾わらわの主観じゃ」

　後を引き継ぐように続けたクレオパトラに、レストは特にうなずくでもなく続ける。

「主観が基準ならそいつに男だと思われなければいい。そして【賭かけ】の判定自体は《大誓約魔法》が行う。俺が女装しただけの男だって知ってる《大誓約魔法》がな」

　その齟そ齬ごこそが、かような矛む盾じゆんしたような結果を導いた──。

「く、くひひひひひっ、な、なるほどのぅ！　これはいっぱいくわされたわっ！」

　歪ゆがみを隠さず、大笑するクレオパトラに、オフィリアは両膝ひざをつく。

　天上から突如として突き落とされる。

　そう表現してあまりある状況に、なにも考えられなくなって──

「なにをふぬけておるオフィリア」

　耳元で囁ささやきかけてくる《英雄》。

「劣等種のレジスタンス共はもう用済みじゃろぅ？」

「…………？　賭けの対象として、クレアリシアお姉様が──」

「その前に、自由を奪う契約を結んでいる己であればできることがあるわい」

「……できる、こと……」

「きゃつら全員の意思を剝はく奪だつしろ」

　端的な言葉。

　それがどんな意味か考える前に、毒蛇のごときぬるりとした声で美女は言う。

「そうすれば〈隷人族インフイルマ〉どもを解放したとて意味はない。この場で起きたことはすべて外部に漏れぬ」

「でも……」

「情けをかけるなどというぬるいことは言わぬよなぁ？」

　その程度のこともできないから、己は姉を超えられない──。

　言外のそんな言葉まで読み取ってしまったオフィリアは、半ば無意識に口を開いた。

「……〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》の名において命じる……囚とらわれし〈隷人族インフイルマ〉どもは──」




「──させないよ～」




　その声は、どうしようもなく頼もしく聞こえて。

「契約の下、〈森霊族〉《誓約者》代行の名において宣言する。主たる種族に害為なす《英雄》クレオパトラ、あなたに警告を発する」

【賭け】の結果、一度だけ〈森霊族〉《誓約者》としての権限を持ったクレアリシアは、その立場において従属せし、《英雄》に告げる。

「自身の快楽のみを追求し、《誓約者ルーラー》に己の願望を押しつける悪あしき《英雄》。汝なんじが為なすすべての利己的な目的での甘かん言げんを、行動を、禁ずる」

《大誓約魔法》の下──誓わせる。

　そう続けたクレアリシアに、歪いびつな笑みを浮かべたクレオパトラは。

「……くひ、そんなもの──」

「聞かない～？　それじゃあ──今ここで巫女として貴女を元の世界に送り返します」

　薄く掌てのひらに纏まとわせた魔力。

　その光にはさしものクレオパトラも目を見開き、けれど笑みはしまわないまま言った。

「…………たいした、ハッタリじゃなぁ」

「そう思うなら──そう思ったまま還かえればいいんじゃない？」

　そうして光は大きくなり、やがてクレオパトラ自身をも包み込んでいき──

「────！　わかったっ、誓おう！」

　その声が聞こえた瞬間、契約の魔法陣が展開され──まとわりつくような光は噓のように綺き麗れいさっぱり消え去った。

　まるで最初から存在していなかったように。

「…………認識改変魔法か」

　その言葉は、レジスタンスのリーダーが発したもので。

「あぁよかった～」

　そうして、クレアリシアは、ぱんと手を打ち合わせると、笑顔で続けるのだった。

「目的がちゃんと果たせて」

　目的。

　そう──これこそがクレアリシアの目的。

「くひ……本当に腹立たしいやつじゃのぅ。〈森霊族〉程度滅ぼしておけばいいものを」

　その言葉に、オフィリアが目を見開く。

「〈森霊族エルフ〉を滅ぼす……？」

　その問いには答えず、褐かつ色しよくの美女はくひくひと笑い続ける。

「途中までうまくいってたんじゃがなぁ」

「クレオパトラ、貴女あなた少し露ろ骨こつすぎたよ」

　そんな彼女に、クレアリシアだけが冷静に告げて。

「ルフィシアの死期を早めていたのも気づかれていたのかのぅ」

　その言葉に、オフィリアは反射的に叫んだ。

「クレオパトラっ!!」

「じゃから妾わらわはセレスウだと言っておるじゃろぅ？」

　言いながらその身を浮遊させた彼女に、誰もが目を見張る。

「な──」

「ぁあ、己らは知らぬのじゃったなぁ……《魔神器》の使い方は今もまだ〈幻魔族ストレーガ〉の専売特許ですからねぇ」

　不意に変わった声。

　その違和感に、全員が時を止めたように戸惑った隙すきに。

「くひ……くひひひ──くふっ」

　笑い声の質を変え、さらに上空へと浮いた〝彼女〟は。

「クレオ……パトラ？」

　オフィリアのその言葉には一いち瞥べつもくれず、奇妙に色のない、無機質な瞳をクレアリシアと──彼女のパートナーたる〈隷人族インフイルマ〉の男に向けて笑う。

「そうそうやっぱりこうでなくっちゃダメですよねぇ♪」

　そうして表情と一致しない不思議に明るい声で笑うと、

「ではでは世界を変えうるお二方お二方、また世界の終わりでお会いしましょう──」

　慇いん懃ぎんに一礼して、消えた──。
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四章　そして〝未知〟は開かれる









〈森霊族エルフ〉から解放されたレジスタンスメンバーは、大半が助けてくれたクレアリシアとレストに対して感謝を述べ、同時にほとんどその過程に記憶がないことを訝いぶかしんでいた。

　だが、いずれにせよ──彼ほど不満たらたらな者はいなかった。

「あー……マジ最悪だわ」

　隠れ里に帰る道すがら、もう何度目になるかわからないため息と共にそう呟つぶやいたレストに、隣を歩くクレアリシアが言う。

「協力してくれるって言ったのはレストでしょう～？」

「それとこれとは別だろ……あーほんともう最悪……これでまたいざというときサボるための方法考えなくちゃいけなくなったじゃねーか」

「……………………えっと。レストが気にしてるのって、そこなの～？」

「は？　それ以外なにがあるんだよ」

「…………女装してたことが周囲に知られちゃったのは別にいいんだ～」

「……なにが悪いわけ？　使えるもんは使うだけだし。俺、美人だし」

　そう言って、本当に平然としているレストにクレアリシアは吹き出す。

「あははははっ、ほ、本当にレストって～……お、おかしい～」

「……あーん？　俺からすればお前のほうがよっぽどおかしいっつってんだろ……あー疲れた」

　そうしてふてくされたように、道の側そばにあった石に腰掛けると、肘ひじをついてそっぽを向いたレストに、クレアリシアは笑みをしまうと、やがて慈いつくしむような表情を浮かべ、隣に座る。

「ありがとね～レスト。わたしの用事に付き合ってくれて」

「あーあーほんとにな」

「…………本当にありがとう」

　もう一度、自分で確かめるように小声で呟つぶやいたクレアリシアは、一度そこで間をあけると、胸元でぎゅっと拳こぶしを作り、

「お礼にって言ったら変かもしれないけど──」

　そっと、彼の顔を上目遣いに見た。

「わたしにできることなら、なんでも、する」

　静かに告げた言葉。

　さりげなく、身体からだを密着させてのその宣言に──

「…………お前さ。それ理由にしてまたつきまとう気だろ？」

　レストはずばり言い切って。

「……あ、やっぱりバレてた～？」

　てへぺろとばかりにおどけてみせたクレアリシアに、深々とため息を吐つく。

「バレバレだって何度も言ってんじゃん」

「…………一応、本気だったんだけど」

「──あ？」

「なんでもない～」

　誤ご魔ま化かすように笑ったクレアリシアに、レストは赤くなっている顔を背け、思い直したように向き直って口を開こうと、したところで。

「──なに、してるの」

　硬い声。

　振り向いたレストは、そこに立っていたレジスタンスリーダーの姿に軽く目を見開く。

「エリサ……？　お前──」

　その顔どうした？

　そうレストでさえ問い返したくなるほど、エリサの顔は沈み果てていた。

「……、……、…………ダメだった」

「…………あ？」

「全部……全部、ダメだった。〈隷人族インフイルマ〉の誇りも、乾けん坤こん一いつ擲てきの反抗も……レストのことも、全部、全部、全部、全部、全部、全部──」

「おいエリサ──」

　うわごとのように繰り返すエリサに、レストが伸ばした手は払われる。

　そうしてくしゃりと自分の髪をかき乱すようにしたエリサは、泣きそうな笑いそうな顔で呻うめき、ぼやく。

「これから、〈隷人族インフイルマ〉は〈森霊族エルフ〉から目の敵かたきにされる……〈森霊族エルフ〉の中で生きる〈隷人族インフイルマ〉はより辛つらい境遇に落ちる……迷惑をかけた……その原因を作ったのは私……！」

「……そんなこともないと思うけど～」

　じっと黙っていたクレアリシアが、さすがに言わざるをえないとばかりに口を開いた。

「確かにグランレムの〈隷人族インフイルマ〉は怯おびえてたけど、わたしが確認した限り、〈森霊族エルフ〉のほうは気にもとめていなかったよ～」

「………………気にも」

「そうそう～たぶん、それほど脅威と感じなかったというか、〈森霊族エルフ〉もそこまでひどい心を持ってるわけじゃないから……」

　どこかの《英雄》は違ったが。

　その言葉を吞のみ込んで、クレアリシアは明るく言う。

「だから、エリサが気落ちする必要はないよ～」

　それは純然たる同情心から発された言葉。

　自分がよく思われたいとか、関係を修復したいだとかいう打算抜きの。

　けれど、それゆえに──クレアリシアは失念していた。

　その慰めるという好意自体が彼女を傷つけうると。

「おい、クレアリシア──」

　レストがその先を続ける前に。

「もう、いい」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉。

　なぜか笑顔のエリサは、クレアリシアを見つめて、言う。

「クレアリシア・リンドレイグ。私、貴女あなたを見返したかった。見返して──レストの目をこちらに向けさせたかったの。私はずっとレストのことが好きだったから」

　唐突な、告白。

　あまりにも文脈を無視したその言葉は、不穏に曇くもる。

「でも、私、敵かなわなかった。なにをしても、どうしても、無理だって、自分でもわかってしまって、行動しないとなにも変わらないのに、行動しても失敗して。失敗して失敗して失敗して──最悪最悪最悪最悪最悪最悪最悪最悪」

　がりがりと、がりがりがりがりと──自身の頭を、血が出るほど搔かきむしった彼女に、レストが無理矢理やめさせようと手を伸ばし──《大誓約魔法》の絶対防御魔法に弾はじかれた。

「な──」

　物理的な拒絶。

　そんな仕方でもそれが働くということに驚きながら、レストはめげずに叫んだ。

「エリサ!!　やめろ!!　そんなことしたって起こったことは変わらねーぞ！」

　その言葉が届いたのか、唐突に自傷行為をやめたエリサは、ふとなにかを悟ったような表情を浮かべて。

「あ、そうかぁ……最悪なのは──私自身だったのか」

　そう呟つぶやくと、ふらふらと帰り道を外れて森の中へと入っていく。

「おい──！」

　慌てて追いかけるレストとクレアリシアだが、どういうわけかふらふらの足取りの彼女に追いつくことができない。

　そのまま本道が完全に見えなくなり、森の奥へと進み、不自然に深い段差が増えてきたところで──クレアリシアは気づいた。

　彼女がなにを目指して歩いていたのか。

　ここが、いったいどこか。

　そうして足を止めたクレアリシアに、レストが訝いぶかしげに振り返り、

「レスト……ここ──あの場所なんじゃない～？」

【賭かけ】でクレアリシアがエリサに聞いた、遺跡の在処ありか。

　地盤がゆるく地下崩落の起きた場所

　眉をひそめたレストが、その事実に気づいたと同時。




「これで──全部おしまい」




　そう言ってエリサが取り出したのは露天商で買った油そのものである──香水の瓶。

　彼女はそのまま反対の手でつけた火を瓶の中に──入れる、瞬間。

「馬鹿やろおおおお!!」

　叫んだレストが思い切り反動をつけてエリサを蹴けり飛ばし、絶対防御魔法で弾かれながら──瓶が彼女の手から離れたのを確認し。

「────!!」

　火と油分が地面につくのを回避しようと滑り込みながら手を伸ばしたクレアリシアは──間かん一いつ髪ぱつ間に合わなかった。

　カッという光と爆発。

　燃え広がる炎はそこら中を火の海とし、やがて辺り一帯を巻き込む大崩落を起こす。

「──ぁっ」

　その中心にいたクレアリシアだけが崩落に巻き込まれ──

「────クレアリシア!!」

　後先考えず身を投げ出したレストは、クレアリシアの手を摑つかみ、

「──っ!!」

　彼女をしっかりと抱きしめたレストがまだ崩落していない地面へと伸ばした手は──虚空に躍る。

　そうして〈森霊族エルフ〉の王女と〈隷人族インフイルマ〉の怠なまけ者は、為なす術すべなく深い深い穴へと落ちていった──。





　　　　◆◇◆◇◆






「…………ト、…………レスト」

　耳元で響く声。

　何度も何度も繰り返され、その煩わずらわしさに、眉をひそめたレストは、手をあげようとして──

「──いってっ」

　鋭するどい痛みと共に目覚め、顔をしかめたレストは、

「レスト!!」

　ものすごく近いところで超絶美少女──いや、クレアリシアに顔をのぞき込まれていることに気づき、顔をそらしながら小声で言う。

「ちけーよ……」

「大丈夫～？　ケガはない？　頭の傷は……もう血は出てないね～。腕は少しひねっただけだと思うけど……」

　レストの呟つぶやきは聞こえなかったように、そそくさと全身をチェックするようにするクレアリシアを、痛まないほうの手で押しとどめる。

「大丈夫だって……というよりお前のほうは？」

「ばっちり～」

　起き上がったレストは現状を把握しようとゆっくりと周囲を見回す。

　やや湿しめり気を帯びた土床に、埃ほこりっぽい空気。

　広くはないが窮屈さを感じるほどは狭くもない空間。

　右手の先にはごつごつとした岩肌が確認でき、ここが地下であることを否いや応おうもなく意識させる。

　と──そこまで確認したところで、レストはクレアリシアが灯ともす薄い光以外に光源がないことに気づき、愕がく然ぜんと上を見上げた。

「……おいおいマジかよ」

　信じられないことに、落ちてきた穴が見えない。

　レストが視認した段階でも大の大人十人が寝転んでも埋まらないほどの穴だったのに、ここから見えないということは──

「かなりの深さを落ちてきたみたい～」

　レスト同様見上げていたクレアリシアが補足するように言う。

　どうやらあのあとすぐ、レストは岩肌に頭をぶつけ、意識を失っていたらしい。

　幸いにも抱きしめ合う体勢だったため、レスト一人が離れて落ちることはなく、クレアリシアがうまくコントロールして着地したらしい。

「いやお前着地って……穴が視認できないほどの高さから落ちたのに」

「着地の前に簡単な魔法を使ったから～」

「魔法……？」

「そうそう～そのおかげでケガしなかったんだよ～？」

　すごいでしょ～と笑うクレアリシアは、その割には弱っているように見えて。

　レストは頭をがりがりとかく。

「あ、まだ頭はあんまり触らないほうが……」

「…………ありがとな」

「え」

「……んだよ。俺が感謝したらおかしいか？」

「…………うん。おかしい」

「おい……」

　と呆あきれるレストは、すぐに目をそらし、やや気まずげに言う。

「あー……なんつーかお前一人でも助かったみたいだし？　助けようとした俺が逆に助けられるっつーのか……まあなんというか……」

「──ぷっ」

　吹き出したクレアリシアに、レストは舌打ちしたい欲求に駆られた。

「とにかく感謝してる！」

　それで終わり！　とばかりにそっぽを向いたレストに、クレアリシアは笑いを抑えながら言った。

「ふ、ふふ、き、気にしなくていいのに～。というか──わたしのほうこそありがとう～」

「……ぁあ？」

「一人で落ちてたらこんな風に振る舞えなかった」

　絶対。と付け加えたクレアリシアは、やはり落ち込んでいるようで。

「エリサだけでも落ちないでよかった」

　無理矢理前を向くようにしたクレアリシアは、自分自身で口にしたエリサという名前にぐっと押し黙る。

　そのまま気まずげな沈黙が落ちる前に、レストが口を開いた。

「…………あー、で、ここは？」

　誤ご魔ま化かす、というよりは普通に話を進める感じで促す。

「俺が意識取り戻すまでにある程度見当はつけてんだろ？」

　それがレストの知るクレアリシア・リンドレイグという少女だったが。

「………………えっと」

　目を泳がせる彼女は、どうやらそこまでは気が回っていなかったらしい。

「と、とりあえず～元々地盤がゆるかった浅い地層を突き抜けて［七滅戦セブンス］時代の地下空洞辺りに落ちたと思うんだけど……」

「そっから先は自分たちの足で確かめる必要があるってことか……めんどくさ」

　そう呟つぶやいたレストは、下半身は特に異常がなかったことを確認すると、ため息と共に立ち上がり、軽く身体からだをほぐす。

「しゃあない。ここで待ってたって助けがくるわけでもなし、進むか……」

　ほんとめんどくさい。

　そうぶつくさ呟きつつ歩き出そうとしたところで、クレアリシアがなにか考え込んでいることに気づく。

「どうした？」

　そうレストが声をかけると、はっとしたように顔をあげ、岩肌に手をついて立ち上がると笑みを浮かべた。

「…………え？　なにが～？」

「いやなにがじゃなく……」

「それよりレスト～目覚めるまで寝言いってたんだけど～」

「はあっ？　そんなわけ──」

「ほんとそんなわけない、って思ったよ～。しかもレスト──」

「ちょっと待て」

「──食べ物のことにふれてたし～もしかしてお腹なか減ってるんじゃないかな～って」

「待てって──言ってんだろ」

　低い声で、不自然にしゃべり続けるクレアリシアに壁ドンをして。

「…………え？」

　表情を固まらせたクレアリシアに顔を近づけると、そのまま──

「え、え、え────」

　──屈かがみ込んで足に触れる。

「あつっ!!」

　声と共にバランスを崩したクレアリシアを肩で支え、レストは深々とため息を吐ついた。

「……やっぱりな。折れてんじゃねーか」

「………………」

「それで、誰が無傷だって？」

「…………ごめんなさい」

　しょんぼりと小声で言うクレアリシアに、レストは意外なものを見た気がしてマジマジと見上げる。

「な、なに～？　わたしが謝ったらそんなにおかしい～？」

「ああおかしい」

「む～……ってこれ」

　さっきのやりとりと一緒。

　そう気づくと、どちらからともなくくすりと笑う。

「あーあ……めんどくせーな」

　そう言いながら軽く伸びをしたレストは、もう一度屈み込むようにすると、

「え……なに──ってきゃあっ!?」

　クレアリシアを背中におぶり、歩き出した。

「ちょ……レ、レスト～？」

「しょうがねーだろその足じゃ。それよりちゃんとつかまってろ。動かれたほうが歩きにくい」

　そう言いながらも責める色はまったくないレストに、クレアリシアはぎゅっとレストに抱きつき、

「…………うん。ありがとう」

　呟つぶやくと、ぴたりとレストは足を止めた。

「…………すげーボリューム」

「え？」

「──なんでもない」

　再び歩き出したレストは、なぜか早足だった。





　　　　◆◇◆◇◆






「思ったより広い」というレストたちの認識は、すぐに「これは出口なんてあるのか？」という疑問に変わっていった。

　最初の空洞から壁伝いに進み、人一人が優に通り抜けられる横穴へと入ったあとはひたすらに一本道を歩き続けているが、一向に終わりが見えなかった。

　ときおり休憩を挟み、けれど水も食料もない状況ではあまりもたないという判断から、可能な限り先へと進む。

　そうして何度目かの休憩で、不意にクレアリシアがぽつりと呟つぶやいた。

「……配慮が足りてなかったのかな」

「……あ？」

「………………エリサのこと」

　どうやらこの期に及んでクレアリシアは穴に落ちた原因──エリサのことを考えていたらしい。

　その殊勝な精神にある意味で感心しつつ、レストは呆あきれたように突っ込む。

「今さら、んなこと言ったってしょうがないだろ」

「……」

　馬鹿にしたように手をあげたところで、クレアリシアの表情は晴れない。

　普段の彼女からは信じられないほど弱気になっていることに、仕方なく短く息を吐いて続ける。

「お前あのときいくつ同時並行で考えてた？」

「…………え？」

「〈森霊族エルフ〉の妹のこと、意味深すぎて意味不明だった《英雄》のこと、帰った後のレジスタンスメンバーへのフォローのこと、グランレムに住んでる〈隷人族インフイルマ〉のことも考えてたよな」

「────なん、で」

「んなのお前の話聞いてりゃわかる。でだ、それだけ同時に考えながら、エリサのことにまで気まわして、全部うまくいくと思うか？　──思わないね。そもそも普通はそんなに同時並行でいろいろやろうと思わんわ」

「…………やっぱりいっぺんにやろうとしすぎたせいなのかな」

「だーかーら、そういうことじゃなくて……つーかいっぺんにやるのはお前が叶かなえようとしてる夢が夢なんだからしょうがねえだろ？　それともできねーから諦あきらめんのか？」

「…………諦めない」

「じゃーそういう弱音は吐くな。無理だった部分はうだうだ後悔すんじゃなく次に活いかせ。今までだってそうやってきてんだろ？　一つの目的に固執しすぎんじゃなく別の目的にも心を分散させろよ。そうすりゃ──」

　とそこまで話したところで、レストは気づく。

　クレアリシアが不自然に目を見開いていることに。

「……？　どうした？」

　ついにおかしくなったか──そう冗談めかす前に、呆ぼう然ぜんと呟つぶやかれる。

「別の、目的……」

「あ？」

「──別の目的！」

　突如、興奮したように繰り返し叫んだクレアリシアに、レストは反射的に耳を押さえた。

「うるさ……」

　そう言われたところでまるで抑える気のないクレアリシアは、レストの身体からだを揺さぶる。

「レストわかった！　別の目的だよ～別の目的！」

「……なにが？」

「この不自然に広い場所、横穴！　ただの地下空洞じゃなくて別の目的──人為的に造りだされた空間だとしたら～!?」

「…………！」

　ようやくクレアリシアがなにを想定したのか思い至って、レストは目を見開く。

　そうして、またすぐにクレアリシアをおぶると、早足で道を進み出した。

　別の目的。不自然に広い空間は誰かの手によって意図的に造られたものだとしたら──

「……そういやあそこもそうだったな」

　独りごちたレストに、クレアリシアは気づかない。

　代わりに彼女が気づいたのは──

「レスト、前～！」

　不自然なほど人が通るのにちょうどいい道の先に現れたのは、真新しい扉。

　周囲が土で汚れている中、異様に汚れのない扉は、誰がどう見ても人工物でしかなくて。

「あ、開けてみて～」

　震えるクレアリシアの言葉。

　それが緊張によるものであることを笑う余裕もなく、扉に手を触れた──瞬間。




　────解錠。




　レストの頭の中に響いたその言葉と共に、開いた扉の向こう側に吸い込まれるように歩を進める。

　次にレストの目に飛び込んできたのは、にわかには信じがたいものだった。

　見渡す限り、果てのない真っ白の空間。

「なに……ここ～」

　クレアリシアの言葉を待つまでもなく、不可解極まりない空間には本当になにもない。

　振り返れば入ってきたはずの扉もなく、前後左右、上下の感覚すらなくなりそうで──。

「どうしろってんだ……」

　思わずレストがそう呟つぶやいたとき。

　────認証が完了しました

　再び頭の中に直接響いたその言葉のすぐ後。

　今度は明確に耳じ朶だを震わせる、奇妙に無機質な声がレストたちに向かって明るく言った。




「────全人類知オムニバス『■■■■』へようこそ！」


〈了〉
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あとがき




　六巻をお手にとっていただき、誠にありがとうございます！

　表紙で、「ん!?」と思っていただけましたらこれ幸い……大丈夫、大丈夫です（なにが）。

　今巻の癖アリ頭キレキレコンビ。振り回し振り回され、というニートたちにはない関係いかがでしたでしょうか。もっと掘り下げたいのですが、書きたいことがいっぱい……！

　ラストどころか、本文中でも至る所アレし放題で「どうなるの!?」感が強い（といいな）と思われますので、可能な限り広く深く展開しつつ早くお届けできるようがんばります！

　また同時発売の『魔力ゼロの俺には、魔法剣姫最強の学園を支配できない……と思った？』四巻。こちらも相変わらずでありながら少し違う展開をしていますので、ぜひー！

　以下謝辞です。担当編集Ｏ様。同時進行でいつも以上にしんどかったのに、二倍申し訳ありませんでした……。環境変えて、色々刺激にしつつがんばります！

　ねこめたる様。某妹の絵をいただいた瞬間「好き……」と恋する女子中学生のように呟つぶやきました。元祖サボリ魔もママも素敵＆素敵で、まっことありがたき幸せです……！

　そして、Ｋ編集長をはじめとした、本書を世に出すために関わっていただいた皆様。

　なによりも、六巻までお付き合いいただいている貴方あなた様に──全力の御礼を。

　またお目にかかれますように！
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